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第五節　遺跡の概要

1。遺構の概要

南三島遺跡7区は，南三島遺跡を1～7区に分割した大規模な集落跡の一部である。

調査の結果9　縄文時代の住居跡，埋賓9　縄文時代を主とした土壌，時期不明の溝，粘土貼り遺

構，江戸時代の地下式域を検出した。

住居跡は6区同様，縄文時代中◎後期の遺構で，数は37軒である。調査区の全域から検出されてい

るが，遺跡西部のE2区，E3区は数が少ない。住居跡37軒の中で，炉を有しているものは20軒，

炉をもたないものは15軒，炉を有していたが，土壌等で削られたと考えられるものが2軒である。

埋襲遺構は5基で，遺跡北部に1基，中央部に3基，東部に1基検出されている。そのうち住

居跡内から検出されたもの4基，住居跡外から検出されたもの1基である。

土壌は468基で，調査区の全域から検出されている。形状で多いものは，楕円形（不整楕円形を

含む）が318基，次いで円形（不整円形を含む）が76基である。大きさでは長径が1m以上2m以

下の規模のものが242基で半数以上を占めている。

溝は11条で，遺跡のどの大調査区からも検出されている。なお，6区の溝とつながるものが3

条含まれている。

地下式域は5基で遺跡南部（F3区）から検出されている。そのうち4基は，第4号溝の南に

横一列に並んで検出され，残りの1基は第7号溝と重複している。

粘土貼り遺構は，2基で遺跡南部（F3区）から検出されている。

2。遺物の概要

南三島遺跡7区から出土した遺物は，人工遺物と自然遺物に分けられるが9　その大半は人工遺

物である。

人工遺物の出土量は，収納ケース（60．0×40．0×15．0cm，60．0×40．0×20．0cm）で60箱であり，

土器，陶磁器◎土製品◎石器および金属製晶である。

自然遺物の坦土量は少なく，収納ケース3箱である。貝類が極わずかに出土しただけで9他は

馬骨である。馬骨は6区と同様に遺存状態が良くない。

人工遺物で，主体をなすもりは土器で，縄文時代中期後半の資料が最も多いが，近世以降の陶
！

磁器片も地下式壕や土壌から出土している。住居跡は，37軒検出されたが，遺構内出土の遺物量
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は6区に比較して少ない。また，特に多量の遺物を出土した住居跡はないが，第15◎27号住居跡

などが多い方である。遺物の出土状況としては，完形品が出土した住居跡はなく，破片が覆土中

に詰まっているような状況を呈している。遺物の接合関係としては9第23号住居跡と第409号土壌

とは，相互に約50m余りも離れているのに，数個体以上の土器が接合関係を有し，ほぼ完形に復

元された個体もあったことが注目される。なお9第409号土壌は，特異な形態を示しており，特殊

な遺物を出土するなど当遺跡の中では異色な存在の遺構と考えられる。住居跡の大半と土壌の多

くは，中期後半の加曽利正Ⅲ式期のものと考えられ，これらに伴う土器も目立っている。第35

号住居跡は，後期初頭の称名寺式期のものと考えられる。その他の時期に属する縄文土器片もわ

ずかであるが出土している。

加曽利Em式期の土器については，6区の出土土器と比較検討して位置づけをするために後車

にてまとめて検討する。

第且0号住居跡の覆土中から逆位で出土した土器（第1号埋寮遺構出土土器）は，注目すべきも

ので，土器の文様にも異質なものがみられるので，後に若干検討したい。

6区で指摘した有孔鍔付土器，器台形土器，台付土器も少量出土している。

土製晶には，土器片錘◎土製円板◎有孔円板および耳栓◎茶匙状土製晶◎動物形土製品などが

みられる。土器片錘は全体で303点で，土製円板は24点，有孔円板は18点である。耳栓は，第409号

土壌の覆土中から出土した断片が1点だけである。茶匙状土製品は，第15号住居跡からの出土品

であるが，特異なもので類例はごく少ないものと思われる。動物形土製晶は，第409号土壌内のB

ピットから出土したもので，顔面のような施文がみられる。第409号土壌の形態とともに特殊なも

のと考えられる。

石器のうち，定形石器としては，石鉢◎磨製石斧◎打製石斧e礫器◎磨石◎石皿◎敲石e浮子◎

砥石などが出土している。他に剥片も若干出土している。石器では，磨石27息砥石14点，石鉄

9点などが多い方であり，全体の量としては少ない。砥石は，縄文時代のものではなく，近世以

降のものと思われる。石器の出土状況としては，第31号住居跡の床面から石皿と磨石が共伴する

ようなかたちで出土しているのが注目される。

7区では，近世のものと考えられる地下式壕が5基調査された。そのうちの第1号地下式壕か

らは，130余点の古銭が出土しており，大半は寛永通貨で，他に宋銭，明銭も含まれている。本墳

からは他に完形の灯明皿3点，染付風の碗の破片などが出土しており，江戸時代の所産と考えら

れる。他の4基からは，遺構に伴うと考えられる遺物はほとんど出土していない。

第4号溝の覆土中からは，常滑の大要の破片が出土しているが，これらは本港の時期決定に有

効なものと思われるが確実ではない。

自然遺物は，第358号土壌の確認面に点在していた微量の貝類が，縄文時代中期のものと推定さ
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れる以外に，縄文時代の資料はない。シオフキ◎サルボウ◎ハマグリ◎ウミニナが認められてい

る。第3号溝から出土した馬骨は，歯の部分以外は遺存状態が悪い。

第2節　竪穴住居跡と出土立番
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第鼠号住居跡（第407図）

本跡は，遺跡の北西部の2d6区を中心に確認されたものである。

平面形は，長径7．0m◎短径6．2mの楕円形で，南東側が外側へ張り出している。長径方向は，

N－610－Wを指している。壁は床面から外傾して立ち上がり，西側で一部軟らかいところがある

ほかは，硬く締まっている。壁高は，24～39cmである。床面はソフトロームで部分的に踏み固め

られ9　平坦であるが北から南にかけて低くなり傾斜をしている。ピットは13か所検出され9規模

は径28～36cm◎深さ20～36cmである。5か所が壁際に，8か所が中央に集中している。そのうち

P2◎P4◎P7◎P9は深さが一定しており，中央を囲むように台形状に配列されているので，主柱穴

と考えられる。炉は，検出されていない。

覆土は3層からなり，黒褐色土◎暗褐色土◎褐色土の順で自然堆積している。1層の黒褐色土

は軟らかいがはかは締まっている。
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遺物は，縄文土器片が覆土から少量出土している。

第1号住居跡出土土器（第408図1～4）

1は，隆線による口緑部文様帯が構成され，以下に縄文が付されている。内面が剥落している。

2・3は，太めの沈線による曲線的区画内に複節縄文が充填されている胴部片である。4は，断

′画三角形を呈する隆線が垂下している胴部片で，胎土に長石粒を多く含んでいる。

本跡から出土した土器片は少なく，時期決定は困難であるが，出土土器から判断すれば，加曽

利EIII式期と推測される。
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第408図　第1号住居跡出土遺物拓影図

第2号住居跡（第409図）

本跡は，遺跡の北西部D2C8区を中心に確認されたもので，第1号住居跡の北東側1．5mに位置し

ている。

平面形は，長径5．8m・短径3．7mの楕円形で，長径が短径に対して非常に長い住居跡である。

長径方向は，N－3。－Wを指している。壁は硬く締まっており，北側が床面から垂直に立ち上がっ

ているほかは外傾している。壁高は，22～30cmである。床面は北東側の一部でやや低くなってい

るほかは，平坦である。ロームの床でよく踏み固められている。ピットは6か所検出され，中央

の2か所は径39～44cm・深さ23～28cmで太く比較的浅いが，南側の2か所は径30～32cm・深さ

40～49cmと深くなっている。配列が不規則なため，主柱穴は判別できない。炉は，検出されてい

ない。

覆土は3層からなり，2・3層が覆土の大部分をしめている。1層の暗褐色土は耕作土で厚さは

薄い。2・3層は，暗褐色土・褐色土で，ともに締まっており，自然堆積をしている。

遺物は，縄文土器片が覆土から50点出土している。

第2号住居跡出土土器（第410図1～10）

1～4・6は，本跡の確認画から，7は，土層セクションベルト内から出土したものである。5・

8～10は，覆土から出土したものである。1は，口緑部に1条の凹線を巡らし，以下に縄文を施

している。2・3は，直線的磨消帯が施されている胴部片である。2は厚手で，3は薄手である。
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第409図　第2号住居跡実測図
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第410図　第2号住居跡出土遺物拓影図



射ま9幅の広い目線部無文帯を有し9逆U字状の区画文が沈線で描かれ9　内部に複節縄文が充填

されている。第1号住居跡の2と同一個体とも思われるが撃　接合はできなかった。5は沈線によ

る施文が主となっている胴部片である。6◎7は9細い隆線による区画を有する胴部片で9　6の

降嫁の断面はやや鋭い三角形を呈し9　7は低平な鈍い形状を呈している。8は撃　曲線的な条線文

が旛されている胴部片である。　◎蟻は　無文のロ綾部片で撃　共に口唇部が平坦で肥厚している。

本跡から出土した土器片は少なら　時期判定はむずかしいが撃　出土土器から判断すれば撃加曽

刹Em式期とするのが妥当と思われる。

第3号住居跡（第姐温図）

本跡は言遺跡の北西部況蟻区を中心に確認されたもので9第2号住居跡の南東側5。2mに位置し

ている。西側で第4号住居跡と9床面で第283～28⑳狙号土壌と重複している。新旧関係は撃　第

4号住居跡とは床面の切り合い関係から本跡が古ら土壌とは底面の切り合い関係から第凱土壌

を除く他の土壌よりも本跡が古いと考えられる。

平面形は9　重複しているため9　形状ははっきりしないが長径7。のm（推定）◎短層漸減的の円形に

近い楕円形状と思われる。長径方向は　N…舶0－Wを指している。壁は南側が一部撹乱を受軌

西側で重複のため欠損しているほかは　硬　締まってお酌床面から外傾して立ち上がっている。

壁高は9　26～33cmである。床面は平坦で硬ら　重複部分が　～航m低　なっている。ピットは8

か所検出されている。そのうちPl～㌘4は径80cm9深さ5～祁cmと太く深ら炉を囲んで対角線上

に並んでいる。また撃　㌘59　㌘79　㌘8は9　径26～3配m撃　深さ温4～2紋mと細　浅いピットである。この

種のピットがもう1か所西側に存在したと思われるが9検出することはできなかった。第283号土

壌によって欠損したと考えられる。㌘59㌘79　P8もまた撃炉を囲んで対角線上に並んでいる。この

ように9　ピットは炉を囲んで対角線上に並んでいるので9　太く深いピットと細く浅いピットを対

にして9使用したものと考えられる。炉は本跡の中央に検出され　径闊cmの楕円形で　床面を摘

cmほど皿状に掘り凹めた地床炉である。炉床はよく焼けているが9炉壁はそれほど焼けていない。

覆土は5層からなり9　2～3層が主で9　暗褐色土◎褐色土が自然堆積をしているが9　一部擾乱

を受けている。

遺物は9　縄文土器片が覆土から40点9　床面から5点出土している。

第3号住居跡出藍土器（第姐2～姐3図鼠～3の

7～且0◎27は9　本跡の確認面から，温4◎15は9　炉内から出土したものである。その他は覆土か

ら出土したものである。　～鋸も　両側にナゾリが加えられたやや高めの隆線によりロ緑部文様

帯が構成され9　区画内に縄文を充壊している。2◎3は9　同一個体と考えられ9　渦巻状のモチー
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第411図　第3号住居跡実測図

フと長楕円形の区画が施されている。隆線は鋭い断面三角形状を呈している。1・4は，やや

鈍い隆線で区画がなされている。5～10は9　やや低平な隆線と太めの沈線により目線部文様帯が

構成され，区画内に縄文が充填されている。5～7⑳9の縄文は条が縦走し9　8◎10の縄文は条

が斜行している。6はやや薄手で9　7⑳9は厚手で9　太い沈線によるナゾリが顕著にみられる。

8には，隆線が現存部には認められないが，形状からこの類に含めた。10は口唇部を欠き，胴部

に直線的な磨消帯を有している。11～15は，直線的な磨消帯を有する胴部片である。13は，複節

縄文が施され，内面は剥落が激しい。14は，器面が若干磨滅している。15は薄手である。いずれ

も区画間に縄文が施されている。16は9　日緑直下から2本組の沈線でU字状の区画が施され9　沈

線間は磨り消されている。区画内には縄文が充填されている。17は9　日緑部無文帯を温条の沈線

で区画し，以下に縄文を施している。18は9　日緑部文様帯を低平な隆線で楕円形に区画し9　区画

一・一一512　－－－1
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第413図　第3号住居跡出土遺物実測図・拓影図（2）

内に縄文を施している。19～25は，同一個体と考えられるが接合はできなかった。19～21は，横

位の沈線間に小さな円形刺突文を付し，以下に無節縄文を施している。22・23は，橋状把手が横

位に付されている胴部片である。22は，口辺部近くの破片と思われ，上位は無文で，境に橋状把

手と小さな円形刺突文が施され，以下に無節縄文が付されている。23も，橋状把手と並んで円形

刺突文が施され，上下に無節縄文が施文されている。24・25は，破片上端に沈線文が巡り，以下

に無節縄文が施されている。26は，口緑部無文帯を1条の沈線で区画し，以下に粗い条線文が縦

位に付されている。27は，口緑直下から縦位の条線文が密に施文されている口縁部片である。28

は，短い条線文で格子目状文が施されている胴部片で，器面が少し磨滅している。29は，無文の

口綾部片で，内面に稜が形成されている。

30は，本跡の西側，第4号住居跡と重複する部分の覆土から出土した底部片である。外面に幅

の狭い磨消帯を数条施し，区画間には縄文が付されている。底面の近くは粗い横ナデが加えらlれ

ている。全体に薄手である。胎土に砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が

にぷい褐色を呈している。底径は6．0cmで，現存高は3．9cmである。

本跡から出土した土器片は，加曽利EIH式期のものが主体となっている。本跡の時期は，炉内

からの出土土器（14・15）からみて加曽利EⅢI式期と考えられる。

第4号住居跡（第414図）

本跡は，遺跡の北西部D2e。区を中心に確認されたもので，第2号住居跡の南側2．5mに位置して

いる。東側で第3号住居跡と重複している。

平面形は，長径7．3m・短径6．6mの楕円形で，長径方向はN－400－Eを指している。壁は硬く

締まっており，床面から外傾して立ち上がっている。また，東壁は重複のため欠損している。壁

高は，28～36cmである。床面はローム質で硬く，平坦である。また，東側で第3号住居跡の床を

削っている。ピットは9か所検出され，規模は径22～40cm・深さ13～35cmである。Pl・P，・P4・

P7・P8は中央を囲んで五角形に配列され，大きさが径30cm以上で，深さも一定しているので，主

柱穴と考えられる。炉は，検出されていない。

覆土は3層からなり，暗褐色土・褐色土が主に堆積している。1・2層は締まっている。遺物

は，縄文土器片が覆土から10点出土している。

－514－
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第414図　第4号住居跡実測図

第4号住居跡出土土器（第415図1～5）

1は，貼付隆線で渦巻状の区画が施されている口緑部片である。口唇部は，平坦で肥厚してい

る。2は，沈線による直線的磨消帯を有する胴部片で，，3は，隆線による区画文をもつ小片であ

る。4は，縄文地文上に横位の沈線文を巡らしている薄手のロ緑部片である。5は，縄文だけの

胴部片で，胎土にはやや大粒の石英粒を多く含んでいる。
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第415図　第4号住居跡出土遺物拓影図
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本跡から出土した土器は少ないがタ加曽利斑Ⅲ式期のものが多くを占めているので9本跡の時

期は加曽刹斑m式期と考えられる。

第5号健贋跡（第姐6図）

本跡は9遺跡の北西部り2f7区を中心に確認されたものでラ第1号住居跡の南東側4mに位置し

ている。南側で第6号住居跡と重複している。新旧関係は9本跡の床面が撃第6号住居跡の床面

よりも5～6cm低いレベルにあり撃第6号住居跡の床面を切っているので9本跡の方が新しいも

のと思われる。

平面形は撃長径5・1m◎短径4・3mの楕円形で9長径方向はN－830－Wを指している。壁は硬く

締まっており9床面から外傾して立ち上がっている。壁高は924～26cmである。床面はソフトロー

ムで軟らから平坦である。ピットは3か所検出されている。東側のPlは径52cm◎深さ38cmで大

きく学南側の㌘2◎北西側の㌘3は径28～32cm◎深さ28～30cmである。規模などから主柱穴と思われ

るが判然としない。炉はタ　検出されていない。

覆土は6層からなり学童に暗褐色土◎褐色土が堆積している。どの層にもローム粒子を含み9

締まっている。
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第416図　第5号住居跡実測図
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遺物は，縄文土器片が覆土から15点出土している。また，南側の床面から有茎石銭が1点出土し

ている。

第5号住居跡出土土器（第417図1～5）

1～3は，本跡の土層セクションベルト内から出土したもので，4・5は，本跡と第6号住居

跡との重複部分の覆土から出土したものである。1は，太い沈線による直線的磨消帯を有する胴

部片である。2も，同様で単節縄文RLが縦位回転で施文されている。3は，粗い縦位の沈線文

を地文とし，太い押圧を加えた隆線を貼り付けしている胴部片で，内面は少し剥落している。い

わゆる曽利系の土器片である。4は，縦位の条線文が付されている胴部片である。5は，単節縄

文RLが施されている胴部片である。

本跡から出土した土器は少なく，時期決定はむずかしいが，出土土器からみれば加曽利EIII式

期のものと考えられる。
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第417図　第5号住居跡出土遺物拓影図

第6号住居跡（第418図）

本跡は，遺跡の北西部D2g7・D2g8区を中心に確認されたもので，第4号住居跡の南西側1．2m

に位置している。北側で第5号住居跡と重複している。

平面形は，長径5．5m，短径5．0m（推定）の槽円形状と思われる。長径方向は，N－30。－Wを

指している。壁は硬く，床面から外傾して立ち上がっている。また，北西の壁は重複のため欠損

している。壁高は，21～27cmである。床面は平坦であり，ローム質の床であるが，それほど硬く

はない。また，重複している部分の床面はやや低くなっているム　ピットは3か所検出され，規模

は径26～34cln・深さ17～24cmである。壁にそって配列され，しかも柱穴間がほぼ等間隔であるこ

とから，3か所とも主柱穴と考えられる。炉は，検出されていない。

覆土は6層からなり，暗褐色土・褐色土が主体である。どの層にもローム粒子を含み，締まっ

ている。

遺物は，少量である。

一517－
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第4相国　第6号住居跡実測図

第6号住居跡出皇豊器（第姐9図1～13）

温～3は9両側にナゾリを加えた隆線により曲線的モチーフが描かれている土器片で9　モチー

フ間には縄文が充填されている。鼠は9　日緑部片で9低平な隆線で施文がされている。2◎3は9

胴部片である。4～6は9沈線による施文が主となっている口緑部片である。4は9　日緑部に浅

い且条の四線を巡らし，以下に縄文を施し9沈線文を加えている。5は9　日緑直下の逆U字状の区

画内に縄文が充填されている。6は9細い沈線区画内に縄文が施されている。7◎8はタ　ロ綾部

無文帯を且条の沈線で区画し撃以下に縄文を施している。9は9日緑部無文帯を有し9以下に縄文

を付している。蟻はタ器面全体に縄文が施されているロ綾部片で，縄文は羽状を呈している。且且◎12

は普条線文が付されている。紺ま9細い縦位の条線文が施されている日録部片である。鼠2は9粗

い沈線に近い条線文が斜位に付されている胴部片である。

温3は9本跡の覆土から出土した底部片である。外面に太めの沈線が2条垂下し9　その間に縄文

が施文されている。底面近くは横ナデされ9底面は平滑に調整されている。内面は軽いナデが加

えられている。胎土には小石粒や砂粒を含み暫焼成は良好である。色調は内外面とも褐色を呈し

－518－、



ている。推定底径は8．0cmで，現存高は4．1cmである。

本跡から出土した土器片も少ないが，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，本跡

の時期は加曽利EIII式式期と考えられる。
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第419図　第6号住居跡出土遺物実測図・拓影図

第7号住居跡（第420図）

本跡は，遺跡の北部D3bl区を中心に確認されたもので，第3号住居跡の北東側8mに位置して

いる。

平面形は，南側の一部が外へ少し張り出した径5・2mの不整円形である。壁は硬く締まっており，

南東側が床面から垂直に立ち上がっているほかは，外傾して立ち上がっている。壁高は，15～26

cmである。床面はソフトロームで軟らかく，平坦である。ピットは9か所検出され，規模は径28～32

cm・深さ15～32cmである。P5だけが中央にあり，深さも32cmと深く，ほかのピットとは異なって

いる。P5を除くピットは，深さが一定しており，中央を囲んで円形に配列され，しかもピット間

が等間隔であるので主柱穴と考えられる。炉は，検出されていない。

覆土は3層からなり，1層は耕作土と思われるので，2・3層の暗褐色土・褐色土が中心である。

2・3層は自然堆積で，よく締まっている。

遺物は，少量である。

第7号住居跡出土土器（第421図1～5）

1は，口緑部文様帯を隆線で区画し，内部に縄文を充填している。2は，厚手の直線的磨消帯

を有する胴部片である。3は，口辺部の小片で，隆線で渦巻文を描くものと思われる。4は，口

唇部が薄く尖る口緑部片で，口緑直下に逆U字状の沈線区画を施し，区画内に縄文が充填されて

いる。5は，薄手の口緑部片で，口緑部に2条の沈線を巡らし，沈線間に刺突文が施されている。

15191
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第420回　第7号住居跡実測図

本跡から出土した土器も少ないが，そのほとんどは加曽利EIII式期のものである。したがって，

本跡の時期は，加曽利EIII式期と考えられる。
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第421図　第7号住居跡出土遺物柘影図
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第8号住居跡（第422図）

本跡は，遺跡の東部E4h4区を中心に確認されたもので，第3号住居跡の南東側7・5mに位置して

いる。南西側から南東側にかけて，第3号溝と重複している0また，北壁を切って第1号土壌が

掘られている。溝・土壌との新旧関係は，本跡の壁との切り合い関係から本跡が古いと考えられる0

平面形は，径4．2mの円形である。壁は覆土と明瞭な色の違いを示しているが，軟らかく締まり

がない。南西・南東の壁は重複のため欠損しているが，残っている壁は床面から外傾して立ち上

がっている。壁高は，16～27cmである。床面はハードロームで，よく踏み固められた硬い床であ

る。ピットは4か所検出され，規模は径24～28cm・深さ21～28cmで，壁際に円形状に配列されて

いる。北側にも1か所あったと思われるが，第1号土壌の構築によって欠損したものと考えられ

る。4か所ともその規模や配列から主柱穴と考えられる0炉は本跡のほぼ中央に検出され，径72cm

の不整円形で，北側がやや外に張り出している0床面を9cmほど皿状に掘り凹めた地床炉である0

炉床はよく焼けているが，炉の覆土の焼土量は少なく，焼土の範囲が北側にずれて広がっている

サケ

、、、告
ヽ

第422回　第8号住居跡実測図
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ため，灰を北側にかき出しながら使用したものと考えられる。

覆土は3層からなり，主に黒褐色土◎暗褐色土が堆積している。2◎3層はよく締まっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から中量，床面から少量出土している。

第8号住居跡出土土器（第423～424図1～41）

自ま，本跡の覆土の中央部から出土した一群と北西部から出土した一群を中心に他の破片若干

が接合したものである。非常に大形の波状口緑を呈する深鉢形土器である。残存部から推定して

4単位の波状緑と考られる。文様は，器面全体に展開されるものと思われる。2本単位の断面三

角形を呈する隆線により大形の渦巻状のモチーフが描かれている。モチーフ間には単節縄文にR

Lが充填されている。胎土には，大粒の石英，長石粒を非常に多く含み，粗雑である。焼成は良

好である。色調は褐色を呈しており，内面はやや赤味が強い。口径は残存部から推定して70cm以

上になると思われる。現存高は31．9cmである。

8◎28◎38は，本跡の炉内から出土したもので，その他は覆土から出土している。2～3は口

緑部文様帯をやや低平な隆線により区画し，区画内に縄文を施している。4～7は，口綾部文様

帯を沈線で区画するものである。4は，2条の沈線を巡らし，付加条縄文を施している。5は楕

円区画内に縄文を充填している薄手の波状口綾部片で，胴部に磨消帯を施している。6は，厚手

の目線部片で，楕円区画内に縄文を施し，胴部には磨消帯を垂下させている。内面には縦ナデが

加えられている。7は，薄手の口緑部片で，楕円区画内に縄文を充填している。8は，口辺部片

と考えられ，区画内に縄文を施している。9は，胴部片で，太い沈線による直線的磨消帯が垂下

している。区画問には単節縄文RLが施されている。10～30は，隆線による施文が主となる土器

片である。10～21は目線部片9　22～30は胴部片である。11は9　口唇部に凹線を巡らし9　以下に縄

文が施されている。10◎13◎17の隆線は，やや低平なものである。10◎12◎14～30は，両側にナ

ゾリが加えられた隆線により器面全体に曲線的モチーフが描かれ，モチーフ間には縄文が充填さ

れている。14の隆線はやや高めである。15は，大柄な渦巻状のモチーフを主としている。16◎23

は，器面が若干磨滅している。18◎19の隆線は，断面が鋭い三角形に近い形状を呈している。20

の隆線も鋭く，微隆線状を呈している。21は，波頂部を欠損している。22は，胴上半部の破片と

思われる。23は，厚手の胴部片で，2種の異なる縄文が施文されている。24◎29は，くびれ部か

ら胴下半部にかけての破片で，垂下するモチーフが描かれている。25～28は，曲線的モチーフが

みられる胴部の小片である。30は，胴下半部片で，下位は無文となり，文様施文部との区画は蛇

行する横位の隆線が施されている点に特徴がみられる。隆線による曲線的モチーフ間の縄文は単

節縄文RLである。器面の内外とも磨滅が著しい。31は，低平な隆線により日録部文様帯が楕円

形に区画されている。32は，緩い波状を呈する口緑部片で，口唇部は内削ぎがなされて尖ってい

一一1522
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第425図　第9号住居跡実測図

る。沈線区画内に縄文が施されている。33・34は，共に低平な隆線により口緑部文様帯を区画す

るもので9　33は波状線を呈し9　34は平緑である。33の口唇部内面は突出し9　内削ぎ状を呈してい

る。33・34ともに区画内に縄文を充填している。35は，口緑直下に1条の沈線を巡らし，以下に

逆U字状の区画文を描き9　内部を磨消している。36は9　日緑部を巡る2条の沈線間に大形の爪形

状の刺突文が施されている。37は，口線部無文帯を幅広くとり9　且条の沈線で区画し撃　以下に縄

文が施されている。38は撃　縄文だけの胴部片である。39◎40は9　同一個体でタ　ロ緑直下に且条の

四線を巡らし智　以下に多条縄文を施している。口唇部上面にも浅い四線を加えている。細ま9無文

の日録部片であるが9　下端に且条の四線が巡っている。

本跡から出土した土器の主体は，炉内から出土した土器を含めて加曽利EIII式期のものである。

したがって，本跡の時期は加曽利EIII式期である。

一一一一5251－－－－－－－－1



第9号住居跡（第425図）

本跡は，遺跡の北部C3j2区を中心に確認されたもので，第7号住居跡の北側2mに位置してい

る。

平面形は，長径5．9m（推定）・短径5．2mの不整円形状と考えられるが，北側約8分の1が農道

下に広がっているので詳細は不明である。北西壁は外に張り出している。本跡は第1・2号満の

下層に検出されたものである。長径方向は，N－180－Wを指している。壁は西・南・東の3壁が

残っており，どの壁も硬く，床面から垂直に立ち上がっている。壁高は，122cmである。床面はハー

ドロームでよく踏み固められて硬く，平坦である。ピットは8か所検出され，規模は径30～40cm・

深さ22～44cmである。Pl・P2・P4・P6・P8は中央を囲んで五角形に配列され，しかも，ピット

間がほぼ等間隔であるので，主柱穴と考えられる。炉は，検出されていない。

覆土は3層からなり，すべて褐色土である。2・3層は締まっており，自然堆積である。

遺物は，縄文土器片が覆土から少量出土している。

0

」　亡　！

第4祁図

第9号住居跡出土土器（第426図1）
1

1は，縄文だけの胴部の小片で，胎土には石英，長石粒，雲母片などを

多く含んでいる。

第9号住居跡　　　　本跡から出土した土器はごく少量で，本跡の時期決定はむずかしいが，

出土遺物拓影図　　加曽利E式期のものと考えられる。

第10号住居跡（第427図）

本跡は，遺跡の北部D3i6区を中心に確認されたもので，第9号住居跡の南東側12mに位置して

いる。

平面形は，長径7．0m・短径5．8mの楕円形である。長径方向は，N－480－Eを指している。壁

は南側が床面から垂直に立ち上がっているほかは，外傾して立ち上がり，いずれの壁も硬い。壁

高は，23～26cmである。床面はハードロームでよく踏み固められて硬く平坦であるが，炉の付近

はやや凹んでいる。ピットは12か所検出され，規模は径20～32cm・深さ15～39cmである。P2～P6：

Pl。・P12の深さは一定しており，炉を囲んで楕円形状に配列されているので，主柱穴と考えられ

る。炉は中央に検出され，径152cm，深さ30cmと大形で深い。炉床と炉壁はよく焼け，炉の覆土に

は焼土が充満し，長期間の使用がうかがえる。

覆土は4層からなり，暗褐色土が中心である。2・3層は締まっている。一部撹乱が認められる。

遺物は，縄文土器片が覆土から575点出土している。

第10号住居跡出土土器（第428図1～22）

ー526－
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第427図　第10号住居跡実測図

1は，本跡の西側の覆土から一括して出土した破片が接合したもので9　鉢形土器のロ緑部片で

ある。目線部に幅の広い無文帯をもち，横方向の丁寧なナデが施されている。且条の四線で無文

帯を区画し，以下には縦位の条線文が施されている。口緑部の上端には焼成後に9　内外面から穿

たれたと思われる孔が1か所認められる。胎土には9石英粒などの石粒9砂粒を含み9焼成は良好
ゝ

である。色調は外面が褐色　内面が暗褐色を呈している。推定口径は射主7cmで9現存高は且鼠e且

cmである。

13は，本跡のピッ吊2から914◎20は，炉内から出土したものである。その他は覆土から出土

したものである。2～6は9　日緑部文様帯を隆線で区画するものである。区画内には縄文が施さ

れている。2は9　波状を呈する目線部片で9　器画の磨滅が著しい。3は，目線部文様帯を楕円形

一一527－
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第428図　第10号住居跡出土遺物実測図・拓影図

に区画している。7は，山形の波頂部片で，太い沈線による区画が施されている08は，ロ緑部

文様帯を沈線による楕円文で構成し，区画内に縄文が充填されている0文様帯直下に円形刺突文

が1つアクセント的に付されている。9～12，14は，直線的な磨消帯を有する胴部片である。9

は，区画間の縄文がまばらに施されている。10・11は，内面が剥落しており，同一個体と思われ

る。12は，やや幅の狭い磨消帯である。14の縄文は複節である013は・大粒の縄文が施文されて

ー528一



いる胴部の小片である。15は，口緑部無文帯を1条の浅い沈線で区画し，以下に縄文を施してい

る。蟻は　日録部に2条の円形刺突文列と五条の沈線を巡らし撃　以下に縦位の条線文を施してい

る。膵～銅は　条線文が付されている。温7◎鼠8は日録部片で9　温　⑳鋼は胴部片である。膵は　日

録部に2条の沈線を巡らし9　以下に縦位の集線文を施文している。相は　日録直下に条線文を曲

線的に施し撃　温条の沈線で区画しており9　やや特異なものである。且9◎20はともに9　縦位の条線

文が施されている。19の条線文は9　粗く沈線状を呈している。2鼠は9　無文の口緑部片である。

22は9　本跡の南西側の覆土から逆位で出土した破片5点が接合したもので9　深鉢形土器の胴下

半部から底部にかけての破片である。外面は沈線による磨消懸垂文が垂下し撃　区画間に単節縄文

汲むが縦位回転で施文されている。器壁は胴下半部は厚いが9　底面は比較的薄い。底面の近くは

横ナデにより調整され9　底面もよく磨かれて光沢を有している。内面に炭化物の付着が著しい。

胎土には砂粒を含み9　焼成は良好である。色調は外面が暗赤褐色普　内面が褐色を呈している。底

径は6．4cmで，現存高は8．4cmである。

本跡から出土した土器は，ピット12および炉内から出土した土器を含めて加曽利EIII式期のも

のである。したがって，本跡の時期は，加曽利EIII式期と考えられる。

窮鼠温号住居跡（第429図）

本跡は言遺跡の北東部り3e6区を中心に確認されたもので9第10号住居跡の南東側19mに位置し

ている。

平面形は，径4．4mの円形である。壁は硬く，床面から外傾して立ち上がっている。壁高は，23～26

cmである。床面は平坦であるが，炉の付近はやや凹んでおり，ハードロームでよく踏み固められ

ている。ピットは屋内に5か所争屋外に10か所検出されている。屋内のピットの規模は9径28～32

cm・深さ11～21cmで，全体的に北西側に寄っているため，屋外のピットと合わせて柱穴としたと

考えられる。屋外のものは規模が径28～42cm◎深さ24～36cmと比較的深い。鼠4cmから且20cm離

れて住居跡の掘りこみにそって配列されている。炉は本跡の中央に検出され9径鼠04cmの楕円形で，

床面を22cmはどすり鉢状に掘り凹めた地床炉である。炉床と炉壁はさほど焼けてはいない。

覆土は7層からなり，暗褐色土が主である。2～6層は締まっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から210点9　床面から8点出土している。

第m号佳屠静出土土器（第430～432図温～56）

1は9　本跡の中央部やや北側の覆土から出土した破片且0点ほどが接合したもので撃　深鉢形土器

の目線部から胴上半部にかけての破片である。きわめて厚手のキャリバー形深鉢形土器と思われ9
ヽ、

日緑部で30m9　胴部でも15mmほどの厚さを有している。目線部文様帯は，沈線を沿わせた低平な

ー1529－－
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第429図　第11号住居跡実測図

隆線により区画されている。長楕円形の区画と渦巻文がくずれたと思われる区画が鼠単位となっ

て構成されているが，単位数は不明である。胴部には幅の広い磨消懸垂文が施されている。口緑

部区画内と胴部の区画間は単節縄文RLの異条縄文が縦位回転で付されている。口緑部と内面は

横ナデにより調整されている。胎土には小石粒9砂粒を含み，焼成は良好である。色調は暗褐色，

褐色を呈している。推定口径は60。Ocmで，現存高は26．0cmである。

18・33・34・43は，本跡の炉内から出土したものである。その他は覆土から出土している。

2～5は，口緑部文様帯を隆線により区画し，区画内に縄文を施している。2は，厚手の口緑

部片で9　楕円形に区画され9　胴部には磨消懸垂文が施されている。焼成がやや不良で剥落部分が

認められる。3も9　日緑部文様帯が楕円形に区画されている。射ま，ロ緑部文様帯を低い隆線と

沈線で区画し9　胴部には磨消帯がみられる。5は9　日緑部文様帯を低い隆線で区画している。

－530－－
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6～8は撃　同一個体と考えられる。日録部に幅の広い無文帯を残し撃低い隆線と沈線で楕円形

に区画し撃　区画内に縄文を施している。8の上端部は撃輪積み部分から剥離している。9は9　口

辺部片で撃隆線で楕円区画文と渦巻文が構成され9　区画内に縄文が施されている。胴部には磨滑

帯が垂下している。蟻は　ロ綾部文様帯を太い沈線で区画し9内部に縄文を施している。温且は争

日録郡文様帯を沈線で区画し撃　区画内に縦位の条線文を施している。且　⑳臓は　隆線と沈線によ

る楕円区画内に縦位の沈線を充填する口辺部片である。洞は　口辺部片で学徳平な隆線による区

画内に縄文と沈線が加えられ撃それ以下は無文部となっている点に特色がみられる。蟻は　ロ緑部

文様帯を低い隆線で区画し撃胴部に磨消帯と縄文を施している。蟻は　低平な隆線による目線部

文様帯の一部が破片上端に認められ9胴部には幅の狭い磨消帯が垂下している。破片右端に炭化

物が少量付着している。膵は　波頂部を欠くロ繚部片で撃低い隆線と沈線で文様帯を区画し9　内

部に縄文を付している。日録部内面は突出し9稜を形成している。相は　日録部片で撃沈線と隆

線で楕円区画文を描き撃区画内に縄文を充壊している。臓は　薄手の波頂部片で撃沈線による区

画が巡っている。鋼は9　日緑部片で予逆U字状の沈線区画内に縄文が旛されている。別は　口辺

部片で習低い隆線によるロ綾部区画と胴部の幅の広い磨消帯がみられる。区画間の縄文は9異条

縄文である。霊は　目線部に2条の沈線を巡らし9以下に縄文を施している。器は　口辺部片で

横位の2条の沈線間に縄文を施している。24⑳25は撃同一個体の厚手の胴部片で撃幅の広い磨消

懸垂文が垂下している。区画間の縄文は単節R乱で縦位回転施文である。磨消帯は丁寧に磨かれ

ている。26～38も撃直線的な磨消帯を有する胴部片である。26はタ胴部のくびれ部片で9　内外画

ともきれいに調整されている。2の内面は少し磨滅している。30も9　くびれ部片である。3且◎37◎

38は撃　同一個体と思われるが接合はできなかった。幅の狭い磨消帯を垂下させており撃別の破片

上端部の断面は擬口線状を呈し普接合面強化のためのキザミ目が付されている。32の縄文は争複

節である。3　◎鍼は　幅の狭い磨消帯を施し9　さらに鼠本の沈線を加えている。両者は同一個体

の可能性が高いが、接合はしない。

36は9本跡の中央よりやや東側寄りの覆土下部から出土した深鉢形土器の胴部片である。外面

に磨消懸垂文が垂下し9区画間には縄文が施されている。破片の上端部は9輪積みの部分で剥離

している。粘土紐を密着させるために付されたキザミ目が認められ9破片右側のキザミ目はやや

間隔も粗く大きめである。左側のキザミ目は間隔も密で小ぶりである。胎土には9石英粒や砂粒

を含み，焼成は良好である。色調は外面が暗褐色内面が暗赤褐色を呈している。

39は撃逆U字状の区画内に縄文が充填されている胴部片である。40は9　U字状の磨消帯がみら

れる胴部片である。姐◎42はタ　ロ緑部に円形刺突文列を巡らし9以下に曲線的沈線文が施されて

いる日録部片である。鳩の朗は智胴部の小片で小さめの刺突文が施されている。43には条線文も

施されており9繭～鯛と同一個体と思われる。45～抽ま撃同一個体と考えられるもので9色調は

一一一一一532一
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暗赤褐色を呈している。購魯媚は　小さめの刺突文を破片上半部に施し9以下に横位撃斜位9縦位の

条線文が施されている胴部片である。49のように，部分的には条線が交差して格子目状を呈して

いる。粥は縦位の条線文が付されている目線部片である。Ⅲは撃半裁竹管状施文具による粗い沈

線文を地文として太い押圧が加えられた貼付隆線が垂下している胴部片である。色調は暗赤褐色

を室していて撃破片右端に若干炭化物が付着している。いわゆる曽利系の土器である。崇は薄手
あやくり

の胴部片で，縦位の綾絡文が付されている。中期後半のこの時期に伴うものか否かは明らかではな

い。5は撃薄手の目線部片でラ口唇部は尖っている。整形は雑で撃縄文がわずかに施文されている。

54は，本跡の南西側の覆土から逆位で出土した深鉢形土器の胴下半部から底部にかけての破片

である。胴下半部から底面の近くまで幅の狭い磨消帯を垂下させている。区画間には縄文が充填

されている。内面は縦ナデが加えられている。胎土には砂粒を含み撃　焼成は良好である。色調は

褐色を呈している。3温◎37砂38と文様が類似しており撃　同一個体かと思われる言推定底径は射

4cmと小さく，現存高は12．0cmである。

55は，本跡の中央部やや北側の覆土内，炉跡の上面にあたる部分から出土した底部片である。

外面には幅の狭い直線的磨消帯を有し撃区画間には縄文が充填されているが智少し磨滅している。

底面の近くは横ナデされている。胎土には砂粒を含み撃　焼成は良好である。色調は褐色を呈して

いる。推定底径は9．0cmで，現存高は5．1cmである。

56は，本跡の中央部やや北側の覆土内，55より少し北側から逆位で出土した底部片である。外

面に幅の狭い磨消帯を垂下させ，区画間には，単節縄文LRが縦位回転で施文されている。底面

の近くは横ナデされている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。

推定底径は8．0cmで，現存高は5．6cmである。

本跡から出土した土器は9　その主体が加曽利私m式期のものである。また9　炉内から出土した

土器片も加曽利EIII式期であることから，本跡の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第漫2号住居跡（第433図）

本跡は，遺跡の北部り3gl区を中心に確認されたもので9第3号住居跡の南東側3．5mに位置して

いる。

平面形は，長径4．7m⑳短径4．2mの不整楕円形である。長径方向は9　N－560－Wを指している。

壁は南西側がやや軟弱であるほかは9　硬く締まっている。どの壁も床面から外傾して立ち上がっ

ている。壁高は917～25cmである。床面はソフトロームで平坦であり9　軟らかい。ピットは5

か所検出され争　規模は径20～30cm⑳深さ且7～40cmである。㌘1～P3◎P5は中央を囲んで四角形に

配列されているので，主柱穴と考えられる。炉は，検出されていない。

覆土は3層からな勘　層が耕作土，2◎3層が褐色土で9締まっている。
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遺物は，有茎石鋲が西側の床面直上から1点出土している。

四囲［ じ－　　・い－！

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　走
第姻図　第臓号燵屠跡実測図

第鼠3号佳屠跡（第434図）

本跡は撃遺跡の北東部E恥区を中心に確認されたもので9第摘号住居跡の南側33mに位置して

いる。南東側で第287号土壌と重複している。新旧関係は　切　合い関係から本跡が古いと考えら

れる。

平面形は撃長径3。9m⑳短径3藩mの円形に近い楕円形である。長径方向は9N－880－Eを指し

ている。壁は硬く床面から外傾して立ち上がっている。壁高は　約翫cmである。床面はハードロー

ムで9踏み固められて硬ら平坦である。ピットは5か所検出され普規模は径24～3のcm⑳深さ且2～23

cmである。南東側にもう且か所あったと思われるが9第287号土壌によって消失したと考えられる。

柱穴をこの6か所と考えると撃　ピット間は等間隔にな勘残存の5か所は主柱穴と考えられる。

炉は，検出されていない。

覆土は2層からな娠暗褐色土の褐色土が堆積している。2層とも締まっている。

遺物は9　縄文土器片が覆土から測点出土している。
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第434図　第13号住居跡実測図

第13号住居跡出土土器（第435図1～6）

1は，口綾部無文帯を1条の凹線で区画し，以下に縄文を施している。2～4は，縄文だけが

施されている。2は，口緑部の小片で，全面縄文のものと思われる。3・4は，胴部のくびれ部

片である。5・6は，直線的磨消帯を有する胴部片で，5は厚手である。

本跡から出土した土器片はきわめて少なく，時期決定はむずかしいが，出土土器から判断すれ

ば，加曽利EIII式期のものと思われる。
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第435図　第13号住居跡出土遺物拓影図
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l・エ　ビ　　・

ニ 惑数　　　　藍杉

野駆海鮮㌦頚斧熱弊

第掴号榛恩跡第摘図〆炉も髪ノ㌢
本跡は9遺跡の南部鞠区を中心に確認されたもので9第温3号住居跡の南側媚。mに位置して

いる。南東側で第舶号土壌と重複している。新旧関係は9底面の切り合いから本跡が古いと考え

られる。

平面形は撃長径483mの短径3溜mの円形に近い楕円形である。長径方向は　N…諏0－Eを指し

ている。壁は南東側が第捕号土壌に切られ消失しているぼかは　硬　締まってお酌床面からほ

ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は諸～摘淵である0床面はハードロームで踏み固められて硬ら

凹凸がみられる。特に北側と9南西側はぅほかの床面よりも航m高くなっており撃　ロームを貼っ

て踏み固めたものと思われる痕跡が残っている。ピットは弦か所検出され　規模は径2～甑mの

深さ15～74cmである。Piの㌘5◎P8は炉を囲むように配列されていることや9深さが一定してい

ることから9主柱穴と考えられる。P。津誹規模や配列からみて9柱穴以外の施設と思われる。

炉は9本跡の中央に検出され径62cmで9深さ37cmと38cmの双円形をしている。東側の掘りこみの

炉床は特に硬く焼けている。東西のいずれの炉が9先に掘り込まれたかは撃明らかにできなかっ

た。

覆土は2層からなり撃　と　に暗褐色土で　締まってお酌　自然堆積である。

遺物は撃　少量である。

第盈名号住居跡出藍土器（第437図温～2温）

且は9本跡の南西側の覆土の上面から　～挽mほど下で　逆位の状態で出土したミニチュアの

手づくね土器である0日綾部の一部を欠損するがほぼ完形である。口径は。紋m　底径は2載mぅ

器高は4・Ocmである。目線部は内傾し撃胴部最大径は489cmである。この部分に粘土紐を且条貼り

付け9粘土綾上に上から下に向けて且2か所の孔を穿っている。このうち4か所は粘土紐が切断さ

れている。底部は9指で凹ませて整えられており9高台状を呈している。外面は縦方向のへラナ

デにより軽く整形されている。内面は指ナデと考えられる。胎土には小石私砂粒を含み，焼成
ゆが

は良好である。色調は外面が褐色から暗褐色内面が黒褐色を呈している。器形は9全体に歪み

がみられる。本土器は9隆帯と孔の存在および底部形態から有孔鍔付土器のミニチュア土器とも

考えられる。

2⑳3は9直線的磨消帯を垂下させ撃区画間に単節縄文を施している。4は9日緑直下に四線

を巡らし9日緑部文様帯を隆線で構成している。目線直下は器壁が極端に薄くなっている。5⑳

6は9隆線で曲線的区画文が施されている胴部片で9区画間には縄文が付されている。7は9日

線直下に且条の沈線を巡らし9胴部に逆U字状のモチーフを描き9内部を磨消している。8は9

極薄手の日録部片で9日緑直下に四線を巡らして無文部を形成し9胴部には縄文が施文されてい

－538－－－－－－－



第436図　第14号住居跡実測図

る。9はタ　ロ緑部無文帯を且条の断面三角形の隆線で区画し9以下に縄文を施している。蟻は9

内湾の著しい目線部片で警　目線部に無文帯を少し残し争　全面に縄文を施文している。Ⅲは9　薄手

のロ緑部片で9　日緑直下に沈線を巡らし撃　以下に縄文を施している。且2～腿は撃　条線文が施文さ

れたものであるが撃　それぞれ施文部位や施文方法が異なっている。且2は9　日綾部に四線を巡ら

し撃　以下に曲線的条線文を施している。鼠3は9　直線的磨消帯を有する胴部片で争　区画間に縦位の

条線文と縄文が併用されている。腿は　日経直下から曲線的条線文が施文されている薄手の目線

部片である。

鼠5は9本跡の北東側の覆土から出土した深鉢形土器の胴部片である。6本歯ほどの施文具によ

る櫛描条線文が全面に曲線的に施されている。内外面とも磨滅が著しら　整形痕は不明である。
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第437図　第14号住居跡出土遺物実測図・拓影図

胎土には石英その他の小石粒が目立ち，粗雑である。焼成も不良である。色調は外面が褐色，内

面が灰黒色を呈している。

16は，口綾部の小片であるが，全面縄文のものと考えられる。17・18・20は，本跡の炉A内か

ら出し，19・21は，炉B内から出土したものである。17は，沈線が垂下し，縄文が施されている

胴部片である。18～21は，縄文だけの胴部片である。

本跡から出土した土器は，いずれも加曽利EIII式期のものである。したがって，本跡の時期は加

曽利EIII式期と考えられる。

第15号住居跡（第438図）

本跡は，遺跡の北西部E3b8区を中心に確認されたもので，第13号住居跡の南西側4mに位置し

ている。東側で第16号住居跡・第289号土域と重複している。新旧関係は，第16号住居跡とでは，

本跡の床面が4～5cm低く，第16号住居跡の床面を切っているので，本跡が新しいと考えられる。
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第289号土塀とでは不明である。

平面形＿は，長径7．7m・短径4．1mの楕円形で，長径方向はN－89。－Eを指している。残ってい

る壁は硬く，床面からなだらかに立ち上がっているが，南・南東側は傾き方がやや急である。壁

高は，20～32cmである。床面はハードロームで，よく踏み固められて硬い。炉の付近は凹んでい

るが，そのほかは平坦である。ピットは12か所検出され，規模は径22～40cm・深さ12～33cmであ

る。深さが不ぞろいで不規則な配列のため，主柱穴は判別できない。炉は本跡の中央から東に寄っ

たところに検出され，径90cm・深さ26cmほどのすり鉢状に床面を掘り凹めた地床炉である。焼土

は炉の範囲を越え，中央の床一帯に広がっている。床面は赤く硬くレンガ状に変わっている。

覆土は5層からなり，暗褐色土・褐色土が主体をなしている。1～4層は締まっている0

遣物は，縄文土器片が大量に出土し，覆土から531点，床面から11点が出土している0
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窮鼠号燵贋跡出立患器　第媚～舶3図温～温氾）

1は，本跡の西側および北西側の覆土の中～下位から出土した破片が接合し、ほぼ器形をうか

がえるまでになったものである。日録部が直立気味の深鉢形土器で、胴部中位でややくびれる。

日録部に約旺m幅の無文帯をもち撃　以下に単節縄文況鉱を縦位回転を主として施文している。無

文部と縄文部の境はラ　微隆線状を呈し撃　稜を有している。胎土には9砂粒9小石粒を含み普　あまり

緻密ではない。焼成は良好で，色調は内外面とも暗褐色を呈している。口径は18．0cmで，現存高

は14．6cmである。

2は9　本跡の南側の覆土の中位と上位からタ　正位と逆位で出土した破片各温点ずつが接合した

もので撃　深鉢形土器の日録部から胴上半部にかけての破片である。目線部は内噂し9　無文帯を有

し，以下に単節縄文RLを縦位回転で施文している。無文部と縄文部の境は，1条の微隆線によ

り区画されている。胎土には9石英粒9砂粒を含み緻密で撃　焼成は良好である。色調は赤褐色を呈

している。推定口径は26．2cmで，現存高は8．0cmである。

3は，本跡の南側の覆土からややまとまって出土した一群の破片と，中央部と西側および北西

側の覆土からそれぞれ出土した破片が接合したものである。口緑部の約半周と胴下半部以下を欠

損している。日録部はかなり内湾し学　幅の狭い目線部無文帯を温条の沈線で区画し9　以下に縄文

が旛されている。沈線直下は横位回転　その下は斜位回転で9単節縄文Rmが施文されている。内

面は横ナデによりきれいに調整されている。胎土には，小石粒，砂粒を含み緻密で，焼成は良好で

ある。色調は暗褐色を呈している。口径は21．0cmで，現存高は18．3cmである。

4は，本跡の北側の覆土から出土した一群と，中央部やや南側の覆土から出土した大破片，お

よび覆土上位の確認面から出土した破片が接合したものである。キャリバー形を呈する平緑の深

鉢形土器と思われるが9　整形が悪いため日録部無文帯の一部は撃緩い波状を呈しているように見え

る。口唇直下にわずかの無文部を残すが，以下全面に無節縄文Lが施されている。口緑部は横位

回転，以下は基本的に縦位回転である。なお，本土器は全体的に整形が不良で，器面に凹凸が目

立ち，そのため縄文がつかない部分もみられる。これに対し内面の整形は良く，上半部は横方向

の丁寧なナデ9　下半部は縦ナデがそれぞれ行なわれている。胎土には微妙や小石を含み撃やや粗雑

である。焼成は良好で，色調は外面が褐色，内面が暗褐色を呈している。また，部分的に黒色を

呈する個所もみられる。口径は21．3cmで，現存高は17．4cmである。

5はう　本跡の東側の覆土から出土した太破片が接合したもので9　深鉢形土器の胴部だけが残存

している。器面全体に単節縄文LRが縦位回転で付されている。胴下半部の方が器壁が薄い点に

特色がみられる。胎土には砂粒を多く含み，緻密である。焼成は良好で，色調は暗灰褐色を呈し

ている。現存高は10．8cmである。

6は，本跡の中央部の覆土から出土した破片と，南側の覆土から正位と逆位で出土した破片2

－542、



ー543－

第439園　第15号住居跡出土遺物実測図（1）



点の計3点が接合したもので9厚手の鉢形土器の目線部片である。日録部無文革の直下に温条の

太い沈線を巡らしている0内外面とも横ナデにより丁寧に仕上げられている。飴土には石英撃長

石粒など大きめの石粒を含み9粗雑である0焼成は慮好で撃色調は褐色を呈している。推定口径

は38載mで　現存高は。誠mである。

7は撃隆線と沈線により日録部文様帯が区画されラ内部に縄文が充填されている。8魯9は撃

同一個体で普幅の広い磨消帯を有する胴部片である○器画に炭化物が付着している。胎土には石

英粒などを多く含んでいる0相は　日録部文様帯を隆線で構成し撃区画内に縄文を施している。

温温◎73の86◎89の4点は撃本跡の炉内から出土したものである。Ⅲは　隆線で曲線的モチーフを

器面全体に描いている胴部片である。はは　薄手の内湾の著しい胴部片で撃隆線による区画間に

は縄文が旛されている。臓は　口綾部無文帯を有し9それ以下の器面全体には微隆線によるモチー

フが描かれるもので撃胎土には石英私雲母片を多く含み粗いが9調整は良く滑らかな器面を呈し

ている0掴⑳膵は　微隆線によ　曲線的モチーフが描かれている胴部片である。鍼は　始まに石
、、－－－・・一．u．．叫”．．

英粒などを含み争黄褐色を呈している。温5◎温8◎鍋は撃同一個体と思われるが接合はしない。隆
まぼ

線で区画される胴部片で9区画外には単節縄文鼠乱が縦位回転で疎らに施文されている。厚手で

胎土に砂粒を多く混入している。蟻は9　本組の隆線によりモチーフが構成され撃区画外に大粒

の縄文が加えられている。臓は　目線部無文帯を五条の微隆線で区画し9以下に沈線でモチーフ

が描かれている。鋼は　本跡の確認面からの出土で普山形状の突起を有する日録部片で撃微隆線

による区画内に縄文が充填されている。2温◎2錆ら障ト個体で9日緑部無文帯をまたぐように橋

状把手が付され撃把手上に縦位の太い沈線と縄文が施されている。胴部には沈線区画内に縄文が

充填されている。23◎24も撃同一個体と考えられるが接合はできなかった。日録部無文革を五条

の沈線で区画しタ胴部に逆U字状の区画を施し9内部を磨り消している。25は9日緑部無文帯を

微隆線で区画しラ直下に刺突文を沿わせている0胴部には沈線による曲線的磨消帯を施している。

26は撃小形土器の目線部片で9刺突文が目線直下に並びラ以下に連打字状の磨消帯が施されてい

る。27◎28◎30は，同一個体と思われる胴部片である。U字汎逆U字状の区画が描かれ，区画

内に単節縄文R鉱が充填されている。猶は　薄手の胴部片で撃曲線的磨消帯が施されている。3且

は9細い沈線によるU字状の磨消帯を有する胴部片である。32は9日緑部無文帯を微隆線で区画

し9以下に縄文を付している。無文帯の一部は微隆線が左右からせり上り9突起状を呈している。

33は撃日録部無文帯を五条の微隆線で区切りラ以下に縄文が施されている。34は9日緑部無文帯

を温条の貼付隆線で区画し9以下縄文を全面に施している。無文帯の一部は隆線が左右からせり

上り9若干突出している035～389掛42◎抑まタロ綾部無文帯を温条の微隆線で区画し9以下

に縄文を施している。38は撃内湾度が強い035◎掛榔ま9いずれも粗い縄文が付されているが、

同一個体ではない。39◎姐◎43～46948～54はタロ緑部に無文帯を残し9以下に縄文が付されて

一一544．－
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いる。姐◎狙は　同一個体で撃無文帯が強くナデられたために縄文帯との境が段をなしており9

無節縄文が施されている。43璃舷ら　置ト個体で9条が縦走するように縄文が付されている。45

は撃本跡の確認面から出土している。46◎53は9　同一個体で撃　目線部に幅の狭い無文帯を有し撃

以下に粗い無節縄文監が縦位回転で施文されている。鋼は　器画が若干磨滅している。54の縄文

の節は大きい。5～酢は　ロ綾部無文帯を温条の沈線ないし四線で区切り撃以下に縄文を施して

いる。嶺～鮒は　日綾部無文帯を鼠条の四線で区画し撃6鼠～67は撃　温条の沈線で区画している。

55◎56はラ　同一個体で955の器画には炭化物が若干付着している。58の縄文は9無節である。60

は学外反するロ綾部片で9幅の広いロ綾部無文帯を温条の四線で区切っている。6鼠◎63はラ細く

鋭い沈線で区画され以下に縄文が付されている内湾の著しい日経部片で撃同一個体と思われる。

鵬も撃　内湾の著しい日綾部片である。66は撃無文帯の幅が狭ら　目線直下に　条の沈線を巡らし

ている。鵜は撃細い沈線で曲線的区画が施されている外反する日綾部片で撃　区画内に縄文が旛さ

れている。栖～閥は　全面に縄文が旛されているロ綾部片である。72は撃　かなり薄手で撃単節縄

文況鉱を縦位の羽状構成をとるように施文している。関は　日経部に緩い突起を有し撃　内湾の著

しい器形を呈している。銅は　緩い波状線を呈するロ綾部片で撃条が横達するように施文されて

いる。75～84は9条線文が付されているもので975潤が口綾部片撃77～84が胴部片である。75啓

開は　同一個体と思われ撃　日綾部無文革を鼠条の沈線で区画し撃以下に曲線的条線文を描いてい

る。閻～鮒は　曲線的な条線文が付されている胴部片である。関◎腑は　同一個体と思われ内面

の整形が丁寧であ。8且の条線文は撃縦位で細く鋭い。82～84は9縦位の条線文が付されている。

8～鋸お全面に縄文を施している胴部片である。86は9薄手のくびれ部片である。87は撃輪積

み部分からきれいに剣離している。88は9　くびれ部片でラ縄文は粗い。鍋は撃胴下半部片で撃器

面に少し炭化物が付着している。粥は　無節縄文上に粗雑な沈線文が重ねられている胴部片であ

る。9且は9　外反する口綾部片でタ　無文である。

92は9本跡の北西側の覆土中位から逆位で出土した小形深鉢形土器の底部片である。無文で縦

ナデが認められる。胎土には小石粒や砂粒を含み9焼成は良好である。色調は外面が赤褐色撃　内

面が灰黒褐色を呈している。底径は5滴罰で撃　現存高は5。4cmである。

93は9本跡の西側の覆土上位から逆位で出土した底部片であるが、器種は不明である。外面は

縦方向のへラナデがなされ、同様の整形手法は底面にもみられる。胎土には砂私石英粒などの

小石粒を多く含んでいる。焼成は良好で9色調は褐色を呈している。底径は。旋mで　現存高は5。

8cmである。

94は撃本跡の中央部の覆土上位から正位で出土した底部片である。外面には粒の粗い縄文が施

されており撃底面の近くは横方向にナデられている。胎土には石英粒や砂粒を多く含み撃焼成は

良好である。色調は外面が赤褐色9内面が褐色を呈している。推定底径は5．3cmで撃現存高は射
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1cmである。

粥は　本跡の北西側の覆土中位から逆位で出土したもので撃深鉢形土器の底部片である。底面

の近くは斜方向のへラナデが施されている。胎土には石英粒や砂粒を含み撃焼成は良好である。

色調は外面は褐色を室し撃内面は褐色および灰黒褐色を呈している。推定底径は6．のcmで普現存高

は3．7cmである。

粥は撃本跡の中央部の覆土中位から逆位で出土したもので撃深鉢形土器の底部片である。底面

の近くには横方向の乱雑な沈線文が認められるが撃　これは整形によるものと思われる。胎土には

石英粒撃砂粒を多く含み撃焼成は良好である。色調は暗灰褐色を呈している。推定底径はmcmで撃

現存高は。蝕mである。

野は　本跡の北西側の覆土中位から正位で出土した底部片である。外面には単節縄文が施され撃

底面近くは縦と横のナデにより整形されている。胎土には長石撃石英粒撃砂粒などを多く含み9

焼成は慮好である。色調は褐色を呈している。推定底径は。激mで　現存高は5。2血である。

粥は本跡の南側の覆土中位から正位で出土した小形土器の底部片である。内外画ともナデによ

り整形が行なわれている。胎土には微砂粒を含み撃焼成は良好である。色調は外面が褐色撃内面

が暗褐色を呈している。推定底径は。艶mで　現存高は。艶mである。

鱒は　本跡の南東側の覆土上位から逆位で出土した鉢形土器の底部片である。外面は斜方向の

へラナデ撃内面は横方向のへラナデが顕著に見られる。胎士には撃石英粒やその他の砂粒が多く

含まれている。焼成は良好で撃色調は褐色を呈している。底面が明瞭に凹んでいる点が特徴であ

る。底径は。詣mで　現存高は胤瀾罰である。

蟻は　本跡の確認画から出土したもので撃小形土器の底部片である。胎土には撃やや大粒の石

英撃長石粒および雲母片を多量に含み争粗雑である。焼成は良好で撃外面が褐色内面が暗褐色

を呈している。底径は。級mで　現存高は且。6cmである。

蟻は　本跡の中央部の覆土上位から正位で出土した深鉢形土器の底部片である。整形はナデに

よ　行なわれているがやや雑である撃始まには撃石乳長石粒などやや大きめの石粒を多く含み9

粗雑である。焼成は良好で撃外面は褐色を呈し撃内面はやや赤味が強くなっている。底径は5．9cm

で，現存高は3．6cmである。

臓は　本跡の南側の覆土中位から正位で出土した深鉢形土器の底部片である。底面の近くに横

方向の強もけデが認められる。底面の中央部が薄くつくられている点に特色がみられる。胎土に

石英粒や砂粒を含み撃焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定底径は。鉦mで　現存高

は2．8cmである。

本跡から出土した土器片は多量であるが撃主体は加曽刹監Ⅲ式期の新しい段階に相当するもの

である。一部に加曽刹E膵式期にまで降　そうなものもみられる。本跡の時期は撃出土土器の全体

…ll548……－1
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的な傾向および炉内から出土した土器から判断すると，加曽利EIII式期の新しい段階と考えられる。

第16号住居跡（第444図）

本跡は，遺跡の北東部E3b。区を中心に確認されたもので，第11号住居跡の南側2．3mに位置し

ている。西側で第15号住居跡・第289号土壌と重複している。

一550一
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平面形は，長径5・7m（推定）・短径4・8mの楕円形状と思われる。長径方向は，N－86。－Eを指

している0壁は硬く，北西側・北側で床面から外傾しているほかは，垂直に立ち上がっている。

ただし，西側の壁は重複のため欠損している。壁高は，16～30cmである。床面はソフトロームで

軟らかく，平坦である0ピットは8か所検出され，規模は径14～50cm・深さ12～26cmで，北側に5

か所，南側に3か所並んでいる0特別に規則性は見られないが，Pl・P2・P。・P5・P8は深さが

一定しており・壁にそって五角形に配列されているので，主柱穴と考えられる。炉は，検出され

ていない。

覆土は4層からなり，中間の2・3層が主である0褐色土で，ローム粒子を含み締まっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から少量出土している。

第16号住居跡出土土器（第445図1～7）

1・5は，本跡の覆土内から，2～4，6・7は，本跡の確認面から出土したものである。1

は，沈線による直線的磨消帯を有する胴部片で，縄文も施されている。2・3は，口緑部無文帯

を1条の沈線で区画し，以下に縄文を施している0両者とも器面が若干磨滅している。4は，全

面に単節縄文RLが斜位回転で施文されている口緑部片である。5は，縄文だけが施されている

胴部片であるが・1と縄文が類似して声り同一個体と思われる。6は，後期初頭のもので，口緑

部無文帯に隆線による半月隆帯が施文され，胴部には沈線文がみられる。7は，後期中葉の粗製

土器の口緑部片で，口唇部下に1条の押圧を加えられた紐線が貼付され，以下に粗い縄文が施文

されている。器面の磨滅が著しい。

本跡から出土した土器は極少量で，時期判定はむずかしいが，覆土から出土した土器から判断

すれば，加曽利EIII式期のものと考えられる。
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第445図　第16号住居跡出土遺物柘影図

第17号住居跡（第446図）

本跡は，遺跡の北西部D3i9区を中心に確認されたもので，第16号住居跡の北側9mに位置して

いる0北側で第286号土塀と重複している。新旧関係は，底面の切り合いから本跡が古いと考えられ
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る。

平面形は，径4．4mの円形である。北側の壁の一部は第286号土壌との重複のため欠損している

が9　残っている壁は硬く締まっており，床面から外傾して立ち上がっている。壁高は912～且5cm

である。床面はソフトロームで軟らかく9平坦である。ピットは99か所検出されている。Pl～P5

は，径20～30cm◎深さ29～31cmと一定した規模である。北側にもう1か所あったものと思われる

が，第286号土壌によって欠損したと考えられる。柱穴をPl～P5◎北側（推定）の6か所と考え

ると，ピット間はほぼ等間隔になり9残存のPl～P5は主柱穴と考えられる。中央にあるピットは9

規模が径36～46cm◎深さ17～29cmと比較的大きく浅い。炉は9　検出されていない。

覆土は4層からなり9　主に暗褐色土◎褐色土が堆積している。一部撹乱が認められるが，自然堆

積である。1～3層はよく締まっている。

遺物は9　皆無である。

二二　　　　二

A　23．2m

第446図　第17号住居跡実測図
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第18号住居跡（第447図）

本跡は，遺跡の南西部E4al区を中心に確認されたもので9第16号住居跡の東側4mに位置して

いる。

平面形は9　長径4．3m◎短径3．9mの円形にちかい楕円形で9　長径方向はN－00を指している。

壁は東側の一部にやや軟らかいところがあるほかは9　硬く締まっており9　床面から外傾して立ち

上がっている。壁高は18～21cmで9　ほぼ一定の高さである。床面はハードロームでよく踏み固め

られて硬く9　平坦である。ピットは4か所検出され9　規模は径28～36cm◎深さ18～27cmで，中

央を囲んで四角形に配列され9　しかも9　ピット間の距離はほぼ等間隔なので4か所とも主柱穴と

考えられる。炉は，検出されていない。

覆土は5層からなり9　主に暗褐色土⑳褐色土が堆積している。1～4層は締まっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から10点出土している。

第鼠8号住居跡出土豊器（第448図日

旦＿23・3m2

第447図　第18号住居跡実測図
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1は，口緑部無文帯を有し，以下に縄文を施している。

本跡からの出土土器は極少量で，時期決定はむずかしいが，出土土器から

みれば，加曽利EIII式期のものと思われる。
0　　　　　　　　5cm

！　；－」

第448回

第18号住居跡
出土遺物拓影図

第19号住居跡（第449図）

本跡は，遺跡の北東部E4bl区を中心に確認されたもので，第18号住居跡の北側4mに位置して

いる。

平面形は，長径5．0m・短径4．3mの楕円形で，長径方向はN－72。－Eを指している。壁は硬く，

床面から外傾して立ち上がっている。壁高は，18～22cmである。床面はソフトロームで軟らかく，

炉の付近だけやや凹んでいるほかは平坦である。ピットは7か所検出され，規模は径24～28cm・

深さ16～26cmである。P2・P3・P5・P7は深さがほぼ一定しており，しかも，炉からほぼ等間隔

に配列されているので，主柱穴と考えられる。炉は本跡の中央に検出され，径94cmの円形で，床面

を11cmほど皿状に掘り凹めた地床炉である。炉床と炉壁は，よく焼けて赤く硬くなっている。炉

の覆土内の焼土は少なかったが，確認された焼土範囲は炉の平面規模よりも広い範囲である。

覆土は5層からなり，主に暗褐色土・褐色土が堆積している。5層とも締まっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から70点出土している。

第19号住居跡出土土器（第450～451図1～30）

1は，本跡の中央部から北西側にかけての覆土に内面を上に向けて出土した大破片2点を中心

に小破片数点が接合したものである。平緑のキャリバー形を呈する深鉢形土器で，口緑部に隆線

と太い沈線により楕円と長楕円形の区画が3単位施され，胴部には磨消懸垂文が8単位で垂下し

ている。縄文帯が磨消帯より広い。縄文は単節RLで，口緑部区画内は横位回転，胴部は縦位回

転である。本土器の胴下半部は欠損しているが，その断面は丁寧に打ち欠かれており，意図的な

ものと思われる。ロ綾部や胴上半部はほぼ完存しており，あるいは炉埋設土器か埋聾に使用する

目的で打ち欠かれたものとも考えられる。胎土には，石英，長石粒などの小石粒や砂粒を含み，

焼成は艮好である。色調は褐色を主とするが，一部黒味がかった部分もみられる。胴下半部は一

様に赤味が強く，赤褐色を呈している。口径は29．0cmで，現存高は25．5cmである。

2・6・20・27・29は，本跡の炉内から，14・24は，確認面から，その他は覆土から出土した

ものである。2と6は，同一個体と思われるが接合はできなかった。隆線と沈線により口緑部文

様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文が充填されている。3～5も，隆線と沈線によりロ緑部文

一555－
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様帯が楕円形に区画されるもので9　3◎5は口辺部片9舶ま日録部片である。3の破片の上下端

は輪積み部で剣離している。5の区画内には複節縄文が充填されている。7～9はタロ緑部文様

帯が太し漑線で区画されている日録部片で9区画内に縄文が充填されている。且のはタロ辺部片で9

日綾部文様帯を隆線で区画し撃胴部に磨消懸垂文が旛されている。且且～且嫁直線的磨消帯を有

する胴部片である0mの磨滑帯の一部には沈線が鼠本付加されている。射お胎土に長石　雲母

片などを多く含んでいる。いずれも区画間には単節縄文が施されている。蟻はタ波状を呈する日

経部片で9沈線と隆線でロ綾部文様帯が区画され9区画内に縄文が施されている。内面には炭化

物が付着している。且6～且8は争隆線によるモチーフが描かれている胴部片である。温旺且8は撃同

一個体であるが接合はしない〇五6は曲線的に撃18は垂下するように隆線が施されており9区画問

に粗い縄文が充填されている。且9は撃太い沈線による曲線的区画が描かれている目線部片で9口

唇上面が凹む筒状の突起を有している。区画内に縄文が付されている。20はタロ緑直下に且条

一一一一556－1－－…一一一
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第451図　第19号住居跡出土遺物実測図・拓影図（2）

の沈線を巡らし，以下に曲線的磨消帯を有している。内面の荒れが著しい。21は，口緑部の小片

で，隆線による区画と縄文が施されている。22～24は，口緑部無文帯を1条の沈線で区画し，以

下に縄文を施している。22は薄手で，23は内湾し，24はやや外傾するロ緑部片である。25は，口

緑直下に浅い1条の凹線を巡らし，以下に無節縄文を付している。26は，全面縄文の薄手のロ緑

部片で，口唇部は折り返し状を呈している。27は，粗い条線文が縦位に施されている胴部片であ

る。28は，縄文地文上に押圧が加えられた太い隆帯が垂下する胴部片である。29は，無文の筒状

を呈する小形土器の口緑部片で，作りは粗雑である。口緑部は緩い波状を呈している。

30，本跡の中央部の覆土から出土した小形深鉢形土器の底部片である。外面は縦ナデが加えら

れている。胎土に砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が暗褐色，内面が灰褐色を呈して

いる。底径は2．6cmで，現存高は1．3cmである。

本跡からの出土土器は，ほぼ復元された1をはじめその大半が加曽利EIII式期のものである。

また，炉内から出土した土器片も同期のものと考えられるので，本跡の時期は加曽利EIII式期と

考えられる。

第20号住居跡（第452図）

本跡は，遺跡の北西部D3i4区を中心に確認されたもので，第11号住居跡の南東側11mに位置し

558一
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ている。

平面形は撃長径608m⑳短径嵐鮎の楕円形である0長径方向は撃N一諏0－Wを指している。壁

は硬く良好で撃床面から外傾して立ち上がっている。壁高は摘～挽mで北壁より　南壁が4～5

cm高　なっている。床面はソブ　ロームで軟らかい○ピッ　は　か所検出され　規模は径別～諦

cmの深さ摘～2艶mである0配列が不規則で　主柱穴の判別はできない。炉は　検出されていない。

覆土は4層からな勘　層は耕作土の残娠　層は擾乱である。　⑳　層に暗褐色土砂褐色土

が自然堆積していて締まっている。

遺物は撃　皆無である。

第2号佳贋跡　第崩図）

本跡は遺跡の東部E鞄0区を中心に確認された　ので第摘号住居跡の両肘mに位置してい

る。北西側で第鵠号住居跡◎北側で第別号住居跡◎中央部で第　号溝と重複している。また　床

面では第詭～詭号土壌と重複している。新旧関係は　第郡◎　蛸住居跡とでは不明であるが撃

土壌と溝との関係では　ま層から本跡が最　古ら次いで第滋～詣号土壌撃第3号溝の順と考

えられる。

、－く十才丁　とノウ／く：、、′こご′′－‥、早イノ三、了、ム‥う∵、、′′、・∴－∴　⊥∴㍉∴′－．　∴・′▼′ん・㍉

している0壁は東側の一都と南軌南西側で残存している。南西傍の一部が床面から緩やかに立

ち上がっているほかは学外傾して立ち上がっており撃軟らかい。壁高は撃は～摘細である。床面

はソフトロームで軟らかいが撃中央部分が第3号溝との重複のためげずられ約挽m凹んでいる。

また撃北側◎西側は重複によって床面が航m低　なっている。ほかの部分は平坦である。ピット

は3か所検出され撃規模は径28～32cm◎深さ4の～挽mである。北側や西側にも存在したと思われ

るが撃第　号溝◎第器号土壌によって欠損したと考えられる。炉は本跡の中央に検出され撃規模

は径摘紋m◎深さ挽mで　炉床と炉壁は赤く焼けている。廃土範囲は炉から南東方向へ広がってい

るが撃第3号溝によって広げられたものと考えられる。

覆土は5層からなり撃すべて褐色土である。第3号溝による擾乱がひどい。

遺物は撃縄文土器片が覆土から銚庶出土している。

第2盈驚佳贋跡出藍羞器（第454図温～2釦

～蟻は　目線部文様帯が隆線と沈線により区画されるもので撃　円形撃楕円形の区画がみられ

る。区画内には縄文が旛されている。且⑳2は撃やや高めの降嫁で楕円形に区画されている。3

はタロ縁直下に温条の四線を巡らし9以下に隆線による区画がみられる。射お波頂部片でラ低

い隆線と沈線によ　楕円形に区画されている。は　口辺部片で　円形の区画内に縄文が付され撃

－　560
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以下に直線的磨消帯を有している。6は9　内傾の著しい口綾部片である。7は9　内湾する目線部

片で，沈線で長楕円形の区画が施されているが普磨滅が著しい。8～且0は9　低い隆線と沈線によ

り日経部文様帯が楕円形に区画されており910の下端には胴部の磨消懸垂文がみられる。紺ま9

日綾部文様帯を沈線だけで区画しているもので，縄文を充壊している。12は9　日緑直下に温条の

沈線を巡らし9　以下に縄文を施している。13は，直線的磨消帯を有する胴部片で普　区画間に縄文

が付されている。且4◎15は9　器面全体に隆線で曲線的モチーフが施されているもので9　温4は目線

部片争　且5は胴下半部片である。14は，器面の磨滅が著しい。16は9　日綾部無文帯を且条の微隆線

で区画し9　以下に縄文を施している。17は9　内湾する目線部片で，逆U字状の沈線区画内に縄文

が充填されている。18は9　口辺部片で9　曲線的磨消帯を有している。19は撃　くびれ部片で9　縄文

地文上にU字状9　逆U字状の沈線区画が施され9　胴下半部の逆U字状の区画内は磨消されてい

る。20◎21は9　同一個体であるが9　接合はできない。日録部の2条の沈線間に刺突文を付し撃　以

下に縄文を施しているが9　磨滅が著しい。22は，縄文地文上に押圧が加えられた太い隆帯が垂

下する胴部片で9　第且9号住居跡の28と同一個体と思われる。23◎24はタ　ロ緑直下に1条の四線が

巡り，以下に縄文が施されている。25～27は9　条線文が付されている。25◎26は目線部片で9　縦

位に施文されている。25は器面が磨滅している。27は9　曲線的に施文されている胴部片である。

28は学　外反する幅の広い無文帯を有する口緑部片で9　口唇部にキザミが粗く施されている。

29は9　本跡の確認面から出土した底部片である。外面には縄文が施文されているが9　器面が磨

滅している。内面はナデが加えられている。底面の中央部は少し薄くなっている。胎土には砂粒

を含み，焼成は良好である。色調は外面が暗褐色9内面が褐色を呈している。推定底径は9．8cm9

現存高は5．0cmである。

本跡から出土した土器片は，いずれも加曽利Em式期のものである。床面および炉内，ピット

内などからは土器は出土しなかったが，覆土から出土した土器から判断すれば9　本跡の時期は9

加曽利Em式期と考えられる。

第22号住居跡（第455図）

本跡は9遺跡の北部E4a7区を中心に確認されたもので，第20号住居跡の南東側10．5mに位置し

ている。

平面形は，長径4。5m◎短径3．9mの楕円形で，長径方向はN－740－Wを指している。壁は比較

的硬く，床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。壁高は，22～27cmである。床面はソフト

ロームであるが部分的に踏み固められて9　比較的硬くなっているところが残っている。ピットは

東側に2か所9　西側に3か所と片寄って検出され9　規模は径22～28cm◎深さ13～23cmで，円形ま

たは楕円形の形状である。配列が不規則で9主柱穴の判別はできない。炉は9検出されていない。

一一1563　－－1
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第455図　第22号住居跡実測図

覆土は2層からなり，ともに褐色土で，締まっており，自然堆積である。

遺物は，縄文土器片が覆土から20点出土している。

第22号住居跡出土土器（第456図1～6）

1は，内湾の著しい波状口綾部片で，薄手で，微隆線による曲線的区画がなされている。2◎

3は，ナゾリを加えられた微隆線による区画が施された胴部片である。いずれも内面に剥落痕が

認められる。4は，ロ綾部無文帯を且条の沈線で区画し，以下に縄文を施している。5は9　直線

的磨消帯を有する胴部の小片である。6は9　縄文だけの胴部片である。

1～6は，いずれも本跡の覆土の上～中位から出土したものである。出土土器が少なく，本跡

の時期決定はむずかしいが，土器片から判断すれば9加曽利斑Ⅲ式期の新しい段階と考えられる。

一一一一一一564－－－1－
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第456図　第22号住居跡出土遺物拓影図
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第23号住居跡（第457図）

本跡は，遺跡の東部E3f9区を中心に確認されたもので，第16号住居跡の南側8．5mに位置してい

る。北東側で第24号住居跡，南東側で第21号住居跡，南東側から西側にかけて第3号溝と重複し

ている。また，床面では第353・354・356号土壌と重複している。溝や土堰との新旧関係は，切り

合い関係から，本跡が最も古く，土壌・溝の順に新しいと考えられる。

平面形は，長径6・2m（推定）・短径4・6m（推定）の楕円形状と思われる。長径方向は，N－2㌧W

を指している。壁は重複のため，北側と南西側の一部しか残っていないが，床面から外傾して立

ち上がっており，硬く締まっている。残存している壁高は，15cmである。床面は第3号溝との重

複のため中央がけずられ，4～6cm凹んでいるほかは，よく踏み固められている。ピットは3か

所検出され，規模は径34～46cm・深さ16～23cmである。西側にもう1か所あったと思われるが，

第353号土塀によって欠損したと考えられる。ピットを4か所と考えると，炉を囲んで対角線上に

配列されているため，残存している3か所は主柱穴と考えられる。炉は本跡の中央に検出されて

おり，第3号溝による撹乱は受けておらず，炉床と炉壁がよく残っている。規模は径60cm・深さ

25cmで，炉床はよく焼けている。

覆土は5層からなり，主に暗褐色土・褐色土が堆積している。

遺物は，縄文土器片が覆土から85点出土している。

第23号住居跡出土土器（第458～460図1～44）

1は，本跡の中央部やや北側の覆土から一括して出土した破片が接合したもので，内面が上を

向いて出土している。口綾部の遺存が少なく，器形の復元がむずかしいが，平緑の鉢形土器と考

えられる。幅の狭い口緑部無文帯を1条の断面三角形を呈する隆線で区画し，以下には全面に縄

文を施している。縄文原体は単節RLで，胴上半部は横位，下半部は縦位回転で施文している。
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底面近くは丁寧にナデられている。胎土には9石英学長石粒9雲母片などを含んでいる。焼成は良

好で撃色調は褐色を呈している。推定口径は2。紋m　推定器高は別。級m　底径は。艶mである。

2は曹　本跡の覆土および確認画から出土した破片が接合して9　上半部が実測可能となったもの

である。やや外反気味に立ちあがる日録を有する深鉢形土器で9　頸部に浅い四線を巡らし争　胴部

には単節縄文汲むが全面に施文されている。日録部は平緑を呈するが9　緩い小波状をなす部分も

ある。本土器は9　きわめて薄手のつくりでタ　ロ緑部無文帯は横ナデが顕著である。胎土にはラ　微

砂粒を含むが緻密で9　焼成は良好である。色調は外面が褐色撃　内面が暗灰褐色を呈している。推

定口径は23．6cmで，現存高は10．6cmである。

3は9　本跡の中央部やや北東側の覆土から逆位で出土した底部片である。外面には8単位の幅

の狭い磨消帯が垂下し，区画間には単節縄文況乱が縦位回転で施文されている。磨消帯は縦ナデ撃

底面の近くは横ナデが加えられている。内外面に若干剥落痕が認められる。胎土には砂粒を含み9

焼成は良好である。色調は褐色を主とし学　内面上半部は暗灰色を呈している。底径は。級mで　現

存高は6．6cmである。

鋸も　本跡の中央部やや北西側の覆土から立位で出土した破片と9　覆土から出土した小片が接

合した厚手の底部片である。底部はやや丸底気味の平底を呈している。外面にはやや幅の広い磨

消懸垂文を有し争　区画間には縄文を施している。外面は剥落が激しいが普　内面はナデにより調整

されている。胎土には砂粒を含みラ焼成は良好である。色調は褐色を呈している。底径は8。触mで9

現存高は5．1cmである。

5は9　本跡の覆土から出土したものである。胴下半部から底部にかけて半分ほどを残し9　大き

く外方に開く器形から鉢形土器と推定される。胴部には争　全面に粒の大きい単節縄文Rmが縦位

回転を主として施されている。底部近くの約2cmほどは9　横ナデが加えられている。内面は9　横

方向のヘラ整形痕が明瞭に残っている。胎土には9　微砂を含み緻密で9　焼成は良好である。色調

は撃　褐色を主とするが9　一部に黒色ないしは灰黒色を呈している部分も認められる。推定底径は

8．0cmで，現存高は12．2cmである。

6～Ⅲは9　隆線と沈線により日録部文様帯が区画されるもので，区画内に縄文が充填されてい

る。6は9　小さな山形の突起を有する目線部片で争　隆線で渦巻文と楕円区画文を施している。7

も9波頂部片である。8は9隆線で区画をおこない9区画内に縄文と沈線文を付している。9は9

波状緑を呈し910は9　渦巻文も加えられ9　胴部に直線的磨消帯を有している。1且は9　大形の波頂

部片で9　低い隆線で楕円区画をおこない9　以下に磨消帯を施している。温2は9　波状を呈する目線

部片で9　日緑直下に且条の沈線を巡らし，以下に縄文を付している。13は9　口辺部片で撃　沈線区

画が破片上端に残り9　胴部には直線的磨消帯を有しておりタ　炭化物の付着が著しい。温4も9　且3と

同様の口辺部片で9　厚手である。15～20は，直線的磨消帯を有する胴部片である。且6はラ　区画間

一一1一一一一一一1567l一一l－ll
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に無節縄文が柑されている。且8の磨消帯は幅が広ら　内面は剥落が著しい。別は　沈線を加えら

れた太い隆線が施されている胴部片である。霊は　幅の狭い逆U字状の磨消帯が施されている日

録部片で　器画の剥落が著しい。鴇は　U字状の沈線区画内に縄文が施されている胴部片である。

鋼は　目線部無文帯を濫発の隆線で区画し撃以下に縄文を施している。翫～2は　日録直下に濫

発の四線を巡らし撃以下に縄文が施されている。翫◎誠は　口唇部が平坦で肥厚しており争　同一

個体と考えられる。2　◎猶は　日録部に無文帯を残し　以下に縄文を施している。劉◎霊は　全

面に縄文が施されている日録部片で撃　いずれも斜位回転で縄文が施されてお酌卸は条が縦達撃

32は条が横達している。弧は　縄文地文上に沈線が教条加えられている日録部首である。器は撃

小形の無文土器の日録部片で撃整形痕が認められる。3航誠は　縦位の条線文と縄文が併用され

ている胴部片で935の内面は剥落が著しい。3　◎欝は　同一個体で粗い縄文がきれいに旛文され

ている胴部片である。測～姐は　縄文だけが施されている胴部片で撃鯛の紺無節縄文で　他は

単節縄文である。このうち撃3　⑳姐◎媚は本跡のピット且から出土したものである。

43は9本跡の炉内から出土した胴部片で習　U字状の区画内に縄文を施している。

朋は撃本跡の北西側の覆土から出土したもので9深鉢形土器の胴下半部から底部にかけての破

片である。文様は撃垂下する沈線による磨消縄文であ勘縄文帯と無文帯が交互に施されている。

縄文原体は単節縄文毘鉱で撃縦位回転である。本土器はラ全体に磨滅しているがタ外面の底部近

くと内面の片側は特に著しい。内面は縦ナデによ　丁寧に調整されている。始まには　石鼠長

石粒や砂粒などを多く含み撃やや粗雑である。焼成は良好で撃色調は褐色9黄褐色を呈している。

底径は。激mで　現存高は鍼。配mである。

本跡から出土した土器のほとんどが撃加曽利Em式期のもので腐る。ピット鼠から出土した土

器片はいずれも縄文だけの胴部片で撃時期決定遺物とはなり得ないが　炉内から出土した土器片

および覆土から出土した土器片から判断すれば9　本跡の時期は加曽利私Ⅲ式期と考えられる。

第錮号健屠跡（第453図）

本跡は9遺跡の東部E3若。区を中心に確認されたもので9第温8号住居跡の南側摘mに位置してい

る。第2鼠．◎23号住居跡争第354◎356◎357号土壌⑳第3号清と重複している。新旧関係は　第割◎

23号住居跡及び第354⑳356の357号土壌とでは不明であるが9第3号溝とでは土層から本跡が古い

と考えられる。

平面形は，長径5．5m（推定）砂短径4。7m（推定）の楕円形状と思われる。長径方向は㍉酢三好－W

を指していると考えられる。壁は北側だけ残っていて軟らかも床面から外傾して立ち上がって

いる。壁高は争　乱3～膵cmである。床面はよく踏み固められていて硬い。ピットは径3～舶cmの深

さ23～26cmのものが3か所検出されている。3か所とも位置の形状から主柱穴と考えられる。炉

l…571－－1



は，検出されていない。

覆土は　層からな勘第2号住居跡と同じら主に暗褐色土◎褐色土が自然堆積している。

遺物は　縄文土器片が覆土から黒点出土している。

三・≒祐二lイ〕言・｝章一∴∵去二つ第∠・己エ′）452図二へノ加）

選は撃大形の深鉢形土器の目線部から胴部にかけての太破片である。山形の突起を有し9日緑
〆舶鋤血解如瑚廟軸恥舶撒鋤触悔映廟勧＿血漸榊泄が卿紳

部文様帯を隆線で楕円形に区画し汐胴部には直線的磨消帯が垂下している。口緑部の区画内およ

び胴部の区画間には単節縄文監没が横放縦位回転で旛文されている。2～5は9日緑部文様帯

を隆線で楕円形に区画するもので撃区画内に縄文を充壊している。2e3は9山形の突起を有し

ている0　4◎5は撃平緑で5の胴部には磨消帯がみられる。6は9日緑直下に濫発の太い凹線を

巡らし撃以下に縄文を施している07は撃口辺部片で9日緑部文様帯は太い隆線で渦巻状に区画

され撃区画内に縄文を充壊している。胴部には粗い沈線文が付されている。8も9口辺部片で9

日緑部文様帯の下端を隆線を巡らして区画し9以下に直線的磨消帯が旛されている。9は撃口辺

部下端から胴部にかけての破片で撃口辺部下端を隆線で区画し9胴部に磨消帯が垂下している。

蟻は　波状を呈する日録部片で撃沈線で楕円区画文を描き9区画内に縄文が施されている。区画

間に円形刺突文が2個且対でアクセント的に付されている。且温◎且2は9　6と同様に口緑直下に且

条の凹線を巡らし撃以下に縄文が旛されている0温且の縄文地文上には沈線文が加えられている。

温～蟻は　直線的磨消帯を有する胴部片である0且3の磨消帯は幅が狭い。餌は薄手で9且5は厚手

である。蟻は　本跡の覆土と第飢号住居跡の確認面から出土した破片各温点が接合した底部近く

の破片で普幅の狭い直線的磨消帯と縄文帯が交互に施文されている。温7～鼠9は9同一個体である

が接合はできなかった。内湾する日録部片で9日綾部無文帯を鼠条の太い沈線で区切り智縄文

地文上に曲線的モチーフを沈線で描き9内部を磨り消している。膵からみれば9胴部のくびれ部

に温条の沈線を巡らして胴上半部と下半部を区画し9下半部には縦位の区画文が施されたものと

思われるが欠損している0日緑部近くの外面には炭化物の付着が認められる。全体に磨滅してい

て施文は不明瞭となっている。20は9日綾部無文帯が内湾し9以下に逆U字状の区画を施し9内

部に縄文を充填している。2腕日録部無文帯に且条の沈線を施し撃胴部には沈線区画内に縄文

が充填されている。22は9縄文地文上に押圧を加えた隆線が垂下し撃上端で直交する隆線上に

は円形刺突文が付されている胴部片である023も9胴部片で9細い綾杉状を呈する条線文上に押

圧が加えられた隆線が垂下している024◎26～29は撃条線文が付されている。24はタ縦位の条線

文が口緑直下から施されたし憾部片である026～29は胴部片で726029は縦位に施文されている。

29は9条線文が2眩類似しており9あるいは同一個体かと思われる。26は9粗い条線文が縦位に

付されている。2冊っ鋭いへラ状工具による洗練に類似している。28は，曲線的に施文されてい

一一一一572－－－－－－1
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る。25は争　7と同一個体と思われ9　横位の四線下に縦位の粗い沈線文が施されている。30◎3鼠は学

外反する無文の目線部片で9　共に内外面とも横ナデにより調整されている。

32は9本跡の中央部のやや西側の覆土から立位で出土したもので9深鉢形土器の底部片である。

外面には直線的な幅の狭い磨消帯を有し9　区画間には縦位の条線文が施文されている。底面の近

くは横ナデが施され9底面は剣離している。内面はナデにより調整されている。胎土には小石軋

砂粒を含み9焼成は良好である。色調は内外面とも褐色を呈している。推定底径は7．7cmで9現

存高は5．0cmである。

33は，本跡の中央部のやや東側から逆位で出土した深鉢形土器の底部片で撃底面の近くまで磨

消懸垂文が施され，区画間には粗く縄文が施されている。全体に整形が粗雑である。胎土には石

英粒9砂粒を多量に含みやや粗雑である。焼成は良好で争色調は外面は褐色　内面は褐色および

黒褐色を呈している。推定底径は8．4cmで，現存高は3．4cmである。

34は，本跡の中央部の覆土から出土した深鉢形土器の底部片で9外面には磨消懸垂文の末端が

観察される。底部の直上および底面は丁寧なナデが加えられている。底面の中央部はやや凹んで

いる。胎土には砂粒を含むが緻密で9焼成は良好である。色調は外面が赤褐色9　内面が黄褐色を呈

している。推定底径は8．3cmで，現存高は4．6cmである。

本跡から出土した土器片は9　そのほとんどが加曽利監m式期のものである。いずれも覆土から

の出土であるが9　これをもって時期判定をすれば9本跡は加曽利斑Ⅲ式期のものと思われる。

第25号住居跡（第463図）

本跡は言遺跡の東部E4e。区を中心に確認されたもので9第18号住居跡の南側6mに位置してい

る。東側で第27号住居跡と重複している。新旧関係は，土層から本跡が古いと考えられる。

平面形は，径5・9m（推定）の円形状と思われる。壁は硬く締まっており9床面から外傾して立

ち上がっているが9西側と南側は傾斜がやや緩やかである。また，重複のため東側の壁は欠損し

ている。壁高は920～26cmである。床面はハードロームで全体的にみて平坦であるが，壁際から中

央にかけては4～8cm低く傾斜している。また9東側は重複のため一段低くなっている。ピット

は5か所（P4～P8）検出され9　規模は径30～舶cm◎深さ56～87cmである。㌘4～P7は深さが一定して

おり9炉を囲んで対角線上に配列されていることから主柱穴と考えられる。第27号住居跡の炉内

にもピット（P8）が検出されている。P8は9第27号住居跡の炉の構築で上部が少しけずられている。

本跡の炉は中央に検出され9　径1個cm◎深さ、25cmの地床炉である。第27号住居跡のピットによって

部分的に壊されている。炉床はよく焼け9焼土量も多いため長期間の使用がうかがえる。

覆土は5層からなり，主に暗褐色土◎褐色土が唯積している。5層ともよく締まっている。

遺物は9　縄文土器片が覆土から中量出土している。
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窮託常住腰掛出藍豊器　第媚～媚図　～器）

且は撃本跡の東側の覆土下位から出土した破片数点が接合したもので9　4単位の緩い山形の波

頂部を有する深鉢形土器の日録部から胴部にかけての太破片である。日録部には沈線による楕円

区画文が施され撃波頂部下には円形の区画文が付されている。胴部には直線的磨消帯が垂下して

いる0日繚部の区画内および胴部の区画間に単節縄文監Rが縦位回転で施文されているが撃縄文

の節が細かいので撃あるいは多条の縄文であるかもしれない0始まには石英粒や砂粒を含み撃焼

成は良好である0色調は内外画とも褐色を呈している○推定口径は蟻の臓で　現存高は卸や鮎m

である。

2は撃本跡の中央部の覆土からまとまって出土した破片の一部が接合したもので撃波状線を呈

する厚手の深鉢形土器の口辺部片である0ロ綾部文様帯は隆線とこれに沿う沈線により幅の狭い

楕円区画文と渦巻文が施されている。頸部は無文帯とな仇上端に　条　下端に　条の太い沈線

が巡っている0胴部は沈線により曲線的モチーフが描かれているが撃以下を欠損している。日経

部および胴部の区画問には粗い単節縄文靴が充壊されている0内外画とも剥落が激しいがタと

もに横ナデにより整形されている0始まにはやや大粒の小石粒を多く含み撃焼成は良好である。

色調は外面が赤褐色　内面が黒褐色を呈している。推定最大胴径は約私淑照で　現存高は蟻。6

cmである。

3は撃目線部文様帯が隆線で区画され撃区画内に縄文が施されている。射ま撃沈線で打線部文

様帯が区画され撃内部に縄文が充填されている05は撃沈線による楕円区画文が描かれているロ

緑部片で9区画内に縄文が旛されている06は第別号住居跡の且のおよび第購号土壌の5と同一

個体である0波状日経を呈しており撃楕円区画間に円形刺突文を2個温対で施している。7～9

は撃直線的磨滑帯を有する胴部片である。7は胴上半部片で9磨消帯の幅が狭ら　鋸胴下半部

片である09も胴下半部片であるが撃磨滑帯の幅が広い〇mは撃極薄手で撃小形土器の日録部片

と思われ誓日録部に沈線を巡らしている。且温～温7は9隆線による曲線的モチーフが器面全体に展

開され争区画間には縄文が充填されている0mは学胴下半部だけが残存している大形の破片であ

る。鼠2の内面は射落している。鼠の膵の隆線は学断面三角形を呈してやや高ら∴路～蟻の隆線は9

低平である0温8は撃波状を呈する日綾部片で撃日経直下に且条の四線を施しタ以下に逆U字状の

磨消帯を加えている。器面全体が磨滅していて文様が不明瞭である。内面に若干炭化物が付着

している0臓は　強くくびれる胴部片で撃沈線によるU字帆蓮町字状の区画が施され9内部を
－

つ

縄文で填めている0掛別はタ同一個体であるが接合はしなかった。細い沈線による曲線的磨消

帯を有する胴部片でタ破片の下端部はいずれも輪積み部で剣離している。22は9日綾部無文帯を

鼠条の微隆線により区画し9以下に縄文を施している023は撃日経直下に且条の浅い四線を巡ら

し撃以下に縄文を旛しているが学内外面とも射落が著しい。24◎25は撃全面に縄文だけが施文さ

一一1577一一一一1－1
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第465図　第25号住居跡出土遺物拓影図（2）

れている口緑部片である。24は，内湾し，無節縄文が付されている。26・27は，縦位の条線文が

施されており，26は口緑部片，27は胴部片である。27の内面は剥落している。28は，直線的磨消

帯を有する胴部片で，区画外に縄文と条線文が併用されている。29は，縄文だけの胴部片で，条

が横走するように施文されている。30は，強く外反する幅の広い無文帯をもち，下端には1条の

沈線が巡っている。31・32は無文の口緑部片である。33は，後記する本跡と第27号住居跡が重複

する部分の確認面から出土した47～49と同一個体である。

本跡から出土した土器片のうち，3・7・12・24・25・28～30の8点は，確認面からの出土で

ー579－



あ仇　その他は覆土からの出土である。

本跡から出土した土器の多くは加暫刹濫m式期のものであり撃本跡の時期は普　これらの土器か

ら判断すれば加曽刹藍Ⅲ式期と考えられる。

第兆㊨欝考佳贋静確認薗出藍立番（第466図3～鯛）

本項で解説するものは撃第25号住居跡と第㌘号住居跡を確認する前に撃上面から出土した土器

片で撃　いずれの住居跡に伴うか判明しなかったのでタ　ここに記載した。

鍼は　第2号住居跡の中央部やや北軋北東側の覆土から出土した破片を中心に南西側の覆土

から出土の破片など蟻点と撃第25⑳㌘号住居跡確認画出土の破片　点の計摘点が接合したもので彗

小形の深鉢形土器である。本来は撃第27号住居跡出土土器の項で解説すべきものであるが学図版

作成の都合上ここに入れた。目線部から胴部にかけての破片と胴部から底部にかけての破片があ

り撃両者は接合できないが撃同一個体である〇日緑直下に温条の四線を施して撃以下に縦位の磨

消帯と縄文帯を交互に垂下させ撃胴部のくびれ部に円形の刺突文を巡らしている。底面の近くは

横ナデで調整され撃無文となっている0縄文は単節放監で縦位回転で施文されている。内面上半

部は横ナデ撃下半部は縦ナデを施している。胎土には砂粒を含み撃焼成は良好である。色調は上

半部が内外画とも暗褐色を呈しタ下半部は内外画と　褐色を呈している。推定口径は蟻の紋m　推

定底径は洩mで　器高は推定で蟻。艶mと思われる。

器は　薄手の日綾部片で9日線直下に温条の沈線を施し撃胴部には2本組の隆線により文様を

構成している。罰は　第2号住居跡の且5◎28◎29⑳36砂3◎0と同一個体であるが撃接合はでき

なかった0内湾する口辺部片で撃高めの隆線で曲線的モチーフが描かれている。37は9隆線で区

画を施しているロ綾部片である。38は9日緑部に無文革を残し9胴部に逆U字状の磨消帯を付し

ている。波状緑の頂部には把手が欠落した痕跡がみられる。39◎抑ま9第25号住居跡の且8と同一

個体で撃逆U字状の磨消帯がみられる○姐は9第25号住居跡の温9と同一個体の胴部片で撃逆U字

状の区画内に縄文を施している。媚は　ロ緑直下に刺突文列を巡らし9胴部に逆U字状の磨滑帯

を施している。鵬⑳朋は　日経直下に　条の沈線を施し撃以下に縄文を付している。頼まタやや

外反する幅の広い無文帯を有し撃以下に縄文が施されている。頼まタロ辺部片で撃上端に五条の

沈線を施し撃以下に縦位の条線文を付している047～抽ま撃第25号住居跡の33と同一個体である。

49は撃第25号住居跡の覆土から出土した破片と第25⑳27号住居跡の確認面から出土した破片が接

合している。薄手で壷形を呈するものと思われる。47がロ綾部で漉校的高く太めの隆線で区画を

描き撃以下やや細めの隆線で曲線的モチーフを器面に構成している。内面は横ナデが施されている。

別は　小形深鉢形土器の底部片と思われる。胎土には微砂を含み撃緻密である。焼成は良好で9

色調は褐色を呈している。底径は。艶mで　現存高は2。2cmである。

－580　－－－－－－
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第466図　第25・27号住居跡出土遺物実測図・拓影図

第26号住居跡（第467図）

本跡は，遺跡の西南部F3al区を中心に確認されたもので，第21号住居跡の南西側35．5mに位置

している。北側から南側にかけて第5号溝が走り，南側を第4号溝によって切られている。第4・

5号溝との新旧関係は，土層から考えていずれの溝よりも本跡が古いと考えられる。

平面形は，検出された柱穴や炉の位置から，径4．6m前後の円形と推定される。壁は非常に浅かっ

たため，確認時に削られ，欠損していて残っていない。床面はハードロームで踏み固められてい

る。ピットは7か所検出され，規模は径22～38cm・深さ16～42cmで，炉を中心に円形状に配列さ

れているため，7か所とも主柱穴と思われる。炉は本跡の中央に検出され，径70cmの円形で，10

cmほど皿状に床面を掘り凹めた地床炉である。炉床と炉壁はよく焼けて赤化しているが，炉の覆土

中には焼土の量が少ない。

覆土は上記のような理由でなかった。
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遺物は撃　縄文土器片が3点北側の床面から出土している。
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第鵬7図　第26号住居跡実測図

第27号住居跡（第463図）

本跡は　遺跡の東部E触3区を中心に確認されたもので彗第2号住居跡の南西側臓mに位置して

いる。西側で第25号住居跡と重複している。

平面形は9径乱射mの円形である。壁は全体としてタ硬くしっかりしており撃床面から外傾して

立ち上がっているが撃　西側は重複のため不明確である。壁高は9　鼠～錆cmである。床面はハード

ロームで炉の付近が5淵低くなっているほかは平坦であり撃　よく踏み固められている。ピットは

か所浮～㌘　◎㌘9検出され　規模は径3～購cm◎深さ浦～鮮cmで　比較的深いピットである。

欝は　第雑考住居跡の炉の一部を切って揺られている。複か所は深さがほぼ一定しており撃　炉を

囲んで対角線上に配列されておrら　しかも，それぞれのピット間が等間隔なので主柱穴と考えら
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れる。炉は本跡の中央に検出され　径詔cm◎深さ錯cmの地床炉で　第錆号住居跡の㌘8を埋めて築

かれている。焼土の堆積の量が多い炉である。

覆土は　層からな机　主に暗褐色土◎褐色土が堆積している。5層ともよ　締まっている。

遺物は，縄文土器片が796点と大量に覆土から出土している。

第27号住居跡出土土器（第468～473図1～121）

且は撃　本跡の中央部やや南側の覆土下位から一括して出土した破片が接合した　ので　緩い4

単位の波状緑を呈する深鉢形土器で撃　口綾部の一部と胴下半部を欠損している。本土器は撃　幅の

広い頸部無文帯によ　ロ綾部と胴部文様帯が分離されている点に特徴がみられる。ロ綾部文様帯は撃

沈線を伴うやや太めの扁平な隆線で渦巻状と半楕円形状のモチーフが描かれている。頸部無文帯

は撃　横ナデにより調整されてお酌　頸部下端には　条の沈線が巡っている。胴部の文様も打線部

と同様の手法により渦巻状と不整三角形状のモチーフが描かれている。モチーフ間には単節縄文

況鉱が充填されている。内面は横ナデが施されているが撃　頸部沈線から下位は縦ナデが認められ

る。胎土には石英　長石粒などが目立ちやや粗ら　焼成は良好である。色調は外面が暗褐色学　内

画が褐色を呈している。口径は錆の花mで　現存高は2魂を且cmである。

2は9　本跡の東軌　南東側の覆土から出土した破片が接合したもので撃　薄手の深鉢形土器の胴

部片である。細めの隆線とこれに沿う沈線により器画全体に曲線的および縦長の方形区画が描か

れている。区画内には単節縄文監Rが充壊され9内面は丁寧な横ナデが施されている。胎土には撃

小石粒撃微砂を多く含み撃焼成は良好である。色調は撃外面が褐色ラ　内面が暗褐色を呈している。

胴部最大径は20．0cmで，現存高は7．5cmである。

3は9本跡の中央部やや南側および東側の覆土から出土した破片且0数点が接合したものである。

胴上半部以上と底部を欠損しているが撃　深鉢形土器と思われる。文様はやや細めの隆線とこれに

沿う沈線によって渦巻文と縦長の方形区画文が4単位で旛されている。区画内には粒の細かい単

節縄文監Rが充填されている。胴下半部は撃縦方向のへラグズリ状の整形が丁寧に旛されている。

内面上半部は横ナデ撃　下半部は縦ナデがなされタ　きれ摘こ整形されている。胎土には石英などの

小石粒と砂粒を含み撃　焼成は良好である。色調は褐色を呈している。胴部最大径は推定で霊識淵

で，現存高は21．7cmである。

射ま9　本跡の覆土から出土した5点の破片が接合した有孔鍔付土器の口辺部片である。口唇部

は欠損しているが撃　直立するものと考えられる。鍔部は平坦で撃　付け根から斜下方に向って2孔

温対の角棒状施文具による孔が穿たれている。胴部には2本温組の沈線により渦巻状のモチーフ

が描かれている。内面上半部は横ナデ管　下半部は縦ナデが施されている。胎土には石英撃　長石粒

を含み争　焼成は良好である。色調は褐色を呈している。破片から口径を推定すると約40cm前後で
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あり，現存高は12．6cmである。

5は撃　本跡の中央部およびやや北側の覆土から出土した破片が接合したものである。胴下半部

は全く欠損しているが9　日緑から胴部にかけては約半周が残存している。下端の断面はきれいに

打ち欠かれている。平緑のキャリバー形深鉢形土器で9　日緑直下に且条の四線を巡らし撃　以下に

単節縄文mRを施している。縄文を斜位ないしは縦位回転で施した後に9　中央部では単節縄文配

監を縦位普横位撃斜位回転で重ねて施文している。内面は横ナデが顕著である。胎土には撃石英撃

長石粒を少量含むが緻密で撃焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定口径は23。のcmで撃

現存高は13．9cmである。

6～8は撃　隆線によりロ綾部文様帯が区画されるもので9　区画内に縄文が充填されている。伝

は撃　長方形ないしは楕円形の区画を有している。7の胎土には撃　長石撃　石英粒が多く混入されて

いる。　◎蟻は　共に波頂部片で　沈線による区画内に縄文を施している。Ⅲは撃　口辺部片で撃

口綾部文様帯を隆線で区画し撃胴部には幅の広い磨消帯が垂下している。温2◎温3は昏直線的磨消

帯を有する胴部片で9　鼠3の幅は狭く撃　且2の幅は広いものと思われる。且か且5⑳膵～朋は管　器画全体

に隆線による施文が施されるもので9　温4⑳温5患且7～26は目線部片9　27は口辺部片9　28～頼ま胴部片

である。いずれも区画間には縄文が旛されている。餌は9　且本の隆線により曲線的モチーフが描

かれている日録部片で撃　器面は若干磨滅している。且5◎28◎29◎36e39砂抑ま普　同一個体である

が接合はできない。日録部が内湾し撃　胴部で強くくびれる器形を呈し撃　器薗全体に高めの隆線で

曲線的モチーフを構成している。くびれ部に幅の狭い無文帯を有する点に特徴がみられる。29に

は炭化物が少し付着している。蟻は　太めの沈線で日経部文様帯を構成し9　区画内に縄文を施し

ている。温7はタ低平な隆線により目線部文様帯を構成している小片である。温8は厚手である。温9◎

23は9　共に1本の隆線で曲線的モチーフを描いてお勘　23は内湾し撃　器画に炭化物の付着が認め

られる。鼠9にもわずかに炭化物が付着している。20は撃　ナゾリによる2本組の隆線で区画がなさ

れている。2且は9　低隆線でロ綾部文様帯を区画しラ　胎土には長石夕石英粒がやや多く混入してい

る。22は撃　厚手のロ綾部片で9　ナゾリを加えられた2本組の細い隆線により曲線的モチーフが描

かれている。射お　厚手で高い波頂部を形成し9　区画内に単節縄文況監を施している。錆は　薄

手で波状緑を呈している。26は撃　薄手でロ縁部に無文革を有している。27は争　口辺都片で，高い

隆線により撃曲線的モチーフが構成されていて9隆線の接合部の一部は高く突出している。30は9

胴下半部片で9　逆U字状のモチーフが施されている。3鼠◎35は9　且5などと同一個体で9　曲線的モ

チーフを描いている。32◎3射ま9　曲線的モチーフが構成されているものでラ　34の胎土には長石撃

石英粒が多く混入している。33は撃大柄な渦巻文が9ナゾリを加えた2本組の細い隆線で描かれて

いる。37の38は9　曲線的モチーフフが描かれている。姐の朗は学　胴部の小片で9　叡銅ま2本組の隆

線により施文されている。42は9　倍隆線による区画が垂下している胴下半部片である。抽ま撃　低
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隆線による区画がなされている小片である。45は，薄手の胴部片で，中央部に1条の貼付隆線を

巡らし撃　以下に逆U字状の沈線区画を施している。崩は　内湾する薄手のロ綾部片で9　2本組の

徴隆線により曲線的モチーフを構成している。器面の内外面に炭化物が付着している。47e48は，

波状緑を呈する土器の波底部片で，2本組の微隆線で曲線的モチーフが描かれている。器面に若

干炭化物が付いている。49～51は，同一個体であるが，これ以上の接合はできない。波状緑を呈

し，胴部が強くくびれる器形を呈している。くびれ部から以下は磨滅が著しく施文は不明瞭であ

る。炭化物が少量付着している。目線直下に五条の四線を巡らし争　以下に逆U字状の磨消帯が施

され学　区画外には単節縄文鼠監が施されている。鯛は胴部片9　5は目線部片である。髭は　日経

直下に1条の沈線を巡らし，胴部に逆日宇状の磨消帯を描いている。53は，逆日宇状の区画内に

縄文を施している口緑部片である。54～56は，曲線的区画を有している胴部片である。54は，U

字状の沈線区画内に縄文を施している。55も，54と同様な施文を有している。56は，2重の沈線

によりU字状文を描き，内部に縄文を施文している。57は，口緑部無文帯下に1条の高い貼付突

帯を巡らし撃　以下に縄文を施している。班は　ロ綾部無文帯を　条の四線で区切り撃　以下に縄文

を施している。59は，隆線による区画が施されている口緑部片で，口唇部が外削ぎ状を呈し，こ

の部分にも縄文が施されている。60は，口緑直下に段を有し，以下に縄文を付している。器面に

炭化物の付着がみられる。飢～柄は　日経直下に　条の四線を巡らし撃以下に縄文を施している。

61e62の凹線は，浅く断面図にあらわしにくい。65。67・68は，縄文が羽状を呈するように施文

されている。62の内面は剥落が激しい。66の凹線は太く明瞭である。70～80は，口緑部無文帯を

1条の沈線で区画し，以下に縄文を施している。70～74・77・79・80などは無文帯の幅が比較的

狭く，75・76e78は広い。区画沈線も71e73e75・76などは明瞭であるが，他はあまり明瞭では

ない。75・80などは厚手である。縄文は縦位回転と斜位回転のものがみられる。71は，器面が磨

滅しているが，炭化物の付着が認められる。76e78は，器面の磨滅が著しい。81′～88は，口緑部

に無文帯を残し，以下に縄文が付されている。81e84は，ナゾリにより無文帯を形成している。

8鼠～8射ま9無文帯の幅が狭く撃85～88は9無文帯の幅が広い。8且～85は9日緑部が内湾し986～88

は学　外反している。82の縄文は撃　横位と縦位の回転により施文され撃　一部羽状を呈している。86

の縄文は条が縦走しており，器面の磨滅が著しい。89～91は，全面に縄文が施されている口緑部

片で9　89は争　口唇部にわずかに無文帯を有している。90は器画の磨滅が著しい。鋸は　山形の波

頂部を有している。92は，口緑部に大きな円形刺突文を付し，1条の太い凹線により胴部と区画

し9　胴部には縄文が施されている。93は9　日綾部無文帯を1列の円形刺突文で区切り撃　以下に縄

文を付している。胎土には小石粒，砂粒を含んでいる。94は，胴部の小片で，交互刺突による連

続コの字文が上位に施され9以下に縄文が付されているが9縄文原体は不明である。妬～蟻は　条

線文が旛されているもので9　95はロ綾部片でラ　他は胴部片である。95◎97はタ　乱雑な格子目状に
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施されている。野は薄手である。粥◎鱒は細い条線文が縦位に付されている。鱒◎臓は　曲線的

に施されているもので撃　同一個体かと思われる。蟻　の紺は　縄文と縦位の条線文が施文されて

いる胴部片でタ蟻は　器面の磨滅が著しい。摘～紺は　縄文だけが施されている胴部片である。

摘◎蟻は　同一個体と思われ撃　胴部にくびれをもち撃　胴下半部は丸くふくらんでいる。摘5の器

画には炭化物が付着している。摘　◎摘7は無節縄文が付されている。温鵬～且蟻は撃ナゾリによる細

隆線だけで曲線的モチーフが描かれている薄手の胴部片で撃壷形を呈するものと思われる。温08は撃

器画が磨滅しているが9　赤彩痕が認められる。以上の出土土器片のうち9　鼠7⑳52は確認面から9

その他は覆土から出土している。

且Ⅲは言奉跡の中央部やや南側寄りの覆土上位から立位で出土した底部片で争外方への開きがや

や太きいが撃　深鉢形土器と考えられる。内外面および底面とも丁寧なナデが施されている。胎土

に微砂を含むが緻密で撃焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定底径は。鮫mで　現存

高は5．4cmである。

Ⅲ2は9本跡の中央部やや北東寄りの覆土から逆位で出土した深鉢形土器の底部片である。外面

および底面は丁寧にナデられている。胎土には砂粒を含みタ　焼成は良好である。色調は外面が赤

褐色撃　内面が黒褐色を呈している。底径はi紋mで　現存高は3．鼠cmである。

温臓は　本跡のやや西側寄　の覆土上位から正位で出土したやや薄手の底部片で　深鉢形土器と

思われる。底面の近くは横ナデが認められる。始まには小石粒撃砂粒を含み9焼成は良好である。

色調は褐色および黒褐色を呈している。推定底径は。鹿mで　現存高は。鮎mである。

Ⅲ4は9本跡の中央部の覆土から逆位で出土した深鉢形土器の底部片である。整形が雑で9石粒

が浮き出ている。胎土には石英撃長石粒などの石粒を多く含み管　焼成は良好である。色調は外面

が褐色および黒褐色9内面が赤褐色を呈している。推定底径は。鮎mで　現存高は4．8cmである。

Ⅲ5は撃本跡の中央部の覆土上位から逆位で出土したやや薄手の底部片である。外面に縦ナデが

認められる。胎土に小石粒9　砂粒を含み撃　焼成は良好である。色調は外面が黒褐色撃　内面が褐色

を呈している。推定底径は。紋mで　現存高は温07cmである。

且且6は9本跡の中央部やや南側寄りの覆土から正位で出土した深鉢形土器の底部片である。外面

に粗雑なナデが施されている。胎土には石英粒や砂粒を含み撃　焼成は良好である。色調は褐色お

よび黒褐色を呈している。底径は。艶mで　現存高は3．8cmである。

且且7は9本跡の中央部の覆土から逆位で出土した深鉢形土器の底部片である。底面の近くはナデ

により整形されている。胎土には長石粒および砂粒を含み撃　焼成は良好である。色調は褐色を呈

している。推定底径は。艶mで　現存高は3。4cmである。

1鼠8は9本跡の西側の覆土から正位で出土した深鉢形土器の底部片である。器面は磨滅していて撃

ナデ整形が観察されるが方向は不明である。胎土には石英粒や砂粒を含み9　焼成は良好である。
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色調は褐色を呈している。推定底径は6．3mで，現存高は2・80mである。

119は，本跡の中央部の覆土から正位で出土した薄手の底部片である。内外面とも横ナデが施さ

れている。胎土には，小さな石英，長石粒，雲母片などを含み，焼成は良好である。色調は褐色

を呈している。推定底径は5．0cmで，現存高は3．6cmである。

120は，本跡の中央部の覆土中位から出土した数片が接合したもので，深鉢形土器の底部片であ

る。外面の調整は雑であるが，底面の調整は丁寧である。胎土には石英粒などの小石粒や砂粒を多

く含み，焼成は艮好である。色調は褐色を呈している。推定底径は5．8畑で，現存高は2．9mである。

121は，本跡のやや西側の覆土中位から立位で出土した深鉢形土器の底部片である。底面がやや

丸くなっている点に特徴がみられる。胎土には石英などの小石粒と砂粒を含み，焼成は良好であ

る。色調は褐色を呈している。推定底径は6．1cmで，現存高は1．6mである。

本跡からの出土土器は多量であるが，その大半は加曽利EⅢI式期のものである。本跡のピット

や炉内から土器片は出土していないので，覆土からの出土土器から判断すれば，本跡の時期は加曽

利EIH式期と考えられる。

第28号住居跡（第474図）

本跡は，遺跡の東部E3g8区を中心に確認されたもので，第23号住居跡の南西側2．5mに位置して

いる。

592



平面形は，長径5・8m◎短径5・4mの楕円形で9長径方向は，N－390－Wを指している。壁は床

面から外傾して立ち上がっており9硬くしっかりしている。なお9西壁が耕作によって一部撹乱

をうけている。壁高はタ　4～8cmである。床面はハードロームでよく踏み固められ9平坦である。

ピットは8か所検出され争規模は径28～購cm◎深さ31～舶cmである。その中でもPl◎P4◎P6◎

P8は深さがほぼ同じで9しかも9炉を囲んで対角線上に位置していることから主柱穴と考えられ

る。炉は本跡の中央に検出され9径100cm◎深さ26cmの大きさの地床炉である。炉壁と炉床はよく焼

け9炉の覆土にも焼土が充満していることから長期間使用されたと考えられる。

覆土は3層で，主に暗褐色土◎褐色土が堆積している。3層とも締まっている。

遺物は9　縄文土器片が覆土から少量出土している。

第28号住居跡出立土器（第475～476図且～2鼠）

且は9本跡の南側と南東側の覆土からまとまって出土した土器片を中心に，第3且号住居跡の西側

と北西側の覆土から内面を上にして出土した破片と同跡のピッ吊1の覆土から出土した破片が相互

に接合したものである。胴下半部は欠損するが9日緑部から胴部にかけて約60％ほど復元しえた土

器である。本跡出土の土器片は，外面を上にした出土状況の破片が多かったが9一部には内面を上

にしたものもみられる。両方の住居跡とも掘り込みが浅く9覆土がわずかしか遺存していなかっ

た。キャリバー形を呈する平緑の深鉢形土器で9胴下半部は意識的に打ち欠かれている。目線部

文様帯は，隆線とこれに沿う沈線により楕円形に区画されており9胴部は磨消懸垂文が太い沈線

で施されている。口綾部文様帯の区画内と胴下半部の区画間には単節縄文LRを施し9胴上半部

の区画間には帯状に複節縄文LRLが付されている。目線部は横位回転胴部は縦位回転である。

内面は，横ナデによって調整されている。口綾部の一部は磨滅している。胎土には，わずかの石粒

を含むが，微砂を主として良好である。焼成は良好で，色調は褐色を呈している。口径は46．5cm

で，現存高は36．5cmである。

2は9本跡の南東側の覆土から外面を上にして出土した破片が接合したものである。平緑の深

鉢形土器で，目線部無文帯を1条の沈線で区画し9以下に単節縄文RLを縦鑑斜位回転にて施

文している。外面の上半部と内面の下半部は磨滅が激しく撃器面の剥落や剥離がみられる。口緑

部無文帯および内面は横ナデが加えられている。胎土には微砂を含み9焼成は良好である。色調は

暗褐色を呈している。推定口径は23。9cmで9　現存高は15．2cmである。

3は，本跡の確認面から出土した器台形土器の小片である。受け面は平坦で，光沢を有してい

る。脚部の開きは大きく，円孔が穿たれている。内外面とも横ナデが加えられている。胎土には

砂粒を多く含み，焼成は良好である。色調は外面が暗褐色内面が暗赤褐色を呈している。推定

受け面径は且4．7cmで9　現存高は4．7cmである。
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第476図　第28号住居跡出土遺物拓影図（2）

4・6・12～14・17・18・20の8点は，本跡の確認面から，9は，ピット1から，21は，ピッ

ト2から出土し，その他は覆土中から出土している。

4は，ロ緑部文様帯が太い沈線で渦巻状に区画されているもので，区画内には付加条縄文が施

されている。5・6は，口緑部文様帯を隆線で楕円形に区画し，区画内に縄文が充填されている。

7・8は，口縁直下に1条の沈線を巡らし，以下に縄文を付している。9は，口辺部片で直線的磨

消帯が垂下している。10～13は，いずれも直線的磨消帯を有する胴部片で，区画間には縄文が充填

されている。12は磨消帯の幅が狭く，縄文帯上にはU字状などを呈する沈線文が描かれている。

13は磨消帯に1本の沈線を付加している。14は，曲線的磨消帯を有する厚手の胴部片である。15は，

胴部の小片で，垂下する隆線の一部が癌状に突出している。16は，口縁部無文帯を1条の微隆線

で区画し，以下に縄文を施している。拓本の右下端に隆線の一部が見られるが，器面は少し磨滅し

ている。17・18は，口緑部に無文帯を少し残し，以下全面に縄文を付している。17は無節，18は

単節である。19は，粗い沈線を縦位に施文している胴部片である。20は，曲線的条線文が付され

ている胴部片である。21は，胴部の小片で，縄文と沈線文が施されているが文様構成は不明である。

本跡からの出土土器は量的にも少なく，しかも覆土中よりも上面の確認面からの出土土器の方

が多いが，これは本跡の掘り込みが浅く，壁高も低かったためで，確認面からの出土土器の大半

は本跡に伴うものと考えられる。復元できた1および覆土中出土の土器片，ピット出土の破片か

ら判断すれば，本跡の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第29号住居跡（第477図）

本跡は，遺跡の東部E5f．区を中心に確認されたもので，第22号住居跡の南東側21mに位置して
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第477図　第29号住居跡実測図

いる。本跡の中央で東西方向へ走る第9号溝と重複している。新旧関係は9　溝が本跡の壁や床を

切っていることから本跡の方が古いと思われる。

平面形は撃長径4。9m◎短径4。3mの楕円形で撃　長径方向はN－30…Eを指している。壁は北側

だけが硬くしっかりしているほかは9比較的軟らかく床面から外傾して立ち上がっている。壁高

は撃鼠3～20cmである。床面はソフトロームで軟らかい。ピットは7か所検出され撃規模は机を除

いて径32～45cmの深さⅢ～22cmで撃　太さ◎深さとも一定している。P。は径44cm◎深さ50cmと太く

深い。㌘3を含めた7か所とも壁にそって円形状に配列されているので主柱穴と考えられる。炉は争

検出されていない。

覆土は5層からなり学　童に暗褐色土◎褐色土が堆積している。且～4層は締まっている。

遺物は撃縄文土器片が覆土から温5点出土している。
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第478図
第29号住居跡出土遺物拓影図

第29号住居跡出土土器（第478図1～2）

1は，口緑部文様帯を低隆線で区画し，区画内に

条が縦走するように縄文を施文している。2は，無

文のロ緑部片である。

本跡から出土した土器は非常に少なく，しかも型

式的特徴の乏しい破片であるため，本跡の時期決定

はむずかしいが，あえて推定すれば加曽利EIII式期のものと考えられる。

第30号住居跡（第479図）

本跡は，遺跡の東部F4C7区を中心に確認されたもので，第8号住居跡の南東側22mに位置してい

る。

平面形は，径4．8mの円形である。壁は南西壁がやや軟らかであるほかは，しっかりした硬さで，

床面からほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は，19～27cmである。床面はハードロームでよく踏

み固められており，炉の付近が若干凹んでいるほかは平坦である。ピットは8か所検出され，規

模は径24～36cm・深さ12～63cmである。P2・P5・P6・P8は深さが30cmで一定しており，炉を囲ん

で対角線上に配列されていることから主柱穴と考えられる。炉は本跡の，中央に検出され，径88

cm・深さ47cmの円形に掘られた地床炉である。炉壁は赤く焼けているが，炉床はあまり焼けてい

ない。

覆土は6層からなり，最上層の1層は耕作土である。2～5層はすべて締まっており，主に暗

褐色土・褐色土が自然堆積をしている。

遺物は，縄文土器片が，覆土から多量に，床面から8点出土している。

第30号住居跡出土土器（第480～486図1～114）

1は，本跡の中央部と北東側の覆土から出土した数点の破片が接合したもので，深鉢形土器の

口緑部片である。口緑部は内傾し，口緑部無文帯を1条の沈線で区画し，以下に隆線と沈線によ

る曲線的区画がなされ，区画間には単節縄文RLが充填されている。内面の口緑部上半部は横ナ

デ，以下は縦ナデが施されている。胎土にわずかの石英粒などの石粒を含むが良好である。また，

焼成も良好で，色調は褐色を呈している。推定口径は40．8cmで，現存高は9．5cmである。

2は，本跡の中央部と南側の覆土から出土した破片が接合したもので，平緑の深鉢形土器の口

緑部片である。口緑直下に1条の沈線を巡らし，沈線の中に下から上へ向けて突き上げるように

棒状工具による刺突文を並べている。以下に単節縄文RLを横位、斜位回転で施文している。ロ

緑部内面は横ナデ，以下は斜位のナデが認められる。胎土には小石粒や微砂を含み，焼成は良好
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第479図　第30号住居跡実測図

である。色調は暗赤褐色および黒褐色を呈している。推定口径は29．2cmで，現存高は10．2cmであ

る。

3は，本跡の東側の覆土から出土した破片が接合したもので，平緑の深鉢形土器の口綾部片で

ある。口綾部に幅約2cmの無文帯を有し，1条の沈線を巡らして区画し，以下に縄文を施してい

る。縄文原体は単節RLで横位回転である。内外面とも横ナデを加えている。胎土には微砂を含み

良好である。また，焼成は良好で9　色調は暗赤褐色を呈している。推定口径は23．8cmで9　現存

高は6．3cmである。
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4は，本跡の中央部と南東側の覆土から出土した破片が接合したもので，平縁の小形深鉢形土

器の口緑部片である。口綾部に幅の狭い無文帯を残し，以下に縄文を全面に施している。縄文原

体は単節RLで横位回転である。内面は横ナデにより調整されている。胴下半部はきれいに輪積

み部分で剥がれ9欠損している。胎土には小石粒、砂粒を多く含み，焼成は良好である。色調は暗

褐色を呈している。推定口径は17．8cmで9　現存高は7。4cmである。

5は9　本跡の南壁近くの覆土から一括して出土した大形の深鉢形土器の胴部片である。幅の広

い直線的磨消懸垂文が施され，区画間には単節縄文RLが縦位回転で施文されている。なお，上

端部に低平な隆線が認められタロ緑部文様帯を弧状に区画するものと考えられるが明確ではない。

内面は横ナデにより調整されている。内面の下端には炭化物の付着がみられる。器面の一部は磨

滅している。胎土には長石，石英粒および雲母片などを多く混入している。焼成は良好で，色調

は褐色を呈している。胴部の推定最大径は47。7cmで，現存高は37．5cmである。

6は，本跡の中央部の床面から正位で出土した深鉢形土器の胴下半部から底部にかけての破片

である。大きさのわりには薄手である。胴下半部には磨消懸垂文の下端がみられ9　区画間には単

節縄文LRが縦位回転で施文されている。胎土には石粒，砂粒をやや多く含み，焼成は良好である。

色調は褐色を呈している。底径は6．4cmで9　現存高は7．0cmである。

7は，本跡の確認面から出土した深鉢形土器の胴下半部から底部にかけての破片で9　底面の中

央部が少し薄くなっている。胴下半部には単節縄文RLが縦位9　斜位回転で施文されている。内

外面とも縦方向のへラナデが顕著に認められる。胎土には小石粒，微砂を多く含み，焼成は良好

である。色調は褐色を呈している。推定底径は6．2cmで9　現存高は10。6cmである。

8は9　本跡の南側やや西寄りの壁近くの覆土から一括出土した破片が接合したもので，目線部

が強く内湾する平縁の深鉢形土器の口綾部片である。全面に単節縄文RLが縦位回転で施されて

いる。内面は横ナデにより調整されている。全体に整形が雑で凹凸がみられ，破片の下端部は磨

滅が著しい。胎土には小石粒，微砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。推定

口径は43．3cmで，現存高は13．5cmである。

9は，本跡の南側壁際の覆土の2か所からまとまって出土した破片群が接合して，ほぼ器形を

うかがえる程度に復元されたものである。約25％ぐらいの残存状況である。口綾部が若干内傾し9

胴部が少し張っている。全体に器壁は厚いが，胴下半部は薄くなっている。目線部は，平緑と思

われるが，整形が良くなく緩く盛り上っている所がみられる。残存部の右端は盛り上りが大きい

ので，波状緑になるかもしれないが，ここでは平縁として取り扱った。口綾部に沈線で大小の楕

円区画文を配している。右端の沈線は極端に浅く，凹線状を呈している。胴部には縦位の条線文

が施されている。内面上半部は横ナデ，下半部は縦ナデが加えられている。胎土には小石粒，砂

粒を混入し9　焼成は良好である。色調は外面上半部が褐色，下半部が灰黒色，内面は暗褐色を呈
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第480図　第30号住居跡出土遺物実測図（1）
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している。推定口径は2。録mで　現存高は頴。敷mである。

臓は　本跡の南側壁際の覆土から出土したもので撃胴下半部の太破片である。9と同一個体と

思われるが接合はしない。縦位の条線文が施され争底部近くは無文となっている。内面は縦ナデ

が旛されている。色調は外面が褐色撃内面が暗褐色を呈している。現存高は且5．且cmである。

Ⅲは9本跡の中央部の炉跡上位の覆土から逆位で出土した深鉢形土器の底部片である。底面お

よび内面とも整形が雑である0胎土には小石粒撃砂粒を含み撃焼成は良好である。色調は外面が

褐色内面が黒褐色を呈している。底径は。紋mで　現存高は。翫mである。

温2は9本跡の東側寄りの覆土から出土した数点の破片が接合したもので撃深鉢形土器の底部片

である。内面には炭化物が付着している。胎土には小石粒や砂粒を多く含み撃焼成は良好である。

推定底径は8．2cmで撃　現存高は2。7cmである。

臓は　本跡の中央部の炉跡上位の覆土から逆位で出土した小形の深鉢形土器の底部片である。

底面の近くは強いナデが施され撃横位の沈線状の擦痕が観察できる。胎土には砂粒を多く含みラ

焼成は良好である。色調は褐色を呈している。底径は。紋mで　現存高は。激mである。

且4は9本跡のやや北西寄りの覆土から出土した破片数点が接合したもので診深鉢形土器の底部

片である。底部の内面は調整が粗ら粘土のはみだLが認められる。胎土には撃小石粒や砂粒を

多く含み　焼成は良好である0色調は褐色を呈している。底径は漉照で現存高は洩Ⅲである。

蟻は本跡の北東壁近　の覆土から正位で出土した台付土器の台部片で撃上部は欠損している。

台部は縦のへラナデ9内面は横ナデが施されている。台の郷端部は磨滅が著しい。胎土には砂粒

が混入し9焼成は良好である0色調は褐色を呈している。底径は・級mで　現存高は3．6cmである。

且6はラ山形の波頂部を有する厚手の日綾部片で撃　2本総の隆線で山形のモチーフを描き9区画

間に縄文を施している。胎土には石見長石軋雲母片などを含んでいる。且7はタロ辺部片でタ

ロ緑部文様帯を低隆線で区画し撃胴部に幅の広い磨消懸垂文を垂下させている。器面の中央部が

若干磨滅している0且8転口辺部片で　目線部文様帯を低隆線で区画しタ区画内に異条縄文が充

填されている。以下には幅の広い磨消帯を有している。且9～2且は9幅の広い直線的磨消帯を有す

る胴部片である。且9⑳20は9同一個体であるが接合はしない。区画間の縄文は粗い単節Rmであ

る022◎24はタロ緑部文様帯が沈線で区画されているものでタ区画内に縄文が施されている。23

は9日緑直下に隆線を巡らし9以下に縄文を施している0器面に炭化物が付着している。25は撃

薄手の口辺部片で9日綾部文様帯を沈線で楕円形に区画しタ胴部に磨滑帯を垂下させている。26◎

27は9同一個体の口綾部片で9日縁直下に太い沈線を巡らし学口綾部文様帯は隆線で区画され普

区画内と沈線上には縄文が付されている028～39撃4～媚は　隆線ないしは微隆線による曲線的

モチーフが器画全体に施されているもので9区画間には縄文が充填されている。28～35は口綾部

片撃36～39942～頼ま胴部片である。2～凱は　波状緑を呈している。3且の隆線の接合部の一部

1602　－－－、



第481回　第m号住居跡出土遺物実測図（2）

一603－



が少し突出している。霊の区画隆線は比較的高い03欄は薄手である。36は9微隆線により区

画され誹は9　本の隆線によ　曲線的モチーフが描かれている。38は撃隆線による区画をもつ小

片である0評は　器画にわずかに炭化物が付着し撃内面は剣落している。朋は　微隆線による区

画を有する小片で　内外面に炭化物が付いている○職は9断面三角形の貼付隆線によって区画さ

れている。舶～媚は　胴下半部片と思われ　垂下する隆線による区画がなされ撃区画間には縄文

が充填されている。朋の器画に炭化物が付着している。45の隆線は低平である。媚は薄手で丸く

ふくらむ胴部片である。購◎姐は　曲線的な沈線区画内に縄文を施している胴部片で争紺ま薄手

である。媚～鍋は　目線直下に　条の沈線を巡らし9以下に逆U字状の沈線区画を施し撃区画内

に単節縄文を充壊している。別は　日経直下から逆U字状の沈線区画を施し9区画内に縄文を施

している0誠は　冒綾部無文革を残し普胴部に逆U字状の磨消帯を施している。53は撃胴部片で撃

逆U字状の区画内に縄文を施している。54は9沈線で目線部文様帯が区画されている。滋は　目

線部無文革を有し撃以下に縄文と沈線区画が認められている。56は撃大形の胴部片で撃沈線によ

る曲線的モチーフと幅の狭い磨消帯が入りくんで施文されている。U字帆逆U字状をなす区画

内には単節縄文毘監が充填されている。57は学緩い波頂部片で学小さな円文を沈線で描いており撃

焼成は不良である。58転波頂部片で　円形の貼付文がみられる。鍋～鋸は　目線直下に濫発の

四線を巡らし撃以下に縄文を施している○損～m◎鍼◎閥は　目線部無文帯を五条の沈線ないし

は四線で区切り撃以下に縄文を施している。鵬～略の欄⑳閥は四線で区画し㍉絡叫略言私

闘は沈線で区画している。銅の内面は黒色を呈し9作りが丁寧である。69◎74は9ごく浅い凹線

を巡らしている。72⑳7砂関◎閻～鵬は　ロ綾部無文革を有し学以下に縄文を施している。72の

日経部は外反し讐口唇部は磨滅している。関は厚手で　やや内傾している。75も9日綾部がやや

外反し撃器画の磨滅が著しい0縄文の条が縦走している077の無文帯は幅が狭く撃78の無文帯は

わずかに凹んでいる。79の縄文は無節でタ炭化物が付着している。80は撃ナゾリにより無文帯を

形成している。8鼠の日経部内画が若干肥厚している082の器面には剥落がみられる。83の無文帯

は極狭い。鍼◎鈍は　ロ綾部無文革が内傾し撃縄文部との境が段をなしている。8～鵬は　全面

融覗文が施されている目線部片で986昏87は同一個体であるが接合はしない。89～94は撃条線文

が施されたもので撃89～9且は日経部片撃92～94は胴部片である。89◎90は9日縁直下に五条の沈

線を巡らし撃以下に縦位の条線文を付している09は9口唇部に向かって器厚を減じ9口唇部は

尖り気味である。横位の粗い器面整形痕の上に目線直下から縦位の条線文が施されている。92は撃

条線文が縦位の蛇行状に993は弧状に99摘縦位に施文されている。95◎96は撃同一個体と考え

られラ縄文地文上に縦位の粗い沈線と条線文が重ねて旛されている胴部片である。野は　深鉢

形土器の胴部片で9縄文施文後に9弧状に条線文が施されている。内面は横ナデにより整形され

ている。粥は　縄文だけの胴部片で撃内面は縦ナデにより整形されている。99は撃厚手の胴部片

一　一604　－
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で，全面に細かい縄文が施されている。胎土には砂粒を多く含んでいる。100は，深鉢形土器の胴

下半部片で，縄文が施され，底部の近くは斜方向のナデにより無文となっている。内面は縦ナデ

が加えられている。101～104は，縄文だけが施文されている胴部片である。101は単節，102・

103は無節，104は大粒の複節縄文が付されている。105は，縄文が付されている口辺部片で，橋状

把手が欠損した痕跡が残されている。107～109は，いずれも外反する無文の口緑部片である。107

は，外反が強く，108は厚手である。110は，内傾の著しい厚手の口緑部片で，隆線だけで曲線的

モチーフが描かれている。器面は磨滅が激しい。

70・106・111・112は，本跡の炉内から，38・113・114は，ピット7の覆土から出土したものであ

る。106は，胴部の小片で，1条の沈線が巡り，以下を縦位のナデを加えて無文としている。111～113

は，縄文だけの胴部片である。114は，沈線による区画を施している。

本跡からは多量の土器が出土しているが，その大半は覆土および確認面からの出土であり，床

面から出土したのは6の底部片だけである。炉内から4点，ピット7から3点の土器片が出土して

いるが，いずれも小片で型式的特徴に乏しい。本跡の時期を，これらの出土土器および出土状況

から考えると，加曽利EIII式期と思われる。

第31号住居跡（第487図）

本跡は，遺跡の東部F4bl区を中心に確認されたもので，第21号住居跡の南側16mに位置している。

南側で第33号住居跡と重複している。新旧関係は，不明である。

一609－



平面形は　長径潮m短径。mの楕円形で長径方向はN…鵬0…Wを指している。南側の壁

は第33号住居跡との重複のため欠損しているが9　残っている壁は硬く床面から外傾して立ち上

がっている。

壁高は低ら挽mほどである。床面はソフ　ロームで比較的硬ら小さな凸凹が見られる。ピッ

は鼠か所検出され　規模は径購～浦cm◎深さ職～粥cmで撃比較的深い　のである。Pl～㌘3◎㌘6⑳

㌘相は深さが一定しており9炉を囲んで五角形に配列されていることから主柱穴と考えられる。炉

は本跡の中央よ　南側に検出され普　径摘録m◎深さ2籠mとやや大きめなものである。炉の西側は2

段に掘り込まれ撃　炉床と炉壁はあまり焼けていないが9　炉の覆土の焼土量は多い。

覆土は　層で撃　と　に褐色土で　締まっている。

遺物は9縄文土器の大形の土器片が床面から摘点出土している。また　覆土からも縄文土器片

が少量出土している。

∵∵′l㌦二軋∴‥1一一童（賃右朴＼′！相、岩上へ　5′

鼠は撃本跡の北東側の覆土から内面を上にして一括出土した破片が接合したものである。キャ

リバー形を呈する平緑の深鉢形土器で9　全体の3分の温ほどを残している。胴下半部は9切断さ

れたよ　に打ち欠かれている。日録部文様帯は　隆線と沈線による楕円区画文と沈線だけによる

長楕円形区画文が且単位となって9　恐らく4単位で文様構成されるものと思われる。胴部には直

線的な幅の狭い磨消懸垂文が施されている。胴部区画は9　2本の磨消帯を中に取り込んで大きく

蓮町字状の沈線で区画されている。このような例はきわめて少ないと思われる。ロ綾部文様帯内

と胴部の区画間には単節縄文R鉱が撃　それぞれ横位予縦位回転により施文されている。目線部お

よび胴部の一部には磨滅の著しい部分がみられる。内面上半部は横ナデ9　下半部は縦ナデにより

丁寧に調整されている。始まには微砂を含み9緻密である。焼成は良好で9　色調は褐色を呈してい

る。推定口径は36．5cmで，現存高は28．7cmである。

2は撃本跡から出土した土器片を中心としてラ第32号住居跡出土の3点夕第28号住居跡の温息

第媚号土壌出土の温点が接合したものである。本跡出土の破片は撃南西側の覆土から内面を上に

して一括出土したものである。第28号住居跡の破片は9　南東側の覆土から撃　第32号住居跡の破片

は撃北西側の覆土から出土している。本跡を中心においてみると撃第28◎32号住居跡までは約25～30

mはなれ　第媚号土壌までは約罰那花の距離がある。第購号土壌と第32号住居跡の間は直線にし

て約甜mという距離である。本土器は9　特徴的な文様を有する個体であったために撃　このような

遠距離間の接合が可能となった。本土器片を共有する各遺構は9　ほぼ同時期に存在したものと考

えられないだろうか。本土器は普通存部が少ないので器形の全容はつかめないが9　4単位の波状

緑を呈する深鉢形土器と考えられタ　頸部でくびれ9　以下直線的にすぼまる。頸部に五条のキザミ

一一一1610
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第487図　第31号住居跡実測図

目をもつ貼付隆帯が巡り撃　さらに胴部に向けて同様の隆帯が垂下している。隆帯は残存部から推

定して8本と思われる。胴部は隆帯に沿って沈線が施され，逆U字状の区画を構成している。口

緑部および胴部の区画内には単節縄文RLが縦位回転で施文されているが，口緑部上端にはわず

かに横位回転の部分もみられる。内面は丁寧な横ナデが加えられている。胎土には砂粒を含み撃焼

成は良好である。色調は暗褐色を主とするが　第霊号住居跡出土の破片の一部は9　赤味のある褐

色を呈している。推定口径は28．3cmで撃　現存高は2m説漁である。

3は，本跡の南側の床面上から逆位で出土した底部片で，かなり開いており鉢形土器の底部と

思われる。外面には縄文が施され，底面の近くは横ナデにより整形されている。内面上半部は縦

ナデ，下半部は横ナデが加えられている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は内外面

一一一…611－－－－－－－－
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第489図　第31号住居跡出土遺物拓影図（2）

とも褐色を呈している。底径は9．4cmで，現存高は4．1cmである。

4～6・8～9は，本跡の覆土から，7・10～16は，炉内から出土したものである。4は口緑

部文様帯を隆線で渦巻状および長橋円形状に区画し，胴部には直線的磨消帯が垂下している。口

緑部文様帯内および胴部の区画間には縄文が充填されている。5は，4に類似する口緑部の断片

である。6は，口緑直下に1条の沈線を巡らし，胴部の逆U字状の沈線区画内に縄文を充填して

いる。7は，隆線でロ緑部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を施している。8～10は，直

線的磨消帯を有する胴部片である。11は，隆線が垂下し，途中に大きな刺突文が付されている胴

部片である。12～14は，沈線による曲線的モチーフが描かれている胴部片である。12は，沈線が

細い。13・14は，渦巻状のモチーフを描いており，同一個体の可能性が高い。15は，口縁直下に

爪形状の刺突文を付し，以下に縄文を施している。16は，薄手の無文の口緑部片で，外反してい

る。

本跡から，出土した土器はそれほど多くはないが，器形復元できた1・2および炉内から出土

した土器片から判断すれば，本跡の時期も加曽利EIII式期と考えられる。

ー613－



r．　　′　工ふ，ここ′

本跡は　遺跡の西部藍独酌藍施区を中心に確認されたもので撃第思考住居跡の南側油。mに位

置している。西側で第調号土壌と重複している。新旧関係は　切　合瀾係から本跡が第諏号

土壌よりも古いと考えられる。

平面形は　径。mの円形である。壁はよ　締まっていて硬ら床面から外傾して立ち上がって

いる。壁高は撃　～摘cmである。床面は全体的に平坦であるが　北側から南側にかけてわずかに

′l′一、′一　、、！∴・－、′＼‘、∴．1言軒l、，‥一　二ノ‥ノ∴；｛tlノ、′ハミ′、∴、1－こつ主’へ′′i：ニt二二とほぼ　′し・、ノ、・

る。西側にも　か所存在したと思われるが　第諏号土壌によって欠損したと考えられる。この7

か所を主柱穴と考えると炉を囲んで七角形状に配列され撃柱穴間は等距離になる。したがって撃

検出された　か所は主柱穴と考えられる。炉は本跡の中央に検出され　径鼠摘cm◎深さ温旋mと比較

的浅い地床炉で　住居跡の規模から考えると大形の　のである。炉壁と炉床はよ　焼けている。

また　炉の覆土には廃土が充満してお酌　長期間使用していたことがうかがえる。

覆土は　層からな娠　主に暗褐色土砂褐色土が堆横している。一部撹乱が認められるが撃　自然

堆積である。鼠～複◎6層は締まっている。

A　23．4m
絞　嵐

第姻図　第犯号住居跡実測図
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遺物は，縄文土器片が床面から1点，覆土から少量出土している。

第32号住居跡出土土器（第491～492図1～42）

鼠は撃本跡の中央部やや東側の覆土下位から内面を上にして3か所に分れて出土した一括土器

片と9　他の覆土から出土した若干の小破片が接合したものである。平線のキャリバー形深鉢形土

器で9底部へ向けて急激にすぼまる器形を呈している。日録部から胴部中位にかけては約　分の

3程度残存しているがラ　胴下半部は欠損している。欠損個所の断面は打ち欠かれてお酌炉埋設土

器ないしは埋寮などに再利用する意図がうかがわれる。日録部文様帯は撃　隆線とこれに沿う沈線

により9　渦巻文と楕円区画文が温単位となり9　4単位で構成されるものと考えられる。胴部には

磨消懸垂文が旛されているが雪　上端が連結して逆U字状を呈している。また9　図には示せなかっ

たが9　区画の上端部に1か所沈線による小さな渦巻文が付されている所があり9　本土器の正面を

示すものとも考えられ9　注目される。目線部の楕円区画内と胴部の懸垂文内にはラ　単節縄文配監

が汐横位夕　縦位回転で充填されている。内面上半部は横ナデにより調整されているが管下半部は

磨滅が著しく調整方向は不明である。目線部や胴部の一部も磨滅が激しい。始土には習　石英完　長

石粒がやや多く含まれているが　焼成は良好である。色調は褐色を呈している。口径は錆。艶mで撃

現存高は26．0cmである。

2砂3は撃　日録部文様帯を隆線で区画し撃　区画内に縄文を施している。2の器面には炭化物が

付着している。射お　口緑部の小片で撃　沈線による旛文がみられる。5は9　三角形状の波頂部を

有し学　隆線で渦巻と楕円形状の区画がなされ9　区画内には縄文が付されている。6は9　山形の波

頂部片で撃　隆線による楕円区画内に縄文を充壊している。7◎8は9　平緑で日録部文様帯を隆線

で区画している。8は薄手である。9は学　波状緑を呈し撃　沈線による楕円区画内に縄文を施して

いる。温0は，口辺部片で9　隆線による区画下に磨消帯が垂下している。温～蟻は9　隆線による曲

線的モチーフが器画全体に描かれる土器の胴部片である。Ⅲには渦巻状のモチーフが認められ9

12は9垂下する隆線と渦巻状のモチーフを描いている。且◎蟻は　同一個体だが接合はできない。

Ⅲは　器面が磨滅している。蟻は　縦長の区画を有し習　胎土に長石9石英粒を多く混入している。

いずれもモチーフ間には縄文を施している。17はタ　ロ緑直下から逆U字状の区画を施し撃　区画内

に縄文を付し9　区画間に上端が屈曲する沈線文を描いている。あるいは蕨手文が退化したものと

も考えられる。相は　日録直下から直線的磨消帯が垂下している。且9は9　縄文地文上に逆U字

状の区画文が施されタ　器面に炭化物が付着している。銅～銅は　直線的磨消帯を有する胴部片で

ある。20◎2且は9　胴下半部片と思われる。22◎23は，磨消帯間に温本の沈線を付加している。24

は9　くびれ部片である。25は9　日緑直下に2条の沈線を巡らし撃　沈線間に刺突文を付している。

2　◎別は　粗い沈線文が施されている。26は厚手の口綾部片で9　3鼠は胴部片である。27～30は9

－1一一一一一一615－－、－－－
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第492図　第32号住居跡出土遺物実測図・拓影図（2）
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条線文が付されている胴部片である。27は，短い刺突様に施されている。28は曲線的に，29・30

は縦位に施文されている。32～35は，縄文だけが施されているもので，32はロ緑部片で，他は胴

部片である。33は，羽状に施文され，35は条が縦走するように施されている。36は，直線的磨消

帯を有する胴部の小片である。37は，縦位の結節回転文が施された胴部片で，器面の磨滅が著し

い。38～40は，無文の口緑部片であるが，38の下端には低隆線が巡り，40の下端には沈線が施さ

れている。

22・34～36は，本跡の炉内から出土し，他は覆土からの出土である。

ー617



紺孟撃本跡の東側の覆土から内面を上にして一括出土した破片群に撃　ほぼ同じ場所から出土し

た破片温点が接合したもので撃　やや器壁が厚くがっしりとした深鉢形土器の胴下半部から底部に

かけての破片である。外面には磨消懸垂文が施され9　区画間には単節文汲むが縦位回転で施され

ている。内面は少し剥落がみられ汐磨滅気味である。胎土には小石軋砂粒を含み9焼成は良好

である。色調は赤味の強い褐色を呈している。底径は8瀧mで　現存高は掴。配mである。

媚は　本跡の中央部やや南東側の覆土から正位で出土した底部片である。外面は少し器画が磨

滅しているが9垂下してきた沈線の末端部および縄文がわずかに認められる。底面の近くは横ナ

デが加えられ，内面はナデにより整形が施されている。胎土には小石粒撃砂粒を含み撃焼成は良

好である。色調は内外面とも褐色を呈している。底径は。触mで　現存高は2．3cmである。

本跡からの出土土器は9あまり多くはないが9器形復元できた鼠や姐および炉内から出土の22◎

36などから判断すればタ　本跡の時期は　加曽利EⅢ式期と考えられる。

第33母堂揖跡（第493図）

本跡は言遺跡の東部伊能区を中心に確認されたもので撃第30号住居跡の西側22mに位置してい

る。北側で第3鼠号住居跡◎中央で第3錮号土壌◎南西側で第392号土壌とそれぞれ重複している。

新旧関係は不明である。

平面形は；長径5・2Yr　相即臣「つ推定）の′隋円形状と思われ，長径方向はN－181）1－lEを指し

ている。第3且号住居跡と同様に壁高は低く9　ほとんど壁はない状態である。床面はソフトローム

で軟らかい。ただ9第31号住居跡に比べると9本跡の床面が若干高く9　2～3cmの差をもってい

る。ピットは3か所検出され9規模は径40～50cm◎深さ4且～5温cmである。ピットは全体に南側に

寄っていて9不規則な配列のため9主柱穴の判別はできない。炉は，検出されていない。

覆土は前記のような理由で9　鼠層だけである。

遺物は9縄文土器片が床面から少量出土している。

鵠33号住居跡憎二とi試（第494～495図ユ～18）

且は9本跡の確認面から出土した破片2点が接合したもので9平緑の深鉢形土器の目線部片で

ある。ロ緑部文様帯は，隆線とこれに沿う沈線により楕円形および長楕円形に区画され9区画内

には単節縄文RLが斜位回転で充填されている。内面は横ナデ整形と考えられるが撃剥落が著し

く不明瞭である。胎土には石英9長石粒などの小石粒を多く含み争焼成は良好である。色調は褐

色を呈している。推定口径は3．配mで　現存高は8。2cmである。

2は9本跡の南西側の覆土から内面を上に向けて，日録部を南側にして出土したものでタ平緑

のキャリバー形を呈する深鉢形土器のロ綾部から胴部にかけての破片である。日録部は隆線とこ

一一一一一一一618－－－－－1
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第493図　第33号住居跡実測図

れに沿う沈線によって争　長楕円形の区画を縦位に2分割したように区画されている。胴部に

は直線的な磨消懸垂文が施されている。縄文は特異なもので9合撚りの監餞と観察され9ロ線

部区画内は横位、胴部の区画間は縦位に回転されている。内面は横ナデにより調整されている。

器面の内外には若干の磨滅と剥落が認められる。胎土には小石粒撃砂粒を含みタ焼成は良好である。

色調は褐色を呈している。推定口径は誠。鉦mで　現存高は且9．5cmである。

3は，本跡の東側やや北寄りの覆土から内面を上にして一括出土した破片が接合したものであ

る。口緑部の一部と胴下半部以下を欠損している平緑の小形深鉢形土器である。口緑部文様帯は

隆線とこれに沿う沈線によって，円，楕円，半楕円形に区画されている。胴部には直線的な磨

消懸垂文が7か所垂下している。磨消帯の幅はやや広いものと狭いものがある。縄文は単節RL

で口緑部は横位，胴部は縦位回転で施されている。内面上半部は横ナデ，下半部は縦ナデを施し

ているが，若干の剥落もみられる。胎土には砂粒を含むが撤密で，焼成は良好である。色調は褐色

を主とするが，赤味の強い部分や黒い部分もみられる。口径は17．3cmで，現存高は13．9cmである。

4は，本跡の北西側の覆土から一括出土した破片と，確認面から出土した破片1点が接合した

一一一一一一61911－
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第494図　第33号住居跡出土遺物実測図・柘影図（1）
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第495図　第33号住居跡出土遺物拓影図（2）

もので，深鉢形土器の胴下半部から底部にかけての破片である。胴下半部には磨消懸垂文が垂下

し，区画間には単節縄文RLが縦位回転で施文されている。胴部の器壁の薄い点が特徴である。

内面は横ナデにより調整されているが，炭化物の付着もみられる。胎土には小石粒，砂粒を含み，

焼成は良好である。色調は外面が赤味の強い褐色，内面が褐色および暗褐色を呈している。底径

は7．2cmで，現存高は15．3cmである。

5・6は，口綾部文様帯が隆線により区画されているもので，第28号住居跡の1と同一個体

である。7・8も，ロ緑部文様帯が隆線で区画される小片で，8は薄手である。9・10・12・13

は，同一個体と考えられ，器面全体に隆線による曲線的モチーフが描かれている胴部片で，モチー

フ間に縄文が付されている。内面の剥落が著しい。11は，口辺部片で，上端に隆線を巡らし，以

下に縄文を施している。14は，ロ緑部文様帯を沈線で区画している小片である。15～17は，直線

的磨消帯を有する胴部片である。15は，くびれ部片で，区画間に単節縄文RLを縦位回転で施文

している。16は，底部近くの破片で，下端部は横ナデが加えられている。18は，口緑直下に刺突

文を巡らしている。5は，本跡の確認面から出土したもので，他は覆土から出土している。

本跡から出土した土器は，あまり多くはないが，器形復元ができた1～4および覆土出土の破

片から判断すれば，本跡の時期は加曽利EIII式期と思われる。

第34号住居跡（第496図）

本跡は，遺跡の東部E2j。区を中心に確認されたもので，第32号住居跡の南側5mに位置してい

る。北側で第423号土壌と重複している。新旧関係は，不明である。

平面形は，長径4．9m・短径4．0mの楕円形で，長径方向はN－50－Wを指している。北壁の一

部は重複のため欠損しているが，残っている壁は硬く，床面からは外傾して立ち上がっている。

－621－



壁高は低ら　～玩mである。床面はソフトロームで軟らかいが　北側の床面が一部重複のため

消失している。ピッ　は　か所検出され　規模は径邦～施m◎深さ掴～蝕mで　炉を囲んで七角

形状に配列されているためすべて主柱穴と考えられる○炉は本跡の中央に検出され　径鵜cmの円

形で　床面を雷cmはどす　鉢状に掘　凹めた地床炉である。炉床と炉壁はあま　焼けていないが

廃土の量は多い。

覆土は　層からな勘　と　に暗褐色土である。層と　締まっている。

遺物は警鐘文土器片が覆土から少量出土している。

圏

多／

▼′タ′

第496図　第34号住居跡実測図
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第調号櫨屠静出藍藍藻　第媚～鯛図　～罰）

畳は撃　本跡のほぼ中央から南東側にかけての覆土から外面を上に向けて出土した太破片を中心

に撃その他覆土から出土した小破片が接合したもので撃胴上半部以上がほぼ完形になったもので予

胴下半部は全く欠損している。胴下端の断面はきれいに打ち欠かれて9　さらに磨かれたように磨

滅してお酌　再利用するための加工と考えられる。日録部は緩い波状線を呈し撃　2個温対の突起

が相対するよ　に柑されている。大きい方の突起は　目線直下を巡る　条の太い沈線を囲い込む

よ　につけられ　互いに逆方向をむいている。小突起は9　条の洗練が左右から寄り合い撃　その

中央部の沈線が途切れわずかに盛り上るだけである。胴上半部には撃　2本鼠組の細めの沈線によ

り曲線的モチーフが連続して施文され撃　モチーフ間には撚りの整った単節縄文配鮎が充填されて

いる。ロ緑直下は横位撃　胴上半部は縦位を基本として回転している。沈線間は丁寧にへラナデさ

れている。内面も同様な横ナデによりきれも泥調整されている。全体に薄手で非常に丁寧な作り

の土器といえる。始まには微砂を含むが緻密で　焼成は慮好である。色調は褐色を室しているが撃

胴下端部は9　次加熱を受け赤褐色を呈している。口径は描。誠Ⅲで　現存高は蟻。独mである。

2は9　本跡の南東側の壁近くの覆土から目線を北西方向に向けて横転した状態で出土したもの

である。上位になっていた部分の日録部を約半周ほど欠損するが　他はほぼ完存している。平

緑の小形深鉢形土器で，口緑部が内湾し，頸部でくびれる器形を呈している。口緑部に幅約1．5cm

ほどの無文帯を残し撃　以下に単節縄文況監が縦位回転されている。底部の近くは縦ナデがなされ

ている。内面上半部は横ナデ，下半部は縦ナデと思われるが，器面が全体に磨滅していて明らか

ではない。始まには小石粒　微妙を含み　焼成は慮好である。色調は外面が褐色ラ　内面が暗褐色

を呈している。推定口径は摘め触m　器高は摘。艶m　底径は。艶mである。

3は9　本跡のほぼ中央部の撃　炉の少し北側にあたる位置の覆土から日録部を北西方向に向けて出

土した破片が接合したもので，婆に近い形状を呈する深鉢形土器の日緑部から胴部にかけての大

破片である。口緑部には約8．0cmほどの幅の広い無文帯をもち，1条の突帯を巡らして胴部と区画

し，胴部は全面に単節縄文RLが縦位回転で施文されている。残存部には3か所の結節回転文が

付されている。内外面とも丁寧な横ナデが加えられている。胎土には小石粒9　微砂を含み9　焼成

は良好である。色調は褐色を呈しているが，胴下端部は黒褐色に変色している。推定口径は29．

1cmで，現存高は24．6cmである。

遠は学　波状緑を呈する日録部片で9　経線で楕円区画と渦巻文を構成し撃　区画内に縄文を充壊し

ている。5も4と同様の手法で区画がなされている口辺部片で，区画内に無節縄文を施している。

⑳蟻は　口辺部片である。7は9上端に無文帯を有し9隆線で日録部文様帯を楕円形に区画し管内

部に縄文を施している。10は，沈線で口緑部文様帯を区画し，以下に磨消帯を垂下させている。

6・8・9・13～15は，隆線による曲線的モチーフが全面に展開されているもので，6・8・9

一一一一1－623－1一一一一
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第498図　第銅号住居跡出土遺物実測図・拓影園（2）
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は口緑部片で，13～15は胴部片である。8は，縦長の区画を有している。9は薄手である。いず

れもモチーフ間に縄文が付されている。12は，沈線による施文と縄文がみられるくびれ部片であ

る。11．16・17は，口緑部文様帯を沈線で区画されているものである。11は，波状緑を呈し，区

画内に縄文を施している。16は，逆U字状の区画内に縄文を充填している。17は，非常に浅い沈

線区画である。18～21は，直線的磨消帯を有する胴部片である。18は厚手で，19・20はやや薄手

である。20の区画間には異条縄文を施し，21には縄文と縦位の条線文が併用されている。22は，

ロ線直下に1条の沈線を巡らし，以下に縄文を付している。23は，波状緑を呈する口緑部片で，

縄文だけが施されている。24は，口緑部無文帯を有し，以下に無節縄文を施している。25～29は，

条線文が付されたものである。25は，口緑直下に1条の沈線を巡らし，以下に蛇行する縦位の条

625



線文が施されている。錆は　内湾する日録部片で目線部にわずかに無文帯を残し9以下に横位撃

斜位に付している。27・28は，縦位に付されており，28は底部近くの胴下半部片である。29は，

乱雑な条線文と沈線文が施されている。2～評は胴部片である。卸は　縄文と横位の条線文が併

用されている胴部片である。凱～器は　口辺部片で　拓本の上端に　条の沈線を巡らし撃　以下に

縄文を施している。弧は　厚手で大粒の縄文を回転方向を適えて施文している言㍑㍗胱㍍　同上

個体と思われる。鋼～郡は　無文の日録部片である。鍼は厚手で9　3　⑳講は　内外面と　横ナデ

が加えられている。欝は　波状緑を呈する日録部片で薄手で無文である。

罰は　本跡の確認画から出土した深鉢形土器の底部片で　底部は少し突出気味である。外面は

縦ナデが施され督　内面の剥落が著しい。始まには砂粒を混入し撃焼成は良好である。色調は外面

が褐色学　内画が暗灰色を呈している。底径は。艶mで　現存高は　や勤mである。

本跡から出土した土器片は撃あまり多くはないが撃器形復元できた温～3などから判断すれば9

本跡の時期は加曽刹EⅢ式期と考えられる。

第35号住居跡（第499図）

本跡は　遺跡の東部詳地区を中心に確認された　ので　第渕号住居跡の南西側。那抱に位置し

ている。

平面形は汐　長径3の8m◎短径3。射的の楕円形で　長径方向はN…膵…Eを指している。壁は東側

がやや軟らかいがはかは硬ら床面から外傾して立ち上がっている。壁高は争　乱～膵cmである。

C）l、　　　　　　　ここi

㌢／　　、；l

竜♂

第499図　第35号住居跡実測図
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床面はハードロームでよく踏み固められていて硬いが，北西側から南東側にかけては8cm差の傾

斜を示している。ピットは1か所だけ検出され，規模は径28cm・深さ23cmの楕円形で，中央に位

置している。炉は，検出されていない。

覆土は1層で，褐色土が堆積している。ローム粒子を含み，締まっている層であるb

遺物は，縄文土器片が覆土から少量出土している。

第35号住居跡出土土器（第500図1～38）

1～4は，曲線的な磨消縄文を有するものである。1は，内傾する口縁部片で，2～4は胴部

の小片である。5～13は，沈線文と刺突文が組みあわされている胴部片である。5・6・9は，沈線

区画間に刺突文を充填している。刺突文には小さな円形刺突文，あるいは米粒状を呈するもの，爪

形状を呈するものなどもみられる。11・12は，刺突文だけが付されている。14は，口緑直下に1

n
Ⅵ
＝
u

7　ソ／㍑存得撫．簸麗

∴∴∴∴∴〕‘

・・！
第500図　第35号住居跡出土遺物拓影図

ー627－



条の沈線を巡らす小片である。蟻は　日経直下に　条の四線を付し撃斜位の沈線を加えている。

蟻は　乱雑な斜格子目状の沈線文を施している胴部片である。膵～別は　日綾部無文帯を且条の

貼付隆線で区切りラ以下に条線文を施文している。隆線上に刺粟や押圧を加えている。且9には円

形の貼付文を施している。且　◎臓は日経部片普且8◎2の◎2且は口辺部片である。膵の条線文は9櫛

歯状の施文具により短かい刺突状を呈している。且8◎臓は撃曲線的に施文されている。22～35は

胴部片で撃22～27◎29～3且◎34◎35は撃曲線的に施され撃28◎32◎33は滴線的に付されている。

頴は　雑な斜格子目状を呈し撃32⑳33は縦位に施されている。且9◎25⑳34は撃暗褐色を呈してお

り撃同一個体と考えられる。35は普　2条の沈線文が加えられている。36～38は普無文の目線部片

である。36は口唇端部が薄くなっている。37◎38は学外反しており撃38は波状緑を呈している。

本跡から出土した土器は普　いずれも小片で争　しかも覆土から出土している。本跡の時期決定は

むずかしいが撃覆土の土器片から判断すれば9称名寺式期と考えられる。

第溺骨佳贋跡　第渕図）

本跡は9遺跡の東部択私区を中心に確認されたもので第雑考住居跡の南側鍋mに位置してい

る。北東側から南側にかけて農道下に広がるため暫約半分は未調査である。また撃南西側から南

側にかけて第37号住居跡と撃中央で第457号土壌と重複している。新旧関係は　第㍍号住居跡とで

は不明であるが　第舶号土壌とでは床面の切り合い関係から争本跡が古いと考えられる。

平面形は9形状から径4・7m（推定）の円形状と思われるが曹約2分の且が農道下に広がるため撃

詳細は不明である。壁は重複のため北側◎北西側だけ残っているが9硬く締まっており9床面か

ら垂直に立ち上がっている。壁高は922cmである。床面はハードロームでよく踏み固められてい

て硬ら平坦である。ピットは3か所検出され普規模は径34～紙m◎深さは22～60cmで9　ほぼ直

線上に配列されているため撃主柱穴の判別はできない。炉は検出されていないが争第457号土壌の

覆土中に焼土が検出されているので土壌によって切られたものとも考えられる。

覆土は4層かちなり学童に暗褐色土◎褐色土が堆積している。4層とも締まっている。

遺物は撃縄文土器片が覆土から少量出土している。

第溺号健贋静出藍豊器（第502図温～37）

且は撃　目線部文様帯を隆線で区画し9区画内に縄文を施している。2は撃　口辺部片で低い隆線

区画内に縄文を充壊している。且◎2とも内面に炭化物が厚く付着している。3◎射ま9直線的

磨消帯を有する胴部片で撃4の磨滑帯には鼠本の沈線を付加している。5は9両側にナゾリを加え

た隆線が垂下している胴部片である。6は撃　目線直下にナゾリによる無文革を形成し撃以下に縄

文を施している。7はう厚手の目線部片で9　日緑部無文帯を段により区画しラ以下に縄文を施し

…16281…l
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第5の1図　第36号住居跡実測図

ている。8◎且～鋸も　目線部無文帯を五条の沈線ないし四線で区画し撃　以下に縄文を付している。

8◎温　砂臓は波状緑を呈し撃　且3～且6◎鼠8は平緑である。8の鼠8◎鼠9の区画は四線で9　その他は沈

線である。且5は無文帯の幅が広いが9他は比較的狭い。9はタ　ロ繚直下に五条の沈線を巡らし撃

以下に逆U字状の磨消帯を施している。摘～はは　曲線的磨滑帯を有する胴部片で9区画外に縄

文を旛している。Ⅲは撃薄手でU字状の磨消帯を有している。鋼は　ロ綾部に無文帯を残し撃以

下に縄文を施している。2且は撃小形土器のロ綾部片で撃　日経直下に温条の沈線を巡らし撃　その上

下に円形刺突文を施し撃胴部に曲線的磨滑帯を有している。外面に炭化物が付着している。22は撃

目線部の小片で全面に縄文が付されている。23～27は撃縄文だけが施文されている胴部片である。

23は9胴下半部片で縄文がわずかにみられる。24◎25は同一個体と思われる。28は撃　くびれ部片

で縄文と縦位の条線文が併用されている。2～霊は　条線文が付されている胴部の小片である。

29啓30は縦位に93且◎32は乱雑な斜格子目状に施文している。33～35は9無文のロ綾部片で934

はロ綾部が内湾し9外面に炭化物が付着している。36は学薄手で器面が剣落している。37は9波

629
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第帥2図　第36号住居跡出土遺物柘影回

状緑を呈する口緑部片で，蛇行気味の隆線を口緑に沿って貼付している。

2・3・13・14・23・32は，本跡の炉内から，他は覆土から出土している。

本跡からの出土土器はあまり多くはないが，炉内から出土した土器などから判断すれば，本跡

の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第36・37号住居跡出土土器（第503～504図38～66）

40～64は，第36・37号住居跡の重複部分から出土したものである。

38は，第37号住居跡の南東側の床面上から出土した破片を中心に，第36・37号住居跡の重複部

分の覆土から出土した破片が接合したもので，第37号住居跡に伴うものと考えられる。平縁のキャ

630
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の幅は狭ら　条の浅い四線で胴部と区切られている。胴部全面に　単節縄文放監が斜位回転を

主に　縦位に　回転されている。内面は横ナデがよく観察される。胎土には小石粒を少し含むが撃

微砂が主体で緻密である。焼成は良好で　色調は褐色を呈している。推定打径は弧の祝mで　現

存高は16．7cmである。

評は　第欝号住居跡の中央部と北西側の床面上から出土した破片を中心に　南東側の覆土から

出土した破片と第減車欝号住居跡の重複部分に相当する個所の覆土から出土した破片が相互に接

合した　ので　第㍍号住居跡に伴う　のと考えられる。目線部が内湾し撃　胴部でくびれる器形

を豊しているが　網干半部は欠損している。日経直下に浅　幅の広い　桑の四線を巡らし　以下

に単節縄文況監が斜位　縦位回転で施文されている。打線部無文革および内面は横ナデによ　調

整されている。胎土には砂粒を含み　焼成は良好である。色調は内外画と　褐色を呈している。

推定口径は29．4cmで，現存高は12．7cmである。

鯛は　厚手の波頂部片で　太い沈線で区画がなされ　内部に縄文を充壊している。姐は　胴部

のくびれ部片で，逆U字状の沈線区画内に縄文を施している。42は，縄文地文上に逆U字状の

沈線文を描　胴部片である。職は　緩い波状を呈する日録部片で撃　隆線による曲線的モチーフを

一　丁　r Tl：：つ＼／摘∴ノー　・′′．　　つ′　′　イキ：ニ：′．．′こ　くl・l　′　′ノ∴・－，、′　‾　′′「．　、

垂下ずる　条の隆線間を磨消し　区画外には縄文を施している。媚⑳媚は　目線都無文革を有し撃

以下に付加条縄文を施すもので撃　無文革に突出部をもち撃　両者は同一個体と考えられる。媚は撃

緩い波状緑を豊し撃　日経直下に鼠条の四線を巡らし撃　以下に無節縄文を縦位の羽状を呈するよう

に旛文している。四線下の一部は舌状に突起している。鯛は　目線部無文革を　条の貼付降嫁で

区画し　以下に縄文を施している。誹は　内湾するロ綾部片で撃　日経部無文革を残し撃　以下に単

節細沢監を縦位　斜位回転で施文している。狙◎犯は　日経直下に　条の四線を巡らし撃　以下に

縄文を施している。5鼠の縄文は条が縦走するよ　に付されている。5　⑳別は　目線部無文帯を激

発の沈線で区切勘　以下に縄文を付している。射お　内湾するロ綾部片で　無文帯の幅がやや広

い。55は，口緑直下に1条の凹線を巡らし，以下に刺突文らしいものが付されている以外は無文と

考えられるが，器面の磨滅が著しく不明瞭である。56は，口緑直下に2列の円形刺突文を付し，

以下に縄文を施しているが，器面の磨滅が著しい。57～61は，縦位の条線文が施されている胴部

片で，同一個体と考えられる。61の下端にみられるように，底面の近くは無文となるものと思わ

れる。62。63は，縄文だけが付されている。62は単節の多条縄文，63は複節縄文が施されている。

鋸は学　内傾する厚手のロ緑部片で撃　目線部文様帯を2本の降嫁を巡らして区画しているが9　区

画内を無文としている。

631



r‾　　－さ一．一一＿－、

＼

l

、一一‥－・∴・

－

、で－．二＼

い

1

．

‥

一

一

・

．－

、

・

1

－

1

一

l

＿普蕪聯鷹鞠馳

∵’一∴二一°－．一一
I J－　こ．ハ諺翠睾讐ノ　ノJ

1

．

．

．

t

T

l

．

、

一

も

・
∴
、

∴

　

　

．

‥

帽
　
！
付
与
J

へ
・
ガ
粧
Ⅳ
軋

す，《・一刀
ハーノヤ　てこiノ1

ジーミ・こ、八一こT

・丁　ノレし、

こ∴一！．′

8

（
＝
0
日
Ⅱ

ノ

第503図　第3い37号住居跡出土遺物実測図・拓影図（1）

1632‥－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿－⊥　　　！



第504図　第36・37号住居跡出土遺物実測図・拓影図（2）

65は，第36・37号住居跡の重複部分の東側の覆土から伏せられた状態で出土した深鉢形土器の

底部片である。底面の中央部が少し凹み，上げ底状を呈している。外面には単節縄文RLが縦位，斜

位回転で施文されている。底面の近くは横方向のへラナデが著しい。内面は縦方向のへラナデが施

されている。胎土には微砂を含み，焼成は良好である。色調は外面が褐色，内面が暗褐色を呈し

ている。底径は5．3cmで，現存高は7．1cmである。

66は，第36・37住居跡の重複部分の覆土から出土した深鉢形土器の底部片である。器面は横ナ

デにより整形されている。胎土には小石粒，砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈し

ている。底径は5．6cmで，現存高は3．9cmである。

第37号住居跡（第505図）

本跡は，遺跡の南部F4b。・F5bl区を中心に確認されたもので，第30号住居跡の北東側6mに位
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置している。東の農道下に遺構が広がっているので，約3分の1は未調査である。また，北東側・

北側で第36号住居跡と，北西側で第421号土壌と重複している。土堰との新旧関係は，不明である。

平面形は，長径6．2m（推定）・短径5．2m（推定）の楕円形状と思われる。長径方向は，N－49。－W

を指している。壁は両壁の一部に軟らかい部分が認められるが，欠損している北壁を除くほかの

壁は，床面から垂直に立ち上がっている。壁高は，12～21cmである。床面はハードロームでよく

踏み固められていて硬く，平坦である。ピットは13か所検出され，規模は径30～40cm・深さ13～45

cmである。配列が不規則で全体として南東側に片寄っているため，主柱穴は判別できない。炉は

本跡の中央に検出され，径88cmの円形で，床面を36cmはどすり鉢状に掘り凹めた地床炉である。炉

床と炉壁はあまり焼けておらず，炉の覆土の焼土量も少ないため使用期間は短かかったと考えら

れる。

覆土は6層からなり，主に暗褐色土・褐色土が堆積している。全層とも締まっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から少量出土している。

第37号住居跡出土土器（第506図1～18）

1・2は，ロ綾部に1条の沈線を巡らし，以下に縄文を施している。あるいは同一個体かもし

れない。3は，緩い波状を呈するロ緑部片で，ロ緑直下に1条の沈線を巡らし，胴部に縄文と沈

線文を施している。4～6は，口緑直下に1条の凹線を施し，以下に縄文を付している。7は，

口緑部に幅の狭い無文帯を残し，以下に縄文を施しているが，器面の磨滅が著しい。8は，細い

隆線で曲線的モチーフが描かれている胴部片で，モチーフ間には縄文を付している。9・10は，

胴部のくびれ部片で，U字状，逆U字状の沈線区画内に縄文を充填しているが，共に磨滅や削落
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がみられる。11～14は，口緑部にやや大きめの円形刺突文を1列施している。15は，口緑直下の

浅い沈線を挟んで小さな円形竹管文を施し，以下に縄文を付しているが，器面の磨滅が著しく，

文様は不鮮明である。16は，縄文地文上に縦倍の沈線文を乱雑に施文している胴部片である。

17は，縄文と縦位の条線文が併用されている胴部片である。18は，無文のロ緑部片である。

本跡から出土した土器はあまり多くはないが，本跡に伴うと考えられる第503図38・39や覆土

から出土した土器片から判断すれば，本跡の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第3節　土壌と出土土器

主な土壌を記述し，残りは一覧表にして掲載した。

第13号土壌（第558図）

本土堰は，C2j9区を中心に確認され，遺跡の北端に位置している。平面形は，径2．52mの円形

である。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，18cmである。覆土

は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から10点出土している。

第13号土壌出土土器（第507図1～4）

1は，直線的磨消帯が垂下する胴部片で，区画間に縄文を施している。2～4は，縄文だけの

胴部片である。2・3は単節，4は無節縄文が付されている。

本堀からは10点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本場の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第507図　第13号土壌出土遺物拓影図

第34号土壌（第568図）

本土塀は，D3f2区を中心に確認され，第3号住居跡の東側5mに位置している。平面形は，長

径3．26m・短径2．0mの楕円形である。長径方向は，N－29。－Wを指している。壁は外傾して立

ち上がり，底面は南西から北東にかけて40cm差で2段に掘りこまれている。確認面からの深さは，
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最深部で91cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文時代前期（浮島式）の土器片

などが覆土から7点出土している。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

Li　　　！

第508図　第34号土壌出土遺物拓影図

第別号土壌出土土器（第508図1～4）

1～3は，いずれも薄手の胴部片で，いわゆる三角文が施され同一個体と思われる。前期の浮

島Ⅲ式土器である。4は，中期のもので，低い隆線と縄文が施されている胴部の小片である。

本墳からは7点の土器片が出土しているが，前期のものと中期のものが混在しており，本城の

時期は不明である。

第97号土壌（第572図）

本土壌は，D3j2区に確認され，第12号住居跡の南側8mに位置している。平面形は，長径1．03

m・短径0・82mの楕円形である。長径方向は，N－0。を指している。壁は外傾して立ち上がり，底

面は平坦である。確認面からの深さは，31cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄

文土器片が覆土から17点出土している。

第97号土壌出土土器（第509図1～5）

1は，口綾部文様帯を隆線で楕円形に区画し，区画内に複節縄文LRLを充填している。2～4

は，直線的磨消帯を有する胴部片で，区画間に縄文を施している。2の破片の上端には，横位に

巡る沈線がみられ，口緑部文様帯の区画の一部と思われる。5は，縄文地文上に沈線を垂下さ

せている胴部片である。2～4は単節，5は複節縄文である。

本壕からは17点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本塀の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本城からは土器片錘1点が出土している。
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第509図　第97号土壌出土遺物拓影図
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第136号土壌（第575図）

本土域は，E3al区に確認され，第12号住居跡の南側12mに位置している。平面形は，長径1．38

m・短径0．95m（推定）の楕円形状と思われる。長径方向は，N－310－Eを指している。東側で

第135号土塀と重複している。新旧関係は，不明である。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦で

ある。確認面からの深さは，38cmである。覆土は，5層からなっている。遺物は，縄文土器片が

覆土から13点出土している。

第136号土壌出土土器（第510図1～4）

1・2は，直線的磨消帯を有する胴部片で，区画間に縄文を施している。3は，口辺部片で，

隆線で渦巻状のモチーフを描き，モチーフ間に縄文を充填している。4は，厚手の胴部片で，半

裁竹管状施文具による太い沈線を縦位に施している。

本塘からは13点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本城からは磨製石斧1点が出土している。

第510図　第136号土壌出土遺物拓影図
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第138号土壌（第560図）

本土域は，E3j。区を中心に確認され，第31号住居跡の北西側7mに位置している。平面形は，径

1．0mの円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面はやや起伏をもっている。確認面からの深さ

は，58cmである。覆土は，6層からなっている。遺物は，縄文時代中期（加曽利E式）の把手付

土器を中心に覆土の下層から12点出土している。
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第511図　第138号土壌出土遺物拓影図

第138号土壌出土土器（第511図1～2）

1は，山形の波頂部をもつ口緑部片

で，ロ緑直下に1条の沈線を巡らし，

以下は無文である。波頂部から胴部に

向けて縦位に橋状把手が付され，把手

上には1本の沈線を施している。色調

は黒色を呈し，内面に炭化物が付着している。2は，薄手の口辺部片で，低隆線で口緑部文様帯
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を楕円形に区画し，区画内に縄文を施している。

本域からは12点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。須恵器片1点

が混入している。したがって，本場の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第141号土壌（第594図）

本土堰は，D3jl区を中心に確認され，第12号住居跡の南側8mに位置している。平面形は，長径

1．72m・短径1．53mの楕円形である。長径方向は，N－420－Eを指している。壁は外傾して立ち

上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，65cmである。覆土は，2層からなっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から9点出土している。

0

Ll一一一一一一一一十－l－一一1

第512図　第141号土壌出土遺物拓影図　　　　　　　　　　　　1は，波状を呈する口緑部

片で，隆線による楕円区画内に縄文を充填している。2は，直線的磨消帯を有する胴部片で，内

面にわずかに炭化物が付着している。3は，口緑直下に1条の太い沈線を巡らし，口唇郡と沈線

の間には縄文を施している。

本場からは9点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本場からは土器片錘1点が出土している。

第143号土壌（第594図）

本土域は，D3jl区に確認され，第12号住居跡の南側8mに位置している。平面形は，長径0．75m・

短径0．6m（推定）の楕円形と思われる。長径方向は，N－0。を指している。南側・南西側で，第140

号土塀と重複している。新旧関係は，不明である。壁は外傾して立ち上がり，底面はやや起伏し

ている。確認面からの深さは，34cmである。覆土は，1層だけである。遺物は，縄文土器片が覆

土から33点出土している。

第143号土壌出土土器（第513図1～10）

1は，口緑部文様帯を低隆線で楕円形に区画し，区画内に縄文を充填している。2は，薄手の

ロ緑部片で，口緑部無文帯を1条の比較的高めの貼付隆線で区画し，胴部に隆線による施文を付

している。3は，幅の広い口緑部無文帯を有し，以下に逆U字状の沈線区画を描き，縄文を充填

している。4は，口緑直下に2条の沈線を巡らし，以下は縄文を付している。5は，内湾する口

緑部片で，口綾部にわずかに無文帯を残し，以下に縄文を施している。6は，幅の広い口緑部無
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文帯を1条の沈線で区画している。7は，無文の口緑部片である。8は，薄手の胴部片で，粗い

沈線文を縦位に施している。9は，やや厚手の胴部片で，垂下する沈線間に縦位の条線文を付し

ている。10は，後期前半の粗製土器の口緑部片で，外面に縄文が付され，口唇部内面に1条の沈

線を巡らしている。器面の磨滅が著しい。

本填からは33点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIIl式期のものである。後期のも

のは10の1点にすぎず，混入と考えられる。したがって，本棟の時期は加曽利EIII式期と考えられ

る。なお，本城からは土器片錘2点，礫器1点が出土している。
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第513図　第143号土壌出土遺物拓影図

第153号土壌（第576図）

本土堰は，D3j4区に確認され，第13号住居跡の北西側6mに位置している。平面形は，長径1．48

m・短径1．25mの楕円形である。長径方向は，N－170－Wを指している。壁は外傾して立ち上が

り，底面は平坦である。確認面からの深さは，25cmである。覆土は2層からなり，自然堆積であ

る。遺物は，縄文土器片が覆土から19点出土している。

第153号土壌出土土器（第514図1～4）

1は，直線的磨消帯を有する胴部片で，区画間に複節縄文LRLを施している。2は，低隆線

による曲線的区画が施されている胴部片である。3は，口緑部無文帯を有し，以下に縄文を付し

ている。無文帯と縄文部の境は段状を呈している。4は，強く外反する無文の口緑部片で，器面

の磨滅が著しい。

第514図　第153号土壌出土遺物柘影図

、J、．い‾ゞ・こ、廿

ー640



本場からは19点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。この中に1点

台付土器の破片が含まれている。したがって，本域の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第154号土壌（第560図）

本土域は，D3j5区に確認され，第13号住居跡の北側4mに位置している。平面形は，径0．85mの

円形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，32cmである。

覆土は2層からなり，各層がレンズ状に堆積する自然堆積である。遺物は，縄文土器片が覆土か

ら14点出土している。

第154号土壌出土土器（第515図1～4）

1は，胎土に繊維を含む胴部片で，複節縄文の地文上に半裁竹管状施文具による横位の沈線文

を施している。前期の黒浜式土器である。2は，波状を呈する口緑部片で，隆線と沈線で口緑部

文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を施している。3・4は，低隆線による区画が施されて

いる胴部片である。

本墳からは14点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第515図　第154号土壌出土遺物柘影図

第155号住居跡（第576図）

本土壌は，D3j5区に確認され，第13号住居跡の北西側6mに位置している。平面形は，径2．1m・

短径1．02mの楕円形である。長径方向は，N－720－Wを指している。壁は外傾して立ち上がり，

底面は平坦である。確認面からの深さは，30cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，

縄文土器片が覆土から69点出土している。

第155号土壌出土土器（第516図1～9）

1は，波状を呈する口緑部片で，口緑部文様帯を低隆線で楕円形に区画し，区画内に縄文を施

している。2・3は，隆線による区画を有する胴部片である。4は，口緑部にわずかに無文帯を

残し，以下に縄文を施している。5は，縦位の条線文が付されている胴部片である。6は，無文
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のロ緑部片である。7・8は，口緑部に施された縄文を1条の沈線で区画し，以下に無文帯を設

けている。7は，口唇部が若干内側に肥厚し，8は，薄手でやや外反している。9は，後期の安

行II式期の釣手土器の釣手部片と思われ，小さな突起と沈線文が安行II式の特徴をよく表現して

いる。7・8も薄手で，胎土・焼成からみて後期の土器片と思われる。

本城からは69点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。後期と考えら

れるものは7～9の3点だけである。したがって，本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

なお，本域からは土器片錘3点が出土している。
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第516図　第155号土壌出土遺物拓影図

第160号土壌（第577図）

本土壌は，E3a。区を中心に確認され，第13号住居跡の西側4mに位置している。平面形は，長

径2．28m・短径1．66mの楕円形である。長径方向は，N－38。－Wを指している。壁は外傾して立

ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，36cmである。覆土は，3層からなっている。

遺物は，縄文土器片が覆土から61点出土している。

第160号土壌出土土器（第517図1～9）

1は，アナダラ属の貝殻腹緑による波状貝殻文を有している胴部片で，前期の浮島式土器であ

る。2は，沈線で口緑部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を付している。3は，隆線によ

る曲線的モチーフを描いている薄手の胴部片で，モチーフ間に縄文を施文している。4・5は，

口綾部無文帯を1条の沈線ないし凹線で区画し，以下に縄文を施している。4の無文帯の幅が広

く，5は幅が狭い。6は，条線文を縦位に施している胴部片である。7は，縄文だけの胴部片で

ある。8は，厚手の口綾部片でやや外反しており，破片の下端に太い沈線による施文を有するが，

全体の構成は判らない。

9は，本壕の覆土から出土した底部片で，外面は横ナデ，底面の近くは不定方向のナデにより

調整されている。内面は未調整である。胎土に砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が褐
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色，内面が灰褐色を呈している。底径は7．9cmで，現存高は2．1cmである。

本域からは61点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。前期のものは

1の1点だけである。以上から，本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第517図　第160号土壌出土遺物実測図・柘影図

第199号土壌（第579図）

本土堰は，E3a7区に確認され，第15号住居跡の北側3mに位置している。平面形は，長径1．32

m・短径1．10mの楕円形である。長径方向は，N，480－Wを指している。壁は外傾して立ち上が

り，底面は平坦である。確認面からの深さは，280mである。覆土は3層からなり，各層がレンズ

状に堆積する自然堆積である。遺物は，縄文土器片が覆土から8点出土している。

！　　　；　　　！

第5川図　第199号土壌出土遺物実測図・拓影図

充填している。

第199号土壌出土土器（第518図1～3）

1は，直線的磨消帯を有する胴部の

小片である。2は，薄手の胴部片で，

隆線による曲線的モチーフ内に縄文を

3は，本城の覆土から出土した台付土器の台部片である。外面は磨滅しており，調整方法は不

明である。現存部で2か所の孔が見られ，孔は欠損しているので，形状は確かではないが，楕円

形を呈するものと思われる。全体の数や配列も不明である。内面の孔の無い部分は縦ナデ，脚端

部は横ナデが施されている。胎土には砂粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を呈している。

推定底径は8．1cmで，現存高は3．1cmである。

本城からは8点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本場からは土器片錘1点が出土している。

第201号土壌（第596図）

本土域は，E3a8区に確認され，第15号住居跡の北側3mに位置している。平面形は，長径2．25
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m・短径1．35mの不整楕円形で，南側が内側にへこんでいる。長径方向は，N－900－Eを指して

いる。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，24cmである。覆土は，

2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から87点出土している。

第201号土壌出土土器（第519図1～10）

1～3は，隆線による施文が主となるもので，1は口綾部片，2・3は胴部片である。1は，

2本組の隆線で曲線的モチーフを描き，2・3は，1本の隆線で文様を構成しており，いずれも

モチーフ間に縄文を施している。4は，ロ緑部の縄文を1条の沈線で区切っている。5～9は，

細く鋭い沈線で，U字状，Ⅴ字状，逆U字状などを呈すると思われる曲線的モチーフを描き，モ

チーフ内に撚りの緩い単節縄文を施文している。これら5点は，文様に共通性があり同一個体と

思われるが，接合はできない。10は，無文の□緑部片である。1～10は，いずれも本城の覆土上

面から出土したものである。

本場からは87点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII・IV式期のものである。したがっ

て，本棟の時期は加曽利EIII・IV式期と考えられ，特定はできない。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；＿＿　　」

第519図　第201号土壌出土遺物拓影図

第215号土壌（第580図）

本土域は，D3f。区を中心に確認され，第11号住居跡の南側3mに位置している。平面形は，長

径1．62m・短径1．02mの楕円形である。長径方向は，N－79。－Wを指している。遺構の確認面が

南から北にかけて緩やかな傾斜を示している。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確

認面からの深さは，24cmである。覆土は3層からなり，各層がレンズ状に堆積する自然堆積であ

る。遺物は，縄文土器片が覆土から32点出土している。

第215号土壌出土土器（第520図1～6）

1は，口緑直下に1条の深い凹線を巡らし，以下に縄文を付している。2は，太い沈線で逆U
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字状の区画を描き，区画内に縄文を充填している。3は，幅の狭い直線的磨消帯を有する胴部片

で，区画間に粗い縄文を付している。4は，縄文地文上に3本組の沈線を垂下させている胴部

の小片である。5は，大粒の縄文が付されている胴部片で，拓本の右端にナゾリの痕跡が認めら

れる。縄文が1と類似しており，両者は同一個体と考えられる。6は，幅の広い口緑部無文帯を

1条の貼付隆線で区画している。

本墳からは32点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本域の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

1品．叫声’け腎

第520図　第215号土壌出土遺物拓影図

第223号土壌（第580図）

本土壕は，D3h．区に確認され，第12号住居跡内に位置している。平面形は，長径0．91m・短径

0．78mの楕円形である。長径方向は，N－140－Wを指している。壁は垂直して立ち上がり，底面

は平坦であるが，中央には1か所のピットが掘られている。確認面からの深さは，最深部で43cm

である。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から22点出土している。

第223号土壌出土土器（第521図1～5）

1～5は，いずれも本域の確認面から出土したものである。1～3は，直線的磨消帯を有する

胴部片で，区画間の縄文は1が複節，2・3は単節である。4は，縦位の条線文を施している胴

部片である。5は，波状を呈する口綾部片で，内湾する無文帯を1条の沈線で区切っている。

本墟からは22点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本堰の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第255号土壌（第582図）

本土塀は，E4a2区を中心に確認され，第19号住居跡の東側2mに位置している。平面形は，長

径2．0m・短径1．75mの楕円形である。長径方向は，N－30－Wを指している。壁は外傾して立

ち上がり，底面は平坦であるが，南東側にピット1か所が掘られている。確認面からの深さは，

25cmである。覆土は，4層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から18点出土している。

第255号土壌出土土器（第522図1～5）

1～5は，いずれも本域の確認面から出土したものである。1は，ロ緑直下に1条の凹線を巡

らし，以下に複節縄文を施している。2・3は，直線的磨消帯を有する胴部片で，磨消帯の幅は

狭い。区画間に縄文が付されている。2の縄文は粗く，3の縄文は原体が短かく，多方向から回

転して施文されている。4は，外反する無文の口緑部片で，口唇部は薄く作られている。5は，

条線文が乱雑に施文されている胴部の小片である。

本域からは18点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第522図　第255号土壌出土遺物拓影図

第279号土壌（第562図）

本土域は，E4b7区に確認され，第22号住居跡の南側1．5mに位置している。平面形は，径1．07m

の円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，17cmである。

覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から15点出土している。
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第523図　第279号土壌出土遺物拓影図

第279号土壌出土土器

（第523図1～3）

1～3は，器面全体に隆線に

よる曲線的モチーフを描くもの

で，1・2は内湾する口緑部片，3は胴部片である。2の隆線はナゾリにより，断面三角形状を

呈しており，1～3ともモチーフ間には縄文を充填している。

本城からは15点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，
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本場の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第282号土壌（第562図）

本土域は，E4b8区を中心に確認され，第22号住居跡の南東側5mに位置している。平面形は，

径1．5mの円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面は起伏している。確認面からの深さは，73

cmである。覆土は，4層からなり，各層がレンズ状に堆積する自然堆積である。遺物は，縄文土

器片が覆土から38点出土している。

第282号土壌出土土器（第524図1～10）

1・3～5・7・8・10は，本城の覆土から，2・6・9は，確認面から出土したものである。

1・2は，隆線で口緑部文様帯を区画しており，2の区画内には縄文を施している。3は，口緑

部無文帯を残し，以下に縄文を施している。無文帯と縄文部の境は段を有している。4は，口緑

直下に1条の凹線を巡らし，以下に縄文を施している。5は，垂下する隆線による区画を有する

胴下半部片で，区画間に縄文を施し，内面には炭化物の付着が著しい。6は，厚手の胴部片で，

直線的磨消帯を有し，区画間の縄文は無節である。7は，逆U字状の沈線区画内に縄文を充填し

ている胴部片で，内面は剥落が著しく，整形方向は分らない。8は，幅の狭い曲線的磨消帯を有

する胴部片で，内面に整形時の段差が明瞭に残されている。器面の内外面に炭化物が付着してい

る。9は，ロ緑部無文帯を有し，以下に横位に条線文を付している。10は，縄文と条線文が併用

されている胴部の小片である。

本城からは38点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本塀の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第524図　第282号土壌出土遺物拓影図

第283号土壌（第584図）

本土域は，D2f9区を中心に確認され，第3号住居跡内に位置している。平面形は，長径1．55m・

短径1．39mの楕円形である。長径方向は，N－710－Wを指している。壁は外傾して立ち上がり，
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底面は皿状に中央が凹んでいる。確認面からの深さは，61cmである。覆土は，1層だけなので，

埋め戻された土層と考えられる。遺物は，縄文土器片が覆土から30点出土している。

第283号土壌出土土器（第525図1～7）

1～3は，口辺部片で，沈線で口緑部文様帯を区画し，以下に直線的磨消帯を施している。1

の磨消帯の幅は狭く，2の幅は広い。4・5は，直線的磨消帯を有する胴部片である。6は，条

線文を縦位，斜位に施文している胴部片である。7は，口緑部に無文帯を残し，以下に粗い沈線

文を縦位に付している。器面に炭化物の付着が認められる。

本堀からは30点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本場からは軽石製品1点が出土している。
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第525図　第283号土壌出土遺物拓影図

第284号土壌（第584図）

本土壌は，D4e。区に確認され，第3号住居跡内に位置している。平面形は，長径1．1m・短径0．

97mの楕円形である。長径方向は，N－900－Eを指している。壁は垂直に立ち上がり，底面は平

坦である。南西側は第313号土壌と重複している。新旧関係は，不明である。確認面からの深さは，

58cmである。覆土は，1層だけなので，埋め戻された土層と考えられる。遺物は，縄文土器片が

覆土から9点出土している。
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第284号土壌出土土器

（第526図1～3）

1は，口緑部文様帯を隆線で

楕円形に区画し，区画内に縄文

を充填し，胴部に幅の狭い磨消

帯を施している。2は，曲線的



磨消帯を有する胴部片である。3は，縄文だけの胴部の小片である。

本城からは9点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものである。したがっ

て，本壕の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第289号土壌（第563図）

本土域は，E3b8区を中心に確認され，第15号住居跡内に位置している。新旧関係は，不明であ

る。平面形は，長径1．45m・短径1．37mの円形に近い楕円形である。長径方向は，N－00を指して

いる。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦で，円筒形の掘りこみである。確認面からの深さは，

126cmと深い。覆土は，1層だけなので，埋め戻された土層と考えられる。遺物は，縄文土器片が

覆土から12点出土している。

第289号土壌出土土器（第527図1～4）

1は，ロ緑部文様帯を隆線で楕円形に区画し，区画内に縄文を充填している。2は，曲線的磨

消帯を有する胴部片で，区画外に縄文が付されている。3は，隆線による曲線的モチーフが描か

れている胴部片で，モチーフ外には縄文が施されている。4は，縦位の条線文が施文されている

胴部片である。

本墳からは12点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第527回　第289号土壌出土遺物拓影図

第295号土壌（第粥5図）

本土壕は，E4d7区を中心に確認され，第27号住居跡の東側12mに位置している。平面形は，長

径1．64m・短径1．22mの楕円形である。長径方向は，N－430－Eを指している。壁は垂直に立ち

上がり，底面はやや凹凸がある。確認面からの深さは，750mである。覆土は，5層からなってい

る。遺物は，縄文土器片が覆土から14点出土している。

第295号土壌出土土器（第528図1～3）

1は，波状を呈する口緑部片で，沈線で口緑部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を充填
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している。2は，縄文だけの胴

部片で，3は，無文の口緑部片

2　　　10c品　である。

第528図　第295号土壌出土遺物拓影図　　　　　　　　　土しており，主体は加曽利EIII

式期のものである。したがって，本堰の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第304号土壌（第585図）

本土壌は，E4h。区を中心に確認され，第29号住居跡の南西側7mに位置している。平面形は，

長径2．79m・短径2．37mの楕円形である。長径方向は，N－150－Wを指している。壁は外傾して

立ち上がり，底面は凹凸が著しい。確認面からの深さは，84cmである。覆土は，10層からなり，

すべての層が締まっている。また，各層が交互に入りくんで，堆積のしかたがやや複雑である。

遺物は，縄文土器片が覆土から21点出土している。

第304号土壌出土土器（第529図1～6）

1は，口唇部上面および口緑直下に沈線を巡らし，以下を無文としている厚手の口緑部片であ

る。2は，縄文だけが施されているロ緑部の小片で，薄手である。3は，内湾する無文の口緑部

片である。4～6は，胎土・焼成・色調および施文に共通性がみられ，同一個体と思われる。4

は，口緑部片，5・6は，胴部片である。浅鉢形ないしは皿形を呈するものと思われ，曲線的磨

消縄文を主とする文様を描いており，底面の近くには，キザミ臼状の刺突文列および円形竹管文

が認められる。器面全体に磨滅が著しい。

本城からは，21点の土器片が出土しており，加曽利EIII式期のものが主体であるが，後期中葉

のもの（2・4～6）も出土している。しかし，後期中葉の土器片は磨滅が著しく，本堰に伴うも

のとは考えられない。したがって，本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

∩
兢 与・宍

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第529図　第304号土壌出土遺物拓影図

第313号土壌（第595図）

本土域は，D2fo区を中心に確認され，第3号住居跡内に位置している。新旧関係は，第3号住
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居跡の炉が本城の覆土上位に構築されていることから，本土壌が古いと考えられる。平面形は，

長径1・64m・短径1・34mの楕円形である。長径方向は，N－900－Wを指している。北東側で第284

号土塀と重複している。壁は外傾して立ち上がり，底面はやや起伏している。確認面からの深さ

は，72cmである。覆土は，13層からなり，1～3層は軟らかいが，4～13層は締まっている。遺

物は，縄文土器片が覆土の下層から31点出土している。

第313号土壌出土土器（第530図1～6）

1～3は，直線的磨消帯を有する胴部片である。1は，厚手で区画間に異条の単節縄文RLを縦

位回転で施文している。2・3は，幅の狭い磨消帯と縄文が共通し，同一個体と思われるが接合

はできない0　4は，口緑直下に1列の円形刺突文を並べ，以下に縄文を付している。5は，口緑

部の小片で・無文帯をわずかに残し，以下に縦位の条線文を施している。6は，口綾部無文帯を

有し，以下に隆線で区画を施している。

本場からは31点の土器片が出土しており，主体は加曽利EII拭期のものである。したがって，

本堰の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本塘からは土器片錘2点が出土している。
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第530図　第313号土壌出土遺物拓影図

第316号土壌（第586図）

本土堀は，E4fl区を中心に確認され，第24号住居跡の北側0．5mに位置している。平面形は，長

径1・87m・短径1・65mの楕円形である。長径方向は，N－860－Wを指している。壁は垂直に立ち上

がり，底面は平坦である。確認画からの深さは，87cmである。覆土は，5層からなっている。遺

物は，縄文土器片が覆土から56点出土している。

第316号土壌出土土器（第531図1～6）

1．2は，細めの低い隆線による施文を主とする口緑部片である。1は，内湾する口緑部片で，

2本組の隆線で曲線的モチーフを描き，モチーフ間に縄文を施している。2は，幅の広い無文帯

を有し，以下にクランク状の区画を施し，区画内に縄文を充填している。3は，口縁直下に1条

の凹線を巡らし，以下は縄文を施している小片である。4～6は，直線的磨消帯を有する胴部片

で，区画間に縄文を施している。
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本域からは56点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。また，本城か

らは大形の深鉢形土器（第632図）が正位で出土しており，これも加曽利EIII式期のものである。

したがって，本項の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本城からは土器片錘1点が出土

している。
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第531図　第316号土壌出土遺物柘影図

第320号土壌（第587図）

本土域は，E4j。区を中心に確認され，第36号住居跡の北側4mに位置している。平面形は，長

径2．0m・短径1．22mの楕円形である。長径方向は，N－65。－Eを指している。壁は外傾して立ち

上がり，底面は平坦である。南壁際に径22cm・深さ11cmの円形のピット1か所が掘られている。

確認面からの深さは，20cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文時代後期（称名

寺式）の土器片を中心に覆土から9点出土している。

第320号土壌出土土器（第532図1～6）

1は，細い沈線による直線的磨消帯を有する胴部片で，器面が少し磨滅している。2は，沈線

による曲線的磨消帯が垂下し，区画外に雨垂れ状の刺突文が充填されている胴部片である。3は，

口緑直下に円形刺突文を付し，以下を無文としている。4～6は，薄手の胴部片で粗い縄文が施

されており，縄文が類似しているので同一個体と考えられる。1～6は，いずれも本域の

覆土上位から出土したものである。

本墟からは9点の土器片が出土しており，後期の土器が主体を占めている。称名寺II式（2），堀

之内I式（3），加曽利B式（4～6）などである。上記したようにこれらは本城の上位から出土し

第532図　第320号土壌出土遺物柘影図
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ているので，詳しい時期は不明だが，本項の時期は後期前葉から中葉の時期と考えられる。

第321号土壌（第587図）

本土域は，E5jl区に確認され，第36号住居跡の北側3．5mに位置している。平面形は，長径1．2

m・短径0．95mの楕円形である。長径方向は，N－0。を指している。壁は外傾して立ち上がり，

底面は平坦である。確認面からの深さは，18cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，

縄文土器片が覆土から3点出土している。

第321号土壌出土土器（第533図1～2）

1は，縄文地文上に太めの沈線が3条垂下している胴部

片である。2は，胴部の小片で，垂下する隆線上に刺突文

を加えている。

本城からは3点の土器片しか出土していないが，いずれ

も堀之内I式期のものである。したがって，本場の時期は

堀之内I式期と考えられる。

畔仇』占cm第323号土壌。第587図）
第533図　第321号土壌出土遺物拓影図　本土壌は，F4a。区に確認され，第36号住居跡の北西側1

mに位置している。平面形は，長径1．68m・短径1．1mの楕円形である。長径方向は，Nr50－W

を指している。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，24cmである。

覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が確認面から22点出土している。

第323号土壌出土土器（第534図1～5）

1～5は，いずれも本堰の確認面から出土したものである。1は，緩い波状を呈する厚手の口

緑部片で，口緑直下に1条の沈線を巡らし，以下に縄文を施している。2も，波状口緑部片で，

口緑直下に下から突き上げるような刺突文を付し，胴部に曲線的磨消帯を施している。3は，厚

手の胴部片で，縄文地文上に縦位の条線文を重ねている。4は，縄文だけの胴部片で，破片の上

端部が厚く，下半部は極端に薄くなっている。5は，晩期前半のものである。口唇部上にいわゆ

るB突起を付し，日録部に細かい縄文を施して，1条の沈線で区切っている。

本項からは22点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものであるが，上記の

ようにいずれも確認面から出土したものである。したがって，本堀の時期は不明である。
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第534図　第323号土壌出土遺物拓影図

第342号土壌（第588図）

本土域は，F4b5区を中心に確認され，第30号住居跡の北西側8mに位置している。平面形は，

長径1．45m・短径1．31mの楕円形である。長径方向は，N－900－Eを指している。壁は外傾して

立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，41cmである。覆土は，1層だけなので，

埋め戻された土層と考えられる。遺物は，縄文土器片が覆土から10点出土している。

第342号土壌出土土器（第535図1～6）

1～5は，キャリバー形の深鉢形土器である。1は口緑部から胴部にかけての破片，2は口緑

部片，3～5は胴部片である。1は，口緑部文様帯を隆線で，渦巻文，長楕円形文の組み合わせに

より区画し，胴部には直線的磨消帯を施している。口緑部区画内および胴部の区画間には単節縄

文RLを縦位回転で施文している。2は，隆線で口緑部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を

充填している。3～5は，直線的磨消帯を有している。1・3～5とも磨消帯の幅は狭い。6は，

大形の深鉢形土器の口緑部片で，口緑部に単節縄文RLを横位回転を主に施文し，頸部に1条の貼
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第535図　第342号土壌出土遺物拓影図
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付隆線を巡らしている。隆線の両側にはナゾリを加え，隆線上には斜位の押圧を加えている。

本城からは10点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものである。したがっ

て，本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第346号土壌（第564図）

本土域は，E4j2区に確認され，第31号住居跡の北東側3．5mに位置している。平面形は，長径1．

78m・短径1．45mの楕円形である。長径方向は，N－460－Wを指している。壁は垂直に立ち上が

り，底面は平坦である。確認面からの深さは，90cmである。覆土は2層からなっている。遺物は，

石鉄が2点，縄文土器片が覆土から34点出土している。

P・′J

J′ノ′∠′j一こ

0　　　　　　　　　5cm
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第536図　第346号土壌出土遺物拓影図

している。1の沈線は深く明瞭に付されている。

第346号土壌出土土器（第536図1～2）

1・2とも，口綾部無文帯を1条の沈線で

区画し，以下に縄文を条が縦走するように施

本項からは34点の土器片が出土しており，加曽利EIII式期のものが主体を占めているが，小片

などが多く図示できたものは少ない。したがって，本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

なお，本壕からは土製円板1点，有孔円板2点，チャートの石鉄片2点，チャートの剥片1点が

出土している。

第353号土壌（第564図）

本土域は，E3f。区に確認され，第24号住居跡内に位置している。平面形は，径1．75mの円形であ

る。壁はフラスコ状に立ち上がり，袋状の掘りこみである。底面は皿状に凹んでいる。確認面か

らの深さは，102cmと深い。覆土は，5層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から93点出

土している。

第353号土壌出土土器（第537図1～11）

1は，高く突出する隆線により口緑部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を充填している。

口唇部に1条の凹線を巡らしている。2は，口縁直下に1条の隆線を施し，以下に無節縄文を付

している。3は，細く低い隆線を垂下させ，区画外に縄文を施している胴部片である。4は，口

緑直下から逆U字状の沈線区画を施し，区画内に縄文を充填し，区画間に上端が屈曲する沈線文

を加えている。5は，曲線的な沈線区画内に縄文を施している胴部の小片である。6・7は，口

緑直下に1条の凹線を巡らし，以下に縄文を施文している。8は，大形破片で，口緑部無文帯を
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わずかに残し，以下全面に単節縄文RLを横位，斜位回転で施文している。器面上半部には炭化物

が付着している。9は，縄文だけの胴部片で，太さの異なる2種類の単節縄文を使用して施文し

ている。10・11は，無文の口緑部片で，10は，外反している。11の右下端には焼成後の穿孔が認

められる。

本城からは93点の土器片が出土しており，そのほとんどが加曽利EIII式期のものである。した

がって，本塀の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本域からはチャートの石鍍1点，砂

質の粘土塊1点が出土している。
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第537図　第353号土壌出土遺物拓影図
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第354号土壌（第589図）

本土域は，E3f。区に確認され，第24号住居跡内に位置している。新旧関係は，不明である。平面

形は，長径1．69m・短径1．48mの楕円形である。長径方向は，N－260－Eを指している。壁は垂

直に立ち上がり，底面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。確認面からの深さは，76cmであ

る。覆土は，1層だけなので，埋め戻された土層と考えられる。遺物は，縄文土器片が覆土から

22点出土している。
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第538回　第354号土壌出土遺物拓影図

時期は加曽利EIIl式期と考えられる。なお，

第354号土壌出土土器（第538図1～2）

1は，口緑部無文帯を1条の沈線を巡らして区画

し，以下に付加条縄文を施文している。2は，幅の狭

い直線的磨消帯を有する厚手の胴下半部片である。

本城からは22点の土器片が出土しており，主体は

加曽利EIII式期のものである。したがって，本城の

本場からは土器片錘1点が出土している。

第355号土壌（第604図）

本土域は，E3g。区に確認され，第24号住居跡内に位置している。平面形は，長径1．38m・短径

1．21mの不整楕円形である。長径方向は，N－280－Eを指している。壁はなだらかに立ち上がり，

底面はやや起伏している。確認面からの深さは，33cmである。覆土は，2層からなっている。遺

物は，縄文土器片が覆土から29点出土している。

第355号土壌出土土器（第539図1～8）

1は，口緑直下に1条の凹線を巡らし，隆線で口緑部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文

を充填している。2は，太い沈線で口緑部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を施している。

3は，胴部片で，横位の太い沈線間に小さな刺突を付し，以下に縄文を施している。4は，細め

の弧状の隆線と沈線による区画間に縄文を施している薄手の胴部片である。5は，口緑直下から

粗い条線文を縦位に付している。6は，縦位の雑な沈線を密に施文している胴部の小片である。

7は，口緑部片で，縄文を間隔をあけて施している。8は，大粒の粗雑な縄文だけの胴部片であ

る。

本域からは29点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものが占めている。したがっ

て，本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第539図　第355号土壌出土遺物拓影図

一657

∴
10cm

3　　1一一1　－　1



第357号土壌（第564図）

本土壌は，E3f。区に確認され，第24号住居跡内に位置している。平面形は長径1．11m・短径0．61

mのまん中がくびれたひょうたん形をしている。長径方向は，N－670－Eを指している。壁は西

側で垂直，東側で外傾して立ち上がっている。底面は，平坦である。確認面からの深さは，67cm

である。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から21点出土している。
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第540図　第357号土壌出土遺物拓影図

第357号土壌出土土器

（第540図1～6）

1は，口緑部無文帯を

1条の太い貼付隆線で区

画し，以下に大粒の縄文

を施している。2は，波

状を呈する口緑部片で，

低隆線で口緑部文様帯を楕円形に区画し，区画内に縄文を施している。3は，口緑部無文帯を残

し，以下に縄文を施している。その境には段差を有している。4は，直線的磨消帯を有する胴部

片である。5は，縦位の条線文をやや間隔をあけて施文している胴部片である。6は，無文のロ

綾部片である。

本墳からは21点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本場の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本塘からは土器片錘1点が出土している。

第358号土壌（第564図）

本土域はE3i2区に確認され，第34号住居跡の東側5mに位置している。平面形は，径1．5mの円

形である。東側で第446号土壌と重複している。新旧関係は，不明である。壁はほぼ垂直に立ち上

がり，底面は平坦で，円筒形状に掘りこまれている。確認面からの深さは，90cmである。覆土は，

4層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から29点出土している。

第358号土壌出土土器（第541図1～5）

1～3は，口緑部無文帯を1条の凹線で区画し，以下に縄文を施している。3は，口唇部を欠

く口辺部片で，厚手である。4は，直線的磨消帯を有する胴部片である。5は，縄文だけの胴部

片である。

本墳からは29点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本場の時期は加曽利EIII式期と考えられる。
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第541図　第358号土壌出土遺物拓影図
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第384号土壌（第563図）

本土域は，E2i。区を中心に確認され，第34号住居跡の西側2mに位置している。平面形は，径1．

28mの円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，38cmで

ある。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から18点出土している。
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第542図　第384号土壌出土遺物拓影図

第384号土壌出土土器（第542図1～3）

1は，隆線による曲線的モチーフを

描き，モチーフ間に縄文を施している

胴部片で，隆線の接点上に円形刺突文

を付加している。2は，縦位の条線文

が付されている胴部片で，内外面とも

剥落しており，特に内面が著しい。3

は，厚手の胴部片で，縄文だけが施されている。

本場からは18点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，

本塀の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第386号土壌（第564図）

本土塀は，E3d。区に確認され，第13号住居跡の南西側14mに位置している。平面形は，長径1．

4m・短径1．23mの楕円形である。長径方向は，N－53。－Wを指している。壁は垂直に立ち上がり，

底面は平坦である。確認面からの深さは，46cmである。覆土は，5層からなっている。遺物は，

縄文土器片が覆土から18点出土している。

第386号土壌出土土器（第543図1～5）

1は，口綾部文様帯を低隆線で楕円形に区画しており，内外面とも剥落が著しい。2は，内湾

する波状口緑部片で，隆線による曲線的モチーフを器面に構成するもので，モチーフ間に縄文を
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充填している。内面に炭化物が付着している。3は，口緑直下に太い凹線を巡らしている。4は，

口緑部無文帯を1条の沈線で区画し，以下に縄文を施している。5は，無文の口緑部片である。

本墳からは18点の土器片が出土しており，主体は加曽利EHI式期のものである。したがって，

本境の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

第543図　第386号土壌出土遺物柘影図
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第387号土壌（第597図）

本土域は，E3i4区に確認され，第34号住居跡の東側13mに位置している。平面形は，長径1．02m・

短径0・85mの不定形で，北西側が外に突き出した形をしている。長径方向は，N－900－Eを指し

ている。北東側で，第391号土塀と重複している。新旧関係は，不明である。壁は外傾して立ち上

がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，42cmである。覆土は，1層だけなので，埋め戻

された土層と考えられる。遺物は，縄文土器片が覆土から17点出土している。

第387号土壌出土土器（第544図1～4）

1は，波状を呈する口綾部片で，口綾部文様帯を太い沈線で楕円形に区画し，区画内に縄文を

充填している。2は，無文地に細い隆線が垂下している胴部片で，わずかに赤彩痕が残存してい

る。3は，緩い波状緑を呈し，口緑部にわずかに無文帯を有し，以下に縄文を施している。4は，

薄手の口辺部片で，口緑部無文帯下に円形刺突文列を施し，以下に縄文を付している。

本墳からは17点の土器片が出土しており，その大半は加曽利EIII式期のものである。したがっ

て，本塀の時期は加曽利EIII式期と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　10cm

トー　　1・一一　I

第544図　第387号土壌出土遺物拓影図

第388号土壌（第591図）

本土堰は，E3i4区に確認され，第34号住居跡の東側11mに位置している。平面形は，長径1．25m・

短径1・03mの楕円形である。長径方向は，N－900－Wを指している。壁は垂直に立ち上がり，底

面は44cm差で2段に掘りこまれ，北西側から南東側にかけて傾斜している。確認面からの深さは，
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最深部で80cmである。覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から15点出土し

ている。

l　　　‥・l i

第545図　第388号土壌出土遺物拓影図

第388号土壌出土土器（第545図1～3）

1は，口緑部無文帯を1条の細い隆

線で区切り，以下に縄文を施している。

2は，口緑部無文帯を1条の浅い凹線

で区画し，以下に縄文を付している。3は，幅の広い直線的磨消帯を有する胴部片である。

本堰からは15点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EHI式期のものである。したがっ

て，本城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本堰からは土製円板1点が出土している。

第393号土壌（第591図）

本土域は，E3h4区に確認され，第28号住居跡の南西側18mに位置している。平面形は，長径1．

83m・短径1・02mの楕円形である。長径方向は，N－32。－Eを指している。壁は外傾して立ち上

がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，35cmである。覆土は，1層だけである。遺物は，

縄文土器片が覆土から10点出土している。
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第546図　第393号土壌出土遺物拓影図

第393号土壌出土土器

（第546図1～4）

1は，ロ綾部無文帯を

1条の凹線で区画し，以

1．0cm　下に縄文を施している。

2・3は，隆線による曲

線的モチーフが描かれている胴部片で，モチーフ間に縄文が施されている。2には，大柄な渦巻

状のモチーフが構成されている。3の内面には炭化物の付着が著しい。4は，曲線的な磨消帯を

有する胴部片である。

本堀からは10点の土器片が出土しており，そのほとんどは加曽利EIII式期のものである。したが

って，本境の時期は加曽利EHI式期と考えられる。なお，本塘からは土製円板1点が出土している。

第395号土壌（第565図）

本土壕は，E3j5区に確認され，第28号住居跡の南西側20mに位置している。平面形は，径1．27m

の円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さは，36cmである。
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覆土は，2層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から41点出土している。

第395号土壌出土土器（第547図1～4）

1は，本境から出土した破片2点と，第401号土塀から出土した2点が接合したもので，大形の

胴部片である。両堰は約1．5mほど離れている。文様は，2本組の微隆線で連続するU字状，逆U

字状のモチーフが描かれ，モチーフ内に縄文が充填されている。微隆線の間は磨消され，無文と

なっている。2は，波状を呈する口緑部片で，口緑部無文帯を1条の断面三角形を呈する微隆線

で区画し，胴部に沈線による逆U字状の磨消帯を施している。3は，曲線的沈線区画内に縄文を

施している胴部片である。4は，小形の手づくね土器の口緑部片で，無文である。

本城からは41点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIV式期の古い段階のものである。し

たがって，本城の時期は加曽利EIV式期と考えられる。

第547図　第335号土壌出土遺物拓影図

第401号土壌（第565図）

本土壌は，E3j5区に確認され，第28号住居跡の南西側11mに位置している。平面形は，径1．13m

（推定）の円形状と思われる。壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。確認面からの深さ

は，35cmである。覆土は，1層だけなので埋め戻された土層と考えられる。遺物は，縄文土器片

が覆土から34点出土している。

第401号土壌出土土器（第548図1～5）

1は，ロ緑部無文帯を1条の沈線で区画し，以下に縄文を施している。2は，隆線による曲線
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的モチーフ間に縄文を充填している厚手の胴部片である。3は，薄手の胴部片で，条線文が横位

に施されている。4・5は，縄文だけの胴部片で，5は，付加条縄文と単節縄文が併用されてい

る。

本場からは34点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものである。出土土器

から判断すると，本塙の時期は加曽利EIII式期の新しい段階と考えられる。
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第548図　第401号土壌出土遺物拓影図

第407号土壌（第566図）

本土塙は，E3C5区を中心に確認され，第13号住居跡の南側14mに位置している。平面形は，推

定で径1．18mの円形で，北側で第422号土壌と重複している。新旧関係は，土層の切り合いから本

土堰が新しいと考えられる。壁は外傾して立ち上がり，底面は40cm差で2段に掘りこまれ，凹凸

がある。確認面からの深さは，最深部で76cmである。覆土は，3層からなっている。遺物は，縄

文土器片が覆土から42点出土している。

第407号土壌出土土器（第549図1～11）

1は，本域の覆土から出土した破片2点が接合したもので，小形の深鉢形土器の口緑部から胴

部にかけての破片である。口緑部が内湾し，胴部が緩くくびれる器形を呈している。口縁直下に

1条の沈線を巡らし，以下に縦位の直線的磨消帯を垂下させている。区画間の縄文は単節RLで，

縦位回転である。器面には炭化物が付着している。内面上半部は横ナデ，下半部は縦ナデが加え

られている。胎土には微砂を含み，焼成は良好である。色調は内外面とも褐色を呈している。推

定口径は16．5cmで，現存高は13．6cmである。

2～4は，口緑部文様帯を隆線で，渦巻状，楕円形状に区画し，区画内に縄文が充填されてい

る。3の器面には炭化物が付着している。5は，太めの沈線で口緑部文様帯を楕円形に区画し，

区画内に縄文を施している。6は，直線的に外傾する小形の深鉢形土器の口緑部片で，口緑直下

に1条の沈線を巡らし，以下に縄文を施している。拓本の左端には沈線文も認められる。7～10

は，直線的磨消帯を有する胴部片である。8は厚手で，他は比較的薄手である。11は，乱雑な条

線文が施されている胴部片である。

ー663



本域からは42点の土器片が出土し，その主体は加曽利EIII式期のものである。したがって，本

城の時期は加曽利EIII式期と考えられる。なお，本場からは土器片錘3点が出土している。
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一第549図　第棚7号土壌出土遺物実測図・拓影図

第409号土壌（第566図）

本土域は，E2e6区を中心に確認された。平面形は，径2．85mの円形である。壁は開口部から垂

直に92cm掘りこまれ，底面は平坦である。さらに，底面には3か所のピット（南から左まわりに

A・B・Cと呼称）があり，このピットも垂直に掘りこまれ，土域の底面から52～89cmの深さを

有している。また，中央にはロームを掘り残した長径0．84m，短径0．36mの楕円形の盛り上がり部分

があり，その中央には径30cm・深さ74cmの垂直に掘りこまれたピットがある。Cピットの東側に

は焼土が認められ，平面形は長径0・6m・短径0・5m・深さ24cmの範囲で広がっている。廃土は，

4層に分かれて堆積している。覆土は，7層からなり，ほぼ自然堆積である。遺物は，縄文土器

片が覆土から600点出土している。大部分は覆土の上層からであるが，約150点は底面の中央にか

たまって出土している。

第409号土壌出土土器（第550～554図1～50，53～64）

1は，本城の中央部の覆土上位から内面を上にして出土した口緑部片を中心に，他の若干の破

片が接合したもので，4単位の山形突起を有する深鉢形土器の口緑部から胴部にかけての破片で

ある。突起部の内面に稜を有する点が特徴的である。口縁直下に1条の沈線を巡らし，口緑部文

様帯を隆線で主に楕円文を連続させて区画し，胴部には直線的磨消帯を垂下させている。口縁部

文様帯内には横位，胴部の区画間には縦位回転で，単節縄文RLを施文している。ロ緑部内面は，
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第550図　第409号土壌出土遺物実測図・拓影図（1）
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丁寧な横ナデ　胴部内面は縦ナデが認められる。焼成はやや不慮で　器画が少し磨滅している。

始まには小石粒を含むが撃良好である。色調は暗褐色を呈している。推定口径は2。玩照で　現

．′r雷′∴・′′‥X二＿言、ある

2は9本磯の東側のセクションベルト内から出土した破片を中心に撃その周辺の覆土から出土

した破舶書接合したもので撃　4単位の山形突起を有する深鉢形土器の目線部から胴部にかけての

破片である0突起部には渦巻文を付し撃以下器画全体に隆線とこれに沿　沈線によって渦巻腕

半楕円形状などの区画を描き　区画の内外に縄文を充壊している○縄文は単節弧で横位斜位撃

縦位と多方向から施文されている。内面は横ナデが加えられている。始まには微妙を含みタ緻密で

・∴′∴　豆塁上：・六十「＼言r’計∴：聖∵千十∴一、′・．∴∴　亨、′′∴′∴＿、呈了＿　言　二　′∴一、L－

る。

詔は雪目綾部文様帯を低隆線と沈線で長方形に区画し撃区画内に縄文が充壊されている厚手の

目線部片である0射お口綾部文様帯を沈線で長方形に区画し　区画内に縄文を施している。5

は撃沈線による楕円区画内に縄文を充壊し撃区画問にアクセン　的に円形刺梁文を付している口

辺部片で　第別号住居跡出土の蟻と同一個体であるが撃接合はできなかった。器画に炭化物が付

着している。～親は撃いずれ　直線的磨消帯を有する胴部片である。⑳　⑳臓◎膵は　ぴれ

部片9且8は底部近くの胴下半部片である。7◎9は器画がやや磨滅してお娠　m芸は炭化物が付

着している0鍼の磨消帝の幅は広ら臓の幅は極端に狭い○区画間に施されている縄文は　単節

が多し域且且◎温2◎鼠6◎温8が複節撃　温～釣は無節縄文が付されている。はは本域内のÅピットの

覆土から出土したものである〇五3の内面には厚く炭化物が付着している。鼠9◎2鼠の器面には炭化

物が付着している。22は撃薄手の打線部片で撃隆線による方形区画内に撃釣鈎状を呈するモチー

フを隆線で垂下させており昏モチーフ間には無節縄文が充填されている。23は撃山形を呈する波

頂部片で9日緑部文様帯を隆線で楕円形に区画しタ区画内に縄文を充壊している。2劇は9本壕の

底面の焼土中から出土した日録部片でタロ綾部無文帯を且条の浅い沈線で区切り撃以下に沈線に

よる区画を施し　内部に縄文を充壊している。錆は　日経部無文革を有する口辺部片で　以下に

隆線で文様帯を楕円形に区画し撃区画内に縄文を施している0錆～鋼は　隆線で大柄な曲線的モ

チーフを主とする文様が描かれる胴部片で撃モチーフの間には縄文が付されている。28以外は2

本組の隆線で旛文されている。29は撃薄手のくびれ部片で撃器面の内外画に炭化物が付着してい

る。誹は9やや厚手の胴下半部片で撃降嫁が垂下している。始まには長石撃石英粒を多く含んで

。る。3腕日経直下から逆U字状の沈線区画を施し撃区画内に縄文を充壊している。32◎33は9

共に曲線的磨消帯を有する胴部片で撃器厚は若干異なるが撃施文の共通性から同一個体と考えら

れる。器面にわずかに炭化物が付着している。勘は　ロ綾部にわずかに無文帯を残し撃以下に粗

い沈線文を縦位に施文しておりの疹ゆる曽刹系の土器と思われる。3～罰は　縦位の条線文が

－666　－－
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施された胴部片である。滋は　条線がやや太ら間隔　粗い。誹は　胴下半部片で　底面近　は

無文となっている。粥は　縦位の条線文と縄文が併用されている胴部片で撃拓本の右上部に縄文

が粂線文の上に施文されているのが観察される。購～崩は　縄文だけが施されているもので撃

購～服が目線部片撃舶～崩が胴部片である。船場は　目線直下は横私以下は縦位（42）撃斜位

抱の回転で施文されている0姐は　横位回転だけで施文されている。抑ま撃器面が磨滅してい

る0姐の器画には炭化物が付着している。職は複軌抽ま無節縄文が付されている。繍ま9本域

内の¢ピッ　の覆土から出土したもので粒の大きい単節縄文が施されている。46◎47は撃無文の

ロ縁部片である。榔ま撃無文の台部片である。

鯛は　本磯の北東側の覆土から出土した底部片で　底面が少し突出気味で讐不安定である。底

面の近くは横ナデが加えられている○始まには小石粒撃微妙を含み撃焼成は良好である。色調は

褐色を呈している。底径は。艶mで　現存高は。艶租である。

鋼は　本磯の北東側の覆土から出土した底部片で普底面の中央部は薄くなっている。外面には

磨消懸垂文が認められ撃区画間の縄文は単節配監で9縦位回転である。底面の近くはラ横ナデ調

整が加えられている0始まに微妙を含み撃焼成は良好である。色調は外面が褐色撃内面が黒褐色

を呈している。推定底径は。勤mで　現存高は。激mである。

53は撃本域と第23号住居跡の覆土から出土した破片が接合した　のである。緩い山形の小突起

が　か所つけられた小形の深鉢形土器で　日経部から胴部にかけてがほぼ完存し撃胴下半部以下

を欠損している0日線部文様帯は　隆線と沈線により長楕円形と円形の区画文が4単位で構成さ

れている。胴部には撃　本の隆線と沈線による懸垂文が施されている。この懸垂文は撃やや太め

の隆線を貼付し撃その中央部を且本の沈線で割り撃　2本のように見せかけている。さらに撃この

懸垂文上に9日綾部文様帯の直下と胴部中位の2か所に突起部を設けている。但し9　このうちの

温本は上位の突起部が省略されている。胴部懸垂文に沿って且本の沈線が施されており撃上端が

連結し撃蓮町字状のモチーフを表現している〇日綾部文様帯内および胴部の区画間には単節縄文

配監が撃口綾部は横鑑胴部は縦位回転で施文されているが9日綾部文様帯の円形区画文のうち

の温か所だけが在位回転で付されている0あるいは本土器の正面を示す　のかもかれない。胎土に

はわずかな石粒と砂粒を含むが良好である。焼成も良好で撃色調は褐色を呈している。口径は23．

は離島∴現存高は22の紋mである。

別は　本壕の中央部から南側にかけての覆土から出土した破片20数点を中心に撃第23号住居跡

の北側の覆土から出土した破片7点が接合したものである○胴下半部以下を欠損するが撃胴上半

部以上はほぼ完存する深鉢形土器である0胴下半部の断面はまさに擦り切ったように観察され撃

意図的な切断と思われる。ロ綾部文様帯は沈線により円形と楕円形に4単位に区画され9胴部は

磨消懸垂文が垂下し9　8単位である。単節縄文R監がタロ綾部区画内および胴部の区画間に施さ

－1－　668　－－－
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第552図　第409号土壌出土遺物実測図・拓影図（3）

れており，縦位回転を主とするが，ロ緑部区画内の一部には横位，斜位回転の部分もみられる。

胎土には少量の石粒と多量の砂粒を含むが緻密である。焼成は良好で，色調は赤褐色を呈している。

口径は22．3cmで，現存高は14．4cmである。

55は，本域の南東側の覆土から出土した破片を中心に，南・東側のセクションベルト内から出

土した破片と第23号住居跡の西壁際からまとまって出土した破片のうちの1点が接合し，ほぼ器

形をうかがえるまでに復元されたものである。口緑部から底部まで残っているが，全体の約30％

程度の残存である。口緑部に突起を有するキャリバー形の深鉢形土器で，胴部の中央部で少しく

びれる器形を呈している。口緑部には，隆線とこれに沿う沈線により，楕円形の区画文と両端が

渦を巻くようなモチーフが認められ，胴上半部には大柄な渦巻文が施されている。胴部中央には

1条の沈線が巡り，胴下半部には逆U字状の沈線区画が描かれている。区画の内外には単節縄文

RLが，口緑部は横位，胴部は縦位回転で施文されている。内面は横ナデが加えられている。胎

土には微砂を含み，緻密である。焼成は艮好で，色調は暗褐色を呈している。推定口径は23．4cm，

底径は5．4cmで，現存高は27．6cmである。

56は，本場の北西側の覆土から出土した破片と第23号住居跡の中央部の覆土から出土した底部

片が接合したもので，器厚1．5cmと厚手の鉢形土器の底部片である。外面は単節縄文RLが縦位回

ー669－
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転で施文され，底面の近くは横ナデが加えられている。内面も横ナデが施されている。胎土には

わずかの小石粒と多量の砂粒を含んでいる。焼成は良好で，色調は外面が褐色，内面が薄い暗褐

色を呈している。底径は9．3cmで，現存高は4．2cmである。

57は，本場のセクションベルトから出土した破片3点と第23号住居跡の覆土から出土した破片

2点が接合した小形深鉢形土器の底部片である。外面には磨消懸垂文が施されている。胎土には

石英粒，砂粒を含み，焼成は良好である。色調は外面が褐色で，内面が灰黒色を呈している。底

径は4．2cmで，現存高は2．8cmである。

58・59は，直線的磨消帯を有する胴部片で，58の器面には炭化物が付着している。58は，本場

と第23号住居跡出土の破片各1点ずつが接合し，59は，本場と第23号住居跡出土の破片各2点ず

つが接合したものである。60・61は，深鉢形土器の胴下半部から底部にかけての破片で，縦位の

－　671－



条線文が雑に施文されており，底面の近くには横ナデが加えられ，無文となっている。両者は，

接合はできないが，施文の共通性から同一個体と考えられる。本城から出土した破片7点と第23

号住居跡から出土した破片4点が接合している。

62は，本域と第23号住居跡の覆土から出土した破片が接合したもので，深鉢形土器の胴下半部

から底部にかけての破片である。残存部全面に，条線状の細い沈線が縦位に施文されている。施

文具は櫛歯状のものではなく，多戟竹管状施文具を用いて何回にもわたって施されたものと思わ

れる。胎土には石英粒，砂粒を含み，焼成は良好である。色調は赤褐色を呈している。底径は9．

9cmで，現存高は17．7cmである。

63は，本城と第24号住居跡から出土した破片各1点が接合した胴部片で，粗い縄文だけが付さ

れている。器面の剥落が著しい。64も，本境と第24号住居跡から出土した破片各1点が接合した

胴部片で，幅の狭い直線的磨消帯を有している。

本城からは600点の土器片が出土しており，その主体は加曽利EIII式期のものである。器形復元

された1・2・53～55および底面の焼土から出土した24などから判断すれば，本城の時期は加曽

利EIII式期と考えられる。出土土器のうち11点は，直線距離にして約50m以上も離れている第23・

24号住居跡から出土した土器片と接合関係を有しており，中には53～55のようにほぼ器形を復元

できた個体も含まれている。この事実は，本城と第23・24号住居跡との密接な関係を明示してお

り，注目すべきことであろう。なお，本城からは耳栓の断片（第552図51）1点，土器片錘19点

および本堀内のBピットの覆土からは棒状の土製晶（第552図52）が出土している。

第413号土壌（第506図）

本土域は，E3d5区に確認され，第15号住居跡の南西側6mに位置している。平面形は，長径1．

87m・短径1．59mの不定形である。長径方向は，N－0。を指している。壁は外傾して立ち上が

り，底面は24cm差で2段に掘りこまれている。確認面からの深さは，最深部で43cmである。覆土

は，3層からなっている。遺物は，縄文土器片が覆土から15点出土している。
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且は9　日綾部文様帯を隆線で長楕円形に区画し撃　区画内に縄文が充填されている。2は撃幅の

広い直線的磨消帯を有する胴部片である。3は9条線文が曲線的に付されている胴部片である。

本磯からは温5点の土器片が出土してお鵜主体は加暫刹藍m式期のものである。したがって撃

本壕の時期は加曽刹EⅢ式期と考えられる。

第報号豊壌　第鍋図）

本土域は　藍艶6区に確認され　第摘号住居跡の南西側4mに位置している。平面形は撃長径鼠。

28m◎短径息の鼠細の楕円形である。最径方向私学　酢＋膵」眉を指している。壁は外傾して立ち上

がり撃底面は平坦である。確認画からの深さは9挽mである。覆土は撃　層だけなので　埋め戻

されたま層と考えられる。遺物は撃縄文土器片が覆土から測点出土している。

第報号豊壌出藍羞器　第滋図　～摘）

且は撃本磯の覆土から出土した破片7点が接合したもので撃平線の深鉢形土器の打線部から胴

部にかけての破片である。目線部に無文革を残し撃低平な隆線で日録部文様帯を楕円形に区画し撃

胴部には直線的磨消帯を垂下させている。ロ綾部文様帯内および胴部の区画間に単節縄文汲監を

縦位回転で施文している。内面上半部は　器画の剥落が目立ち　下半部は縦ナデが加えられてい

る。器画には炭化物の付着が認められる。胎土には粗砂を含み撃焼成は良好である。色調は内外

画とも褐色を呈している。推定口径は頴。鮎mで　現存高は摘。鮫mである。

2◎3は撃波状を呈する日経部片で撃断面が三角形に近ら比較的高い隆線で目線部文様帯を

渦巻状および長橋円形状に区画し9　2の胴部には直線的磨消帯を垂下させている。ロ綾部文様帯

内と胴部の区画間には単節縄文毘監を充壊している。鋸も　口辺部片で　ロ綾部文様帯を隆線で

区画し撃胴部に直線的磨消帯を垂下させている。5～8はタ直線的磨消帯を有する胴部片である。

鋸も縦位の条線文を付している胴部片である。

蟻は　本域の覆土から出土した底部片で撃外面に2本の沈線が垂下している。底面の近くは横

ナデが施されている。内面もナデが加えられている。胎土には小石粒や砂粒を含み争焼成は良好

である。色調は外面が褐色　内面が暗褐色を呈している。推定底径は。旺mで　現存高は。鮎照

である。

本壌からは測点の土器片が出土しておけ撃主体は加曽刹藍Ⅲ式期のものである。したがって撃

本壕の時期は加曽刹私猟最期と考えられる。なお撃本磯からは土器片錘温点が出土している。

一、－－673－－－…



第422号土壌（第592図）

本土堰は，E3C5区を中心に確認され，第13号住居跡の南西側4mに位置している。平面形は，

長径0・95m・短径0・75mの楕円形である。長径方向は，N－15。－Wを指している。南側で第407号

土壌と重複している。壁は外傾して立ち上がり，底面は皿状に中央が凹んでいる。断面からみる

lも、忽
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第556図　第415号土壌出土遺物実測図・拓影図

・－674－



とすり鉢状の掘りこみである。確認面からの深さは，28cmである。覆土は，3層からなっている。

遺物は，縄文土器片が確認面から7点出土している。

第422号土壌出土土器（第557図1～4）

1～4とも本場の確認面から出土したもので，覆土からは出土しなかった。1～3は，口辺部

から胴部にかけての破片で，口緑部文様帯を低隆線で区画し，胴部に直線的磨消帯を施し，区画

間に縄文を充填している。4は，曲線的な条線文を付している胴部片である。

本城からは7点の土器片が出土しており，主体は加曽利EIII式期のものであるが，いずれも上

記のように本塀の確認面から出土したもので，本城に伴うものとは考えられない。したがって，本

城の時期は不明である。

鎮救リ・隼．竜一

第557図　第422号土壌出土遺物拓影図
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豪農　豊壌一覧表は匿）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は）

番号位　置
重 径方向

平面形
1111‾l′‾‾ll室Il、‾‾lll‾ll‾ll‥‾‾疎、塑

壁　画底面覆 ピ、土卜
ソ　出土遺物
数縄文土器片形態分類（占）

備　　　考極径×短径伽深さ摘
1 E4g4 恒 750－E 楕　円　形巨・72×0・58 巨5 外　傾起伏巨「！ A Ilb 恒 －8内

2 撹乱穴i ！ i ！！ F SD－3内
3 〃 「… ！ ！ i i ！ F SD－3内
4 ノノi ！ i i i ！ F SD－9内

⊥ ！ ！ i ！ F SD－5内
6 ノ／ F S D － 5 内

」 ⊥士 ！
F SD－5内

8 〃 ！ i ！ F SD－5内
9 ノ／ ！ ！ F SD－5内

山 ！ i F SD－4内Ⅲ F 3f8 N … 0 0 隅丸三 角形 1．77 ×1．70 1器　 垂　 直 平坦 讐 針 7） E II 3 b

12 撹乱穴
－ F S D － 8 内

可 略 つ
円　　　 形 径2．52 18 外　 傾 〃 2 － （10） A III l b

14 D 2a。 N －58。－W 楕　 円　 形 上95 ×1．40 3 8 ノ／ 〃 3 － A II l b

1 5 D 3 a l N －54やーW ノノ 1．33 ×0 ．88 2 0 〃 〃 3 － A II l b

16 D 3 a3
N －560－ 可　 〃

1 ．82×1．47 13 ノ／ 〃 3 － A H l b

17 D 3b l
… 鉦 可　 〃

2．18 ×1 ．80 34 ノ／ 〃 3 － A III l b

18 D 2b 9 円　　　 形 径 0．80 4 6 ／／ 〃 1 － A I l b

1 9 D 2 C9 N －64 0－W 楕　 円　 形 L O2 ×0．86 46 垂　 直 〃 2 － B H l b

2 0 D 2d。 N －52やー E 〃 1 ．52 ×L 2 5 40 外　 傾 〃 2 － A H 1 b

2 1 D 2d o N －66ニーW 〃
1868 ×0 ・可 38

外　 傾 平坦 2 － A II l b

2 2 D 2 d o 円　　　 形 径 1．34 4 0 垂　 直 〃 2 － B II l b

2 3 D 3 e l N －22ナー E 楕　 円　 形 1．46 ×1．00 2 5 外　 傾 〃 3 － A H l b

24 D 3d I N － 2 0…W 〃 2．98×2 ．21 4 1 垂　 直 〃 4 － B III l b

25 D 2c o N －5針∴W ひょうたん形 2．34 ×1 ．80 35 外　 傾 ノノ 3 （4） E III l b

2日 か2b。
N －28－ E 楕　 円　 形 1．38 ×1．12 3 0 〃 ノノ 2 （4）A H l b S K －27 と重複

27 D 2 b o N －37ナー E ノノ 0 ．99 ×0．88 3 2 ノノ ノノ 2
i A I 可

S K －26と重複

28 D 3d 2 N － 4 1－ E 〃 0 ．84×0 ．66 35 ノノ ノノ 2 2
巨 は 弓

29 D 3d 2 N －19 ．5㌧E 楕　 円　 形 1．50 ×1 ．22 3 7 垂　 直 〃 2 1
B II l a i

3 0 D 3 d 2 N －64こ－W ノノ 1．06 ×0．93 4 5 外　 傾 ノノ 1 A H l b i

3 1
り3d 3 ！

N －85 0…W
ノノ i 1・30 ×日 中

45 垂　 直
ノバ

2 B II l b

32
り3C 3 ！ 円　 形 i 軌 98 ！

36 外　 傾
バ 2 i

A I l b

33
D 3C 3 ！

N 一一663－W
楕 円 形 i 0・96 ×0 可 35 巨 ′ ノバ 2 ！

A I l b

3 4
り3fつ

N －29。－W
ノ′ ！ 3・26 ×2・可

91 〃
ノバ 2 ！

（7） A II1 2　b

35
り3e 2 ！聖 断 可　 〃 i 1・55 ×上2ヲ＿…i

25
〃 i＿＿バ 2 L －

A II l b

一一一6761



（2）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模 i 壁 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 匝 深 さ 紬

3 6 D 3 e 3 N － 9 。－ W 楕　 円　 形 1 ．0 8 × 0 ．9 4 3 7 外　 傾 平 坦 3 讐 讐 ㌘ （11）
A I l l b

3 7 D 3 e 3 円　　　 形 径 0 ．5 5 4 6 垂　 直 ノ／ 2 B I l b

3 8 D 3 e 3 ／／ 径 0 ．5 4 4 6 ノノ ノノ 2 B I l b

3 9 D 3 e 3 N － 3 5 0－ E 楕　 円　 形 0 ．8 3 × 0 ．6 8 5 1 外　 傾 平 坦 2 A 王　2 b

4 0 D 3 e 。 N － 6 7 0－ W ノノ 1 ．9 7 × 1 ．2 3 4 2 ノノ 〃 2 A II l b

4 1 D 3 d 4 N － 2 4 ナー W ノノ 1 ．8 4 × 0 ．8 3 3 5 ノノ ノ／ 3 第 6 0 8 図 （2 ）
7 A I I l b

4 2 D 3 C 4 円　　　 形 径 1 ．0 7 3 6 ノノ ／／ 2 A I I l b

4 3 D 3 C 5 N － 2 6 さI E 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 ．7 8 3 2 ノ／ 〃 2 A I l b

4 4 D 3 C 5 円　　　 形 径 0 ．9 3 3 2 〃 〃 2 A I l b

4 5 D 3 d 4 N － 5 3 0－ E 楕　 円　 形 1 ．3 4 × 1 ．1 4 3 6 ノ／ ／／ 2 A I I l b

4 6 D 3 f4 N － 5 0 0－ E 〃 1 ．2 8 × 1 ．0 5 3 5 〃 ／／ 2 第 6 0 8 図 （7 ）
8 A II l b

4 7 D 3 f 4 N － 7 5 。－ W ノ／ 1 ．9 5 × 1 ．4 0 4 0 〃 〃 3 （1 ） A II l b

4 8 D 3 g 4 N － 7 4 0－ W ノノ 2 ．2 2 × 1 ．3 5 3 4 垂　 直 ノノ 2 B III l b

4 9 D 3 f 3 N － 1 6 0 － E ノノ 1 ．8 5 × 1 ．2 0 3 7 外　 傾 〃 2 A I I l b

5 0 D 3 f 3
i

N － 3 0 0－ W ノ／ 1 ．1 6 × 0 ．8 3
l

3 5 垂　 直 ノ／ 2 I （3 ） B l l l b

5 1 D 3 g 3 N － 8 2 0－ E ／ノ 0 ．9 2 × 0 ．8 3 1 外　 傾 ノノ 2 A I l b

5 2 D 3 g 2 N － 5 1 ぐ－ W ノ／ 1 ．1 0 × 0 ．9 4 2 4 ノノ ノノ 3 A I I l b

5 3 D 3 h 3 円　　　 形 径 1 ．0 0 4 5 〃 ノ／ 1 1 A I I l a

5 4 D 3 h 3 N －2 6 ．5 。－E 楕　 円　 形 1 ．9 0 × 1 ．3 2 2 9 ノノ ノ／ 1 A I I l b

5 5 D 3 h 3 円　　　 形 径 0 ．7 2 3 2 垂　 直 ノノ 1 B I l b

5 6 D 3 i3 N － 3 8 0 － E 楕　 円　 形 上 0 3 × 0 ．7 5 3 8 〃 ノノ 2 B II l b

5 7 D 3 i3 N － 6 7 0－ E ノノ 1 ．2 0 × 1 ．0 0 3 5 外　 傾 ノノ 2 A II l b

5 8 D 3 i2 N － 5 8 0－ E ／／ 0 ．8 0 × 0 ．6 5 3 0 垂　 直 ノ／ 3 B I l b

5 9 D 3 i2 円　　　 形 径 0 ．9 5 2 5 外　 傾 ノノ 3 A I l b

6 0 D 3 i2 N － 4 8 0－ W 楕　 円　 形 0 ．8 5 × 0 ．7 5 3 3 垂　 直 〃 3 （1 ） B I l b

6 1 D 2 g 6 N － 4 6 0－ W ノ／ 1 ．7 4 × 1 ．6 0 4 4 外　 傾 起 伏 2 A I I l b

6 2 D 2 g 6 N … 0 0 ノ／ 1 ．6 8 × 0 ．9 6 2 6 ノノ 平 坦 3 A I I l b

6 3 D 2 g 5 N － 3 4 0 － W ノ／ 2 ．4 8 × 1 ．6 7 2 5 ／ノ ノノ 2 （1 ） A II I l b

6 4 D 2 g 5 N － 5 1 0－ E ノノ 1 ．1 3 × 0 ．9 8 3 0 ノノ 〃 2 ．A II l b

6 5 D 2 h 5 N － 7 7 0－ E ノノ 1 ．4 8 × 1 ．1 7 3 7 ノ／ ノ／ 2 A I1 1 b

6 6 D 2 h 5 円　　　 形 0 ．8 6 × 0 ．8 3 2 〃 ノ／ 2 A I l b

6 7 D 2 h 5 ノ／ 径 0 ．8 5 2 7 垂　 直 ノ／ 2 B I l b

6 8 D 2 i5 N － 9 0 0－ E 楕　 円　 形 2 ．8 2 × 2 ．5 2 6 6 外　 傾 凹 凸 5

2

2

1
第 6 0 8 図 （1 ）

9 A III 2 a

6 9 D 2 j 4 N － 3 7 ぐ－ E 〃 1 ．1 2 × 0 ．9 8 2 4 ノ／ 平 坦 A I I l b

7 0 D 2 j。 N － 3 7 0－ E ノ／ 1 ．6 6 × 0 ．9 2 1 7 垂　 直 〃 B II l b

677



（3）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模

壁　 画 底 面 覆 土
ビ ッ

ト数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）

形 態 分 類 備　　　 考
長 径 × 短 径 匝 深 さ 紬

7 1 D 2 j5 N － 2 9 ユー W 楕　 円　 形 1 ．3 0 × 0 ．6 8 1 5 外　 傾 平 坦 1 A I I l b

7 2 D 2 j5 円　　　 形 径 0 ．8 2 1 5 垂　 直 ノノ 2 B I l b

7 3 D 2 i5 N － 5 8 0－ W 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．9 8 2 6 外　 傾 ノ／ 2 A I I l b

7 4 D 2 i6 N － 5 5 J－ W ノ／ 1 ．4 2 × L 2 6 3 2 ノノ ノ／ 3 A I I l b

7 5 D 2 i6 N － 2 6 0－ W ノ／ 2 ．0 0 × 0 ．8 2 5 ノ／ ／／ 2 第 讐 図 （1 ） A III l b

7 6 D 2 i6 N － 7 5 や－ E ノ／ 1 ．2 8 × 1 ．0 0 1 8 ノノ ／／ 4 A I I l b

7 7 D 2 i6 N － 4 4 0－ W ノノ 1 ．0 7 × 0 ．7 5 2 5 ノノ ノノ 4 A I I l b

7 8 D 2 i7 N － 4 0 e－ W ノ／ 0 ．9 8 × 0 ．8 1 3 0 〃 起 伏 2 A I l b

7 9 E 2 a 6 N － 5 3 0－ W ノノ 1 ．1 8 × 0 ．8 5 4 0 〃 平 坦 3 （1 ） A II l b

8 0 E 2 a 6 N － 4 5 J－ W ノ／ 1 ．2 5 × 0 ．8 9 3 6 ノ／ ノ／ 2 A II l b

8 1 E 2 a 6 N － 7 2 0⊥ E ノ／ 1 ．4 7 × 1 ．1 2 3 0 ノ／ ノ／ 3 A Il l b

8 2 E 2 a 6 円　　　 形 径 0 ．9 8 2 9 垂　 直 ノ／ 2 B I l b

8 3 D 2 j 6 N － 4 6 ナー E 楕　 円　 形 1 ．4 3 × 1 ．1 5 2 2 外　 傾 ノ／ 2 禁 豊 （7 ） A II l b

8 4 D 2 j 6 円　　　 形 径 0 ．8 2 2 6 垂　 直 ノノ 3 B I l b

8 5 D 2 j T N － 9 0 0 － W 楕　 円　 形 1 ．0 4 × 0 ．9 0 3 4 外　 傾 〃 3 A I I l b

8 6 D 2 i T N － 9 0 0－ W ノ／ 0 ．8 5 × 0 ．7 2 3 2 垂　 直 ノ／ 2 第 讐 図 （3 ） B I l b

8 7 D 2 i 7 N － 5 6 J－ E ノノ 0 ．8 × 0 ．6 7 1 8 外　 傾 ／／ 3
第 等 図 （2 ） A I l b

8 8 D 2 j7 N － 4 1 0－ E ノ／ 1 ．0 7 × 0 ．8 5 3 0 垂　 直 ノ／ 3 第 6 0 8 図 （1 ）
15

B I I l b

8 9 D 2 h 8 N 1 2 6 J－ W ノノ 1 ．0 5 × 0 ．9 8 5 5 外　 傾 凹 凸 2 A I I 2 b

9 0 D 2 h 8 円　　　 形 径 0 ．9 8 5 9 ／／ 平 坦 2 A I 2 b

9 1 D 2 h 8 N － 9 0 0－ E 楕　 円　 形 1 ．2 4 × 1 ．1 0 3 0 ノ／ ／／ 2 A I I l b

9 2 D 2 jo N － 0 0 ノ／ 1 ．5 × 1 ．0 6 3 2 ノ／ ノ／ 3 A I I l b

9 3 D 2 j。 N － 0 ぐ ノ／ 1 ．0 3 × 0 ．8 2 3 4 垂　 直 ／／ 2 豊 鸞 （15 ） B I I l b

9 4 D 2 jo N － 3 7 0… E ノ／ 0 ．7 × 0 ．5 5 3 7 外　 傾 ノ！ 3 A I l b

9 5 D 2 j。 N － 0 。 ノ／ 1 ．4 8 × 1 ．3 6 3 1 〃 ノ／ 3 A I I l b

9 6 D 3 j 2 N － 5 7 0－ E ノノ 1 ．3 2 × 0 ．9 4 2 5 ノノ 〃 2 A I I l b

9 7 D 3 j 2 N … 0 0 ノノ 1 ．0 3 × 0 ．8 2 3 1 〃 ノ／ 2 （17） A I I l b

9 8 D 3 j 2 円　　　 形 径 0 ．7 7 3 0 ／／ 〃 2
第 等 図 （1 ） A I l b

9 9 D 3 j 2 N － 7 8 0－ E 楕　 円　 形 1 ．1 5 × 0 ．9 1 2 6 ノ／ 〃 3 A II l b

1 0 0 D 3 j 2 N － 0 。 ノノ 1 ．0 0 × 0 ．8 7 2 8 ノ／ ノノ 2 A II l b

1 0 1 D 3 g 4 N － 2 8 0… W 〃 1 ．1 0 × 0 ．8 2 2 垂　 直 ／／ 1 B II l b

1 0 2 D 3 g 5 N － 4 7 0－ W ノ／ 0 ．8 0 × 0 ．6 3 3 5 外　 傾 ノ／ 2 A I l b

1 0 3 D 3 g 5 N － 0 0 ノノ 3 ．1 0 × 2 ．8 3 5 ノ／ 〃 2 1 A II1 1 a

1 0 4 D 3 f 5 円　　　 形 径 0 ．6 8 3 4 垂　 直 ノノ 2 B I l b

1 0 5 D 3 f5 ノノ 径 0 ．7 5 5 3 ノ／ 〃 2 B I 2 b

－…一一678－－



（4）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模 i 壁 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト 数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 匝 深 さ 屈

1 0 6 D 3 f 5 N － 2 1 。－ W 楕　 円　 形 0 ．7 2 × 0 ．6 2 3 2 垂　 直 平 坦 2 B I l b

1 0 7 D 3 g 6 N － 4 5 0－ E 〃 0 ．9 0 × 0 ．6 2 3 2 外　 傾 ノ／ 2 （1 ） A I l b

1 0 8 D 3 g 6 円　　　 形 径 1 ．1 2 3 1 〃 ノ／ 3 A I I l b

1 0 9 D 3 f6 N － 1 3 0 － W 楕　 円　 形 1 ．0 8 × 0 ．8 5 3 0 ノ／ ／／ 3 （1 ） A I I l b

1 1 0 D 3 f6 N － 9 0 0 － W ノ／ 1 ．1 7 × 0 ．7 0 3 8 ノ／ 〃 2 禦 怒 （4 ）
A II l b

1 1 1 D 3 f 6 N － 0 0 ノ／ 1 ．3 0 × 0 ．8 4 3 8 〃 ノ／ 3 A II l b

1 1 2 D 3 e 6 N － 9 0 0－ W ノ／ 1 ．2 8 × 1 ．0 0 3 8 ノノ 〃 3
禦 票 （7 ）

A II l b

1 1 3 D 3 d 6 N － 1 9 0－ W 〃 1 ．3 5 × 0 ．9 8 3 7 〃 〃 3 A II l b

1 1 4 D 3 e 7 N － 6 5 0－ W 〃 1 ．0 5 × 0 ．7 7 3 5 〃 ノノ 2 A I I l b

1 1 5 D 3 e 6 N － 2 7 0－ W ノ／ 1 ．2 0 × 1 ．0 8 3 9 ノ／ ノ／ 2 A I l l b

1 1 6 D 3 d 6 N － 4 2 。－ E 〃 1 ．2 0 × 1 ．0 2 3 4 ノ／ ノノ 3 第 讐 図 （1 ） A H l b

1 1 7 D 3 d 7 N － 0 0 〃 0 ．8 8 × 0 ．6 7 2 8 垂　 直 〃 3 B I l b

1 1 8 D 3 d 7 N － 0 0 〃 0 ．8 5 × 0 ．7 3 3 4 外　 傾 ノ／ 3 A I l b

1 1 9 D 3 d 7 N － 9 0 0－ W 〃 1 ．0 3 × 0 ．8 2 2 5 ノ／ 〃 2 A II l b

1 2 0 D 3 e 7 N － 4 2 0－ E 〃 2 ．1 7 × 1 ．1 0 3 1 〃 〃 3 A III l b

1 2 1 D 3 e 7 N － 0 0 ノ／ 0 ．8 × 0 ．5 5 3 0 垂　 直 ノ／ 2 B I l b

1 2 2 D 3 e 8 N － 9 0 0－ E ノ／ 0 ．6 0 × 0 ．5 3 2 6 外　 傾 ノ／ 2 A I l b

1 2 3 D 3 d 8 N － 4 4 0－ W ノノ 0 ．7 × 0 ．5 5 2 7 〃 ノ／ 2 A I l b

1 2 4 D 3 d 8 N － 3 7 0－ E ノ／ 0 ．8 8 × 0 ．6 7 3 6 ノ／ ノ／ 2 A I l b

1 2 5 D 3 d 8 円　　　 形 径 0 ．7 4 3 0 ノ／ 凹 凸 2 2 A I l a

1 2 6 D 3 d 8 〃 径 0 ．6 8 2 2 〃 平 坦 2 1 A I l a

1 2 7 D 3 d 8 〃 径 0 ．5 3 3 8 垂　 直 ノ／ 2 B I l b

1 2 8 D 3 d 8 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．7 6 3 8 〃 〃 2 B I I l b

1 2 9 D 3 e 8 N － 7 7 0－ E ノノ 0 ．7 4 × 0 ．6 4 3 1 外　 傾 〃 2 A I l b

1 3 0 D 3 e 8 N － 6 0 0－ W ノノ 0 ．8 5 × 0 ．6 3 3 4 垂　 直 〃 2 B I l b

1 3 1 E 2 b 5 N － 0 。 不 整 楕 円 形 2 ．5 0 × 1 ．0 2 3 4 外　 傾 〃 3 （1 ） A III l b

1 3 2 E 2 b 7 N － 5 7 0－ W 楕　 円　 形 1 ．0 7 × 0 ．8 5 3 4 ノ／ ノ／ 3 A I I l b

1 3 3 E 2 a o N － 1 5 0 － W 〃 1 ．4 5 × 0 ．8 7 3 5 〃 〃 3 A I I l b

1 3 4 E 2 a o N － 7 6 0－ W ノノ 1 ．2 5 × 0 ．7 1 3 5 ノ／ 〃 3 禦 （3 ）
A II l b

1 3 5 E 3 aO ea l N － 3 0 0－ E 不 整 楕 円 形 3 ．0 5 × 1 ．6 0 7 4 〃 凹 凸 7 豊 熟 7 ）
A III 2 b S K 1 3 6 と 重 複

1 3 6 E 3 a l N － 3 1 0－ E （ 楕 円 形 ） 1 ．3 8 × （0 ．9 5 ） 3 8 〃 平 坦 5 （13） A II l b S K 1 3 5 と 重 複

1 3 7 E 3 a l N － 4 2 。－ W 〃 1 ．0 1 × 0 ．8 3 3 4 垂　 直 ／／ 2 1 B I I l a

1 3 8 E 3 j o 円　　　 形 径 1 ．0 0 5 8 外　 傾 起 伏 6 （12） A I I 2 b

1 3 9 E 3 a l 〃 径 0 ．6 5 4 1 垂　 直 平 坦 2 B I l b

1 4 0 D 3 j l N － 4 5 0 － W 楕　 円　 形 3 ．1 8 × 1 ．8 2 3 5 〃 〃 3 B II I l b S K 1 4 3 と 重 複

一一1－1679－－－…



（5）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模

壁　 面 底 面 覆 土
ビ ッ

ト 数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 輌 深 さ 屈

1 4 1 D 3 j l N － 4 2 0－ E 楕　 円　 形 1 ．7 2 × 1 ．5 3 6 5 外　 傾 平 坦 2 （9 ） A I I 2 b

1 4 2 D 3 j l N － 6 0 0－ W ノ／ 1 ．3 0 × 0 ．8 0 3 0 ノ／ ノ／ 2 第 誓 図 （3 ） A H l b

1 4 3 D 3 j l N － 0 0 （　 ノ／ ） 0 ．7 5 × （0 ．6 ） 3 4 ノノ 〃 1 （33） A I l b S K 1 4 0 と 重 複

1 4 4 E 3 a 2 N － 8 0 0－ E ノ／ 0 ．9 0 × 0 ．7 7 3 5 垂　 直 ノノ 2 B I l b

1 4 5 E 3 a 2 N － 4 1 0－ W ノノ 0 ．8 5 × 0 ．7 5 3 5 外　 嘩 〃 2 A I l b

1 4 6 E 3 a 2 円　　　 形 径 0 ．7 2 3 3 ノノ 〃 2 A I l b

1 4 7 D 3 j 3 N － 4 4 0－ E 楕　 円　 形 1 ．3 7 × 0 ．9 3 3 〃 ／／ 2 A II l b

1 4 8 D 3 i4 N － 5 6 。－ E ノノ 2 ．2 4 × 1 ．3 5 3 5 ノ／ ノ／ 2 禦 望 （7 ） A III l b

1 4 9 D 3 i4 N － 5 0 。－ W ノノ 2 ．4 3 × 1 ．0 3 3 7 ノ／ 起 伏 2 2 A III l a

1 5 0 D 3 h 4 N － 2 4 0－ E ノ／ 3 ．1 5 × 1 ．6 8 0 ノ／ 凹 凸 3 豊 怒 （4 ） A III l b

1 5 1 D 3 h 3 N － 6 4 0－ W 〃 1 ．2 6 × 0 ．8 5 2 6 ノ／ 平 坦 3 A I I l b

1 5 2 E 3 a 3 円　　　 形 径 1 ．1 5 3 4 ノ／ ノ／ 2
第 讐 図 （1 ）

A H l b

1 5 3 D 3 j4 N － 1 7 。… W 楕　 円　 形 1 ．4 8 × 1 ．2 5 2 5 ノノ 〃 2 （19） A II l b

1 5 4 D 3 j5 円　　　 形 径 0 ．8 5 3 2 垂　 直 ノ／ 2 （14） B I l b

1 5 5 D 3 j5 N － 7 2 0－ W 楕　 円　 形 2 ．1 0 × 1 ．2 2 3 0 外　 傾 ノ／ 2 （69） A II l b

1 5 6 D 3 j 5 N － 3 0 0－ E ノノ 2 ．1 0 × 0 ．8 6 3 5 ノ／ ／／ 2 A I I l b

1 5 7 E 3 b 5 円　　　 形 径 1 ．1 2 4 0 ノノ ノ／ 2 A I I l b

1 5 8 E 3 b 5 N － 1 1 0 － W 楕　 円　 形 1 ．6 5 × 1 ．2 5 3 8 ノノ ノ／ 2 （1 ） A I I l b

1 5 9 E 3 b 5 円　　　 形 径 1 ．1 0 2 6 ノノ ノノ 3 A I l l b

1 6 0 E 3 a 4 N － 3 8 0－ W 楕　 円　 形 2 ．2 8 × 1 ．6 6 3 6 ノ／ ノノ 3 （6 1） A I II l b

1 6 1 E 3 a 5 N － 6 0 0 E ノ／ 2 ．5 7 × 1 ．9 5 3 0 ／／ ノノ 2 A i II l b

1 6 2

i

E 3 a 6 N － 3 0 0－ E

l

不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．4 0 2 7

！

／／

l

ノ／ 2

！ I

第 讐 図 （2 ） A II l b

1 6 3 E 3 a 6 N － 4 2 0－ E 楕　 円　 形 1 ．1 5 × 1 ．0 6 3 5 ノ／ ノノ 2 1 A II l a

1 6 4 E 3 a 4 N － 8 5 0－ W ノノ 2 ．5 2 × 1 ．8 1 4 0 ノノ 〃 2
禦 豊 （17）

A III l b

1 6 5 D 3 i6 N － 5 7 0－ E ノノ 3 ．1 5 × 2 ．2 0 3 5 ノ／ ノ／ 2 A III l b

1 6 6 D 3 i6 N － 8 4 0－ E 〃 1 ．6 5 × 1 ．1 0 2 8 ノ／ ノ／ 2 A I I l b

1 6 7 D 3 g 7 N － 6 1 。－ W ノ／ 1 ．1 3 × 0 ．8 5 3 8 ／／ ノ／ 2 第 誓 図 （1 ） A I I l b

1 6 8 D 3 g 7 N － 6 1 0－ W 〃 1 ．3 0 × 1 ．0 0 3 0 ／ノ ノノ 3 A I I l b

1 6 9 D 3 e S 円　　　 形 径 0 ．8 8 2 8 ノ／ 〃 2 A I l b

1 7 0 D 3 e 8 N － 3 2 。－ E （ 楕 円 形 ） 0 ．6 5 × （0 ．5 5 ） 1 7 ノ／ ノ／ 3 A I l b

1 7 1 D 3 e 8 N － 3 2 0－ W ノ／ 1 ．4 5 × 0 ．9 2 3 3 ノ／ ノノ 3 A I I l b

1 7 2 D 3 e 8 円　　　 形 径 0 ．8 0 3 0 垂　 直 ノノ 2 2 B I l a

1 7 3 D 3 e 9 N － 1 2 0－ W 楕　 円　 形 0 ．9 2 × 0 ．8 1 2 7 外　 傾 ノ／ 2 A I l b

1 7 4 D 3 f8 円　　　 形 径 1 ．7 2 2 5 ノ／ ノ／ 3 A II l b

1 7 5 D 3 f8 N － 6 7 0－ W 楕　 円　 形 1 ．4 2 × 1 ．2 0 3 0 ノノ ノ／ 2 豊 怒 （2 ） A II l 、b
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（6）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模

壁　 面 底 面 覆 土
ビ ッ

ト数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 輌 深 さ 屈

1 7 6 D 3 f 8 円　　　 形 径 1 ．7 5 8 4 外　 傾 平 坦 1 第 6 0 8 図
4 2 ～ 4 3

A II 2 b

1 7 7 D 3 f9 N － 6 6 0－ W 隅 丸 長 方 形 3 ．8 7 × 2 ．6 0 3 0 ノ／ ノノ 3 D II I l b S K 1 7 8 と 重 複

1 7 8 D 3 f9 円　　　 形 径 2 ．6 0 3 5 ノ／ ノノ 3 （1 ） A II I l b S K 1 7 7 と 重 複

1 7 9 D 3 fo N － 1 9 0－ E 楕　 円　 形 0 ．9 × 0 ．6 8 2 8 〃 ノ／ 2 A I l b

1 8 0 D 3 d 9 N － 3 8 0－ W ／ノ 0 ．6 0 × 0 ．4 5 2 7 ノ／ ／／ 2 A I l b

1 8 1 D 3 e o N － 6 6 。－ W ノ／ 0 ．6 2 × 0 ．5 3 2 6 ノノ ノ／ 3 A I l b

1 8 2 D 3 fo N － 5 7 0－ E ノ／ 0 ．9 7 × 0 ．8 5 3 3 ノ／ ノ／ 2 A I l b

1 8 3 撹 乱 穴 － F

1 8 4 D 3 i7 N － 3 4 0－ E 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 1 ．1 2 2 5 ノノ ノ／ 2 A H l b

1 8 5 D 3 i7 円　　　 形 1 ．3 2 × 1 ．2 6 2 2 ノ／ ノノ 2 A I I l b

1 8 6 D 3 h 7 N － 7 5 0 － W 楕　 円　 形 2 ．0 7 × 1 ．3 3 2 7 な だ ら か ノ／ 2 A IH l b

1 8 7 D 3 h 8 N － 4 6 3 － E ／／ 1 ．0 4 × 0 ．9 0 2 7 外　 傾 ／／ 2 A I l b

1 8 8 D 3 h 8 円　　　 形 径 0 ．7 0 2 6 ノ／ 〃 2 A I l b

1 8 9 D 3 h 9 N － 2 6 0 － W 隅 丸 長 方 形 2 ．9 0 × 1 ．0 8 2 2 ／／ ノ／ 2 1 D 工II l a

1 9 0 D 3 h 8 N － 5 5 0 － E ひ ょ う た ん 形 2 ．0 0 × 0 ．8 4 2 8 〃 〃 4 2 E III l a

1 9 1 D 3 i8 N － 4 0 0－ E 楕　 円　 形 1 ．1 6 × 0 ．8 5 3 4 ノ／ 起 伏 2 － A I I l b

1 9 2 D 3 h 8 N － 0 0 ／／ 1 ．4 2 × 0 ．9 2 2 7 ／／ 平 坦 2 A I I l b

1 9 3 D 3 j7 円　　　 形 径 0 ．6 6 3 0 垂　 直 ノ／ 2 B I l b

1 9 4 D 3 j8 N － 6 5 0－ E 楕　 円　 形 1 ．4 2 × 1 ．3 0 3 0 ノ／ ノ／ 2 B I I l b

1 9 5 D 3 j7 円　　　 形 径 0 ．7 0 2 5 外　 傾 ノ／ 2 A I l b

1 9 6 E 3 a 7 N － 4 5 0－ E 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 8 3 4 ノノ ／／ 2 1 第 讐 図 （1 ） A I I l b

1 9 7 D 3 i8 円　　　 形 径 0 ．6 5 3 8 ノノ 〃 2 A I l b

1 9 8 E 3 a 7 ノ／ 径 1 ．5 5 2 0 〃 ノ／ 2 （3 ） A I I l b

1 9 9 E 3 a 7 N － 4 8 0－ W 楕　 円　 形 1 ．3 2 × 1 ．1 0 2 8 ノ／ ノ／ 3 （8 ） A I I l b

2 0 0 撹 乱 穴 － F

2 0 1 E 3 a 8 N － 9 0 e－ E 不 整 楕 円 形 2 ．2 5 × 1 ．3 0 2 4 ノノ ノ／ 2 （87） A I I1 1 b

2 0 2 撹 乱 穴 － F

2 0 3 E 3 a 8 N － 4 5 0－ E 楕　 円　 形 1 ．0 4 × 0 ．9 2 7 〃 ノ！ 2 A I I l b

2 0 4 E 3 a 8 N － 5 9 0－ E 楕　 円　 形 1 ．0 8 × 0 ．8 6 2 8 〃 ノ／ 3 A I I l b

2 0 5 E 3 a 8 N － 6 0 0－ E ノ／ 1 ．6 1 × 0 ．9 5 3 2 〃 ノノ 3 A I I l b

2 0 6 D 3 j 8 N － 3 2 0－ E ノノ 0 ．7 4 × 0 ．6 2 3 0 〃 ノ／ 2 A I l b

2 0 7 D 3 j 8 N － 0 。 ノ／ 1 ．1 2 × 0 ．9 9 3 0 ／ノ ノ／ 3 A I I l b

2 0 8 D 3 i9 N － 3 8 0－ W 〃 0 ．9 0 × 0 ．7 3 3 2 ノ／ 〃 2 A I l b

2 0 9 D 3 i9 N － 3 3 。－ E （楕 円 形 ） （0 ．9 2 ）× 0 ．6 6 2 9 ／／ 〃 2 A I l b S K 2 1 0 と 重 複

2 1 0 D 3 i9 N － 2 1 0－ E （　 ノ／ ） （0 ．9 ）× 0 ．7 6 2 8 ノノ ノ／ 2
第 讐 図 （1 ）

A I l b S K 2 0 9 と 重 複
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（7）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模 桓 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 匝 深 さ 屈

2 1 1 D 3 h 9 N － 5 7 0－ E 楕　 円　 形 2 ．0 3 × 1 ．2 8 3 4 外　 傾 平 坦 4 A I II l b

2 1 2 D 3 h 9 N － 5 7 0－ W ／／ 1 ．1 5 × 0 ．7 6 1 5 〃 〃 2 1 A II l a

2 1 3 D 3 h o N － 9 0 0－ E 〃 1 ．0 2 × 0 ．8 3 1 4 なだ らか 〃 2 ・A H l b

2 1 4 D 3 g 。 N － 9 0 。－ E ノノ 1 ．0 1 × 0 ．9 2 2 2 外　 傾 ノ／ 2 第 讐 図 （2 ） A I I l b

2 1 5 D 3 f o N － 7 9 。－ W ノ／ 1 ．6 0 × 1 ．0 2 2 4 〃 〃 3 （32） A I I l b

2 1 6 D 3 h o N － 9 0 0－ E 〃 0 ．5 0 × 0 ．4 2 1 8 垂　 直 〃 2 B I l b

2 1 7 D 3 h o N － 6 8 0－ W 不 整 楕 円 形 1 ．9 0 × 0 ．7 7 2 8 外　 傾 〃 4 A I I l b

2 1 8 D 3 h o N － 9 0 0－ W （楕 円 形 ） （1 ．6 3 ）× 1 ．1 0 2 3 〃 〃 3 A I I l b S K 2 3 6 と 重 複

2 1 9 撹 乱 穴 － F

2 2 0 D 3 j 9 N － 6 8 0 － E 不 整 楕 円 形 2 ．0 7 × 1 ．2 4 2 6 垂　 直 〃 2 B III l b

2 2 1 D 3 d 。 （ 円　 形 ） （1 ．6 0 ） × 1 ．5 6 2 6 外　 傾 〃 2 A I I l b S K 4 1 と 重 複

2 2 2 D 3 h S N － 3 7 0－ E 楕　 円　 形 1 ．0 8 × 0 ．8 0 2 9 垂　 直 〃 2 B H l b

2 2 3 D 3 h l N － 1 4 0－ W 〃 0 ．9 1 × 0 ．7 8 3 2 〃 〃 2 1 （2却 B I l a

2 2 4 D 3 j9 N － 4 6 0－ E ノ！ 0 ．9 5 × 0 ．7 6 3 3 な だ らか 凹 凸 2 A I l b

2 2 5 E 3 a 9 円　　　 形 径 0 ．7 0 2 7 垂　 直 平 坦 2 B I l b

2 2 6 E 3 a 9 N － O e 楕　 円　 形 1 ．4 3 × 1 ．0 9 3 0 外　 傾 傾 斜 3 A II l b

2 2 7 E 3 a 9 N － 5 0 0 － W 〃 3 ．4 0 × 1 ．5 0 8 0 垂　 直 平 坦 4 B IIH b

2 2 8 E ン3 a 9 円　　　 形 径 0 ．8 0 2 4 〃 ノ／ 2 B I l b

2 2 9 E 3 a 9 N － 8 3 0－ W 隅 丸 長 方 形 2 ．0 0 × 1 ．0 2 2 8 〃 ノ／ 3 D III l b

2 3 0 E 3 a o N － 9 0 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．6 0 × 1 ．1 0 8 0 〃 ノ／ 3 禦 思 （6 ） B I I l b

2 3 1 D 3 j9 N － 2 5 0－ E 楕　 円　 形 1 ．5 3 × 1 ．0 1 2 5 外　 傾 〃 5 1
慧 豊 （3 ）

A I I l a

2 3 2 D 3 j。 N － 5 0－ W ノ／ 1 ．8 8 × 0 ．8 3 2 6 〃 〃 3 （3 ） A II l b

Z 3 3 U の 0 八 一 8 Z U一 斑 4 空ヽ 欄 円 形 1 ．7 7 × 1 ．0 6 2 6 〃 ノ／ 2 － A II l b

2 3 4 D 3 j 。 N － 6 2 0－ W 楕　 円　 形 1 ．6 0 × 1 ．0 0 2 6 ノノ ノ／ 2 A I I l b

2 3 5 D 3 i。 N －「 8 1 0－ W ノ／ 1 ．1 7 × 0 ．9 3 3 2 垂　 直 ノ／ 4 B I I l b

2 3 6 D 3 io （ 円　 形 ） 径 （1 ．5 8 ） 3 1 外　 傾 〃 4 A I I l b S K 2 1 8 e 2 3 7 と
重 複

2 3 7 D 3 h o N － 5 0 0－ W （楕 円 形 ） 1 ．7 7 × （1 ．4 5 ） 9 5 垂　 直 〃 4 等 2 鵠 i （13） A I I l b
S K 2 3 6 ， 2 3 8 と
重 複

2 3 8 D 3 h 。 N － 5 1 0－ W （　 〃　 ） 1 ．0 0 × （0 ．8 3 ） 3 2 〃 ノノ 4 B 王i l b
S K 2 3 6 e 2 3 7 と

重 複

2 3 9 D 4 g l N － 3 0－ E ノ／ 1 ．3 0 × 0 ．9 0 3 8 外　 傾 〃 2 A II l b

2 4 0 D 4 g l 円　　　 形 径 0 ．8 5 2 6 ／／ ／／ 2 A I l b

2 4 1 D 4 fl N － 5 0－ E 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 1 ．1 2 3 0 ノ／ ノ／ 2 A I I l b

2 4 2 D 4 g 2 円　　　 形 径 0 ．8 0 4 0 〃 〃 2 A I l b

2 4 3 D 4 g 2 N － 5 2 0－ W 楕　 円　 形 1 ．2 2 × 0 ．9 0 4 5 〃 ノ／ 2 A I I l b

2 4 4 D 4 d l 円　　　 形 径 0 ．8 5 2 2 〃 ノ／ 2 A I l b

2 4 5 D 4 d l ／／ 径 0 ．8 0 2 2 〃 〃 3 A I l b
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（8）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模 桓 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト 数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 輌 深 さ 紬

2 4 6 D 4 i2 N － 3 5 0－ E 楕　 円　 形 2 ．5 3 × 1 ．5 6 2 8 外　 傾 平 坦 2 A I王I l b

2 4 7 D 4 j l N － 7 0 0－ W 〃 2 ．0 1 × 1 ．3 0 3 2 〃 ノ／ 3 A II I l b

2 4 8 D 4 j l N － 4 5 0－ E ／／ 1 ．3 5 × 1 ．1 8 3 0 ノ／ 〃 2 A II l b

2 4 9 D 4 g 3 N － 8 0 0 － W ノ／ 1 ．7 2 × 0 ．9 2 3 0 ノ／ 〃 2 A II l b

2 5 0 撹 乱 穴 － F

2 5 1 E 3 a 。 N － 1 2 0－ W 〃 1 ．1 3 × 0 ．9 3 2 3 〃 〃 2 A I I l b

2 5 2 B 4 j2 N － 3 2 0－ W ノ／ 1 ．1 7 × 0 ．9 3 2 3 〃 ノ／ 1 A I I l b

2 5 3 D 4 j 2 N － 5 0－ W 〃 0 ．8 2 × 0 ．7 2 2 0 垂　 直 ノ／ 3 B I l b

2 5 4 D 4 j 2 N － 5 3 0－ W 〃 1 ．6 8 × 1 ．2 6 2 6 外　 傾 〃 1 A I I l b

2 5 5 E 4 a 2 N － 3 0－ W 〃 2 ．0 0 × 1 ．7 5 2 5 ノ／ 〃 4 2 （18） A II I l a

2 5 6 D 4 j 3 N － 4 5 0－ E （ひ ょ うた ん 形 ） 2 ．5 2 × （1 ．0 2 ） 2 4 〃 〃 2 E II l l b S K 2 5 7 と 重 複

2 5 7 D 4 j3 N － 4 5 0－ E （　 〃　 ） 2 ．5 2 × （1 ．0 4 ） 2 3 〃 〃 2 E IIl l b S K 2 5 6 と 重 複

2 5 8 D 4 j3 N － 1 2 0－ W 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 0 ．7 9 3 0 ／／ 〃 2 1 A II l b

2 5 9 D 4 i3 N － 4 2 0 － W ノ／ 1 ．3 7 × 1 ．0 7 2 9 〃 〃 1 A I I l b

2 6 0 E 4 a 3 N － 3 6 0－ E 〃 1 ．5 5 × 1 ．1 5 2 5 〃 〃 2 A I I l b

2 6 1 E 4 a 3 N － 1 5 0－ E ノ／ 1 ．5 2 × 0 ．9 3 2 9 垂　 直 〃 2
第 6 0 9 図 （9 ）

2 B I I l b

2 6 2
E 4 b 2

E 4 b 3
N － 6 0 0－ W 隅 丸 方 形 2 ．4 5 × 2 ．1 0 2 9 外　 傾 ノ／ 2 聖 禦 （6 ） E m l b ＿

2 6 3 E 4 b 3 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．1 7 2 2 垂　 直 〃 2 B I l l b

2 6 4 E 4 a 3 N － 3 7 0－ E ノ／ 0 ．9 1 × 0 ．7 1 4 外　 傾 ／／ 2 A I l b

2 6 5 E 4 a 4 N － 3 6 0－ W ノ／ 1 ．2 8 × 0 ．9 7 2 7 〃 ／／ 2 A II l b

2 6 6 B 4 j 4 N － 1 4 。－ E ノ／ 2 ．1 7 × 1 ．3 9 2 9 ノ／ ノ／ 3
A I王I l b i

2 6 7 B 4 j4 N － 3 2 0－ E 〃 1 ．0 6 × 0 ．7 8 2 1 ノ／ ノ／ 3
A II l 可

2 6 8 B 4 j。 N － 3 2 。－ W 〃 1 ．6 3 × 1 ．2 3 2 8 ノ／ ノ／ 2 第 6 0 9 図 （1 ）
5

A I I l b l

2 6 9 B 4 j4 N － 7 8 0－ E 〃 2 ．0 5 × 1 ．8 3 9 5 垂　 直 ノ／ 7 B IIl l b

2 7 0 D 4 j5 N － 2 8 0－ W 〃 0 ．9 1 × 0 ．6 5 4 0 外　 傾 皿 状 2 A I l b

2 7 1 B 4 i4 N － 9 0 0－ W ノノ 2 ．0 0 × 1 ．5 5 2 3 ノ／ 平 坦 2 （2 ） A II‡ 1 b

2 7 2 B 4 i5 N － 9 0 0－ E ノ／ 0 ．9 1 × 0 ．8 0 4 1 ノノ ／／ 2 A I l b

2 7 3 D 4 i5 N － 1 8 0－ E ノ／ 1 ．9 6 × 1 ．0 5 3 4 ノ／ ノ／ 2 A I I l b

2 7 4 B 4 i 5 N － 8 0 0－ W ノ／ 1 ．1 5 × 0 ．7 0 2 5 垂　 直 ノ／ 2 B II l b

2 7 5 D 4 j6 N － 5 6 0 － W ノ／ 1 ．9 0 × 1 ．4 7 2 4 外　 傾 ノ／ 2 1 A II l b

2 7 6 D 4 j6
E 4 a 6

N － 9 0 0－ W ノノ 2 ．4 1 × 1 ．6 0 2 8 ノ／ ノ／ 2 （3 ） A III l b

2 7 7 撹 乱 穴 F

2 7 8 E 4 b 6 N － 0 0 ／／ 0 ．9 5 × 0 ．8 5 2 5 垂　 直 ノ／ 2 B I l b

2 7 9 E 4 b 7 円　　　 形 径 1 ．0 7 1 7 外　 傾 傾 斜 2 （15） A I I l b

2 8 0 E 4 b 7 N － 7 7 0－ W 楕　 円　 形 1 ．1 5 × 0 ．8 8 2 7 〃 〃 3 A I I l b

l…lll683－－、－－－



（9）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模

壁　 面 底 面 覆 土
ビ ッ

ト 数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 匝 深 さ 屈

2 8 1 E 4 a 8 円　　　 形 径 1 ．1 4 2 6 外　 傾 平 坦 2 （2 ） A II l b

2 8 2 E 4 d 8 〃 径 1 ．5 0 7 3 垂　 直 起 伏 4 （38） B 王I 2 b

2 8 3 D 2 f 9 N － 7 1 。－ W 楕　 円　 形 1 ．5 5 × 1 ．3 9 6 1 外　 傾 皿 状 1 （30 ） A I I 2 b

2 8 4 D 2 e o N － 9 0 0－ E ノ／ 1 ．1 0 × 0 ．9 7 5 8 垂　 直 平 坦 1 （9 ） B I I 2 b S K 3 1 3 と 重 複

2 8 5 D 2 f 9 N － 6 2 。－ E ノ／ 1 ．0 4 × 0 ．9 5 4 3 フ ラ ス

コ　 状
〃 1 C I I l a

2 8 6 D 3 i9 N － 5 5 0－ E 不　 定　 形 1 ．5 0 × 1 ．0 3 4 1 外　 傾 凹 凸 5 E I I l b S I 1 7 が 隣 接

2 8 7 E 3 b 6 N － 3 3 0－ W 楕　 円　 形 1 ．6 0 × 1 ．2 5 7 6 ノ／ 平 坦 1 A I I 2 b 上 端 段 差 あ り

2 8 8 E 4 a 3 円　　　 形 径 1 ．6 0 6 5 垂　 直 ノ／ 2 第 6 0 9 図 （3 ）
6

B II 2 b

2 8 9 E 3 b 8 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．4 5 × 1 ．3 7 1 2 6 〃 ノノ 1 （12） B II 3 b S I 1 5 と S I 1 6
の 間

2 9 0 E 4 g 7 N － 7 6 0－ E ノノ 0 ．9 4 × 0 ．8 4 2 6 外　 傾 傾 斜 3 A I l b

2 9 1 E 4 f 8 N － 5 0 0－ W ノノ 1 ．4 5 × 1 ．1 5 2 1 〃 平 坦 3 A II l b

2 9 2
E 4 d 8
E 4 e 8 N － 4 5 0－ W ノノ 1 ．3 3 × 1 ．0 7 2 5 ノ／ ノ／ 2 A I I l b

2 9 3 E 4 d 8 N － 2 5 0－ E ノノ 2 ．6 0 × 1 ．9 0 2 3 垂　 直 ノ／ 4 B III l b

2 9 4 E 4 d 7
E 4 d 8

N － 6 8 0－ W ノノ 0 ．9 4 × 0 ．7 5 3 4 外　 傾 凹 凸 3 A I l b

2 9 5 E 4 d 7 N － 4 3 J－ E ノ／ 1 ．6 4 × 1 ．2 2 7 5 垂　 直 〃 6 （14 ） B I I 2 b

2 9 6 E 4 d 8 N － 2 7 0－ E 〃 1 ．2 2 × 0 ．9 6 2 7 外　 傾 平 坦 2 A I I l b

2 9 7 E 4 e 9 N － 6 7 0－ E 不　 定　 形 2 ．7 × 1 ．7 3 9 2 ／／ 皿 状 7 E II I 2 b

2 9 8 E 4 f 9 N － 6 8 0－ W （楕 円 形 ） 2 ．6 4 × （1 ．3 6 ） 2 2 ノ／ 平 坦 5 A m l b
S K 2 9 9 と 重 複 ，

焼 土 あ り

2 9 9
E 4 f 9 N － 6 5 0 － W （　 ノノ　 ） 2 ．2 7 × （1 ．3 6 ） 2 8 ノ／ 傾 斜 3 A III l b S K 2 9 8 と 重 複
E 4 f 9 N － 3 0 0 － E （　 ノ／ ） 2 ．3 5 × （1 ．8 0 ） 1 0 9 〃 皿 状 4 A III 3 b ノ／

3 0 0 E 4 g 8 N － 6 8 0 － E 楕　 円　 形 1 ．1 8 × 1 ．0 0 2 3 ／／ 傾 斜 A I I l b

3 0 1 E 4 h 9 N － 7 0－ W 不 整 楕 円 形 3 ．4 0 × 1 ．2 3 2 6 ノノ 平 坦 3 1 （2 ） A III l a

3 0 2

！

E 4 i9

！ i

円　　　 形 径 0 ．8 1 2 5 ノ／ ノ／

！

2

I

A I l b

I
3 0 3 E 4 i9 N － 4 9 9－ W 楕　 円　 形 1 ．2 3 × 0 ．9 0 2 0 ノノ 〃 4 － A I I l b

3 0 4 E 4 h o N － 1 5 0－ W ノ／ 2 ．7 9 × 2 ．3 7 8 4 ノ／ 凹 凸 1 0 （21） A I II 2 b 焼 土 あ り

3 0 5 E 4 g o N － 5 4 0－ E ノ／ 1 ．6 1 × 0 ．9 7 2 8 ノノ 平 坦 2 A II l b

3 0 6 E 4 g o N － 1 8 J－ W ノ／ 1 ．0 7 × 0 ．9 8 2 8 ノノ 〃 2 A II l b

3 0 7 E 4 g o N … 3 9 。… W ノノ 0 ．9 8 × 0 ．7 6 2 9 ノ／ ノ／ 2 A I l b

3 0 8 E 4 g o N － 4 7 0－ W 〃 1 ．6 7 × 1 ．1 5 2 5 〃 ノ／ 3 A II l b

3 0 9 E 5 e i N － 5 3 0－ E ノノ 0 ．9 4 × 0 ．8 2 3 2 〃 ノ！ 2 A 王 1 b

3 1 0 E 5 e 2 N － 1 6 J－ W 不 整 楕 円 形 3 ．3 9 × 2 ．2 2 1 0 0 ノ／ 凹 凸 7 （3 ） A III 3 b

3 1 1 E 4 h 2 円　　　 形 径 0 ．9 3 3 4 ノ／ 平 坦 3 A I I l b

3 1 2 E 4 h 3 N － 0 0 楕　 円　 形 0 ．9 3 × 0 ．8 2 3 3 ノ／ ノノ 2 （2 ） A I l b

3 1 3 D 2 f o N － 9 0 。－ W ノノ 1 ．6 4 × 1 ．3 4 7 2 ノノ 起 伏 1 3 （31） A I I 2 b S K 2 8 4 と 重 複

3 1 4 撹 乱 穴 F

3 1 5 E 3 d o N － 4 6 0－ W ノノ 0 ．9 8 × 0 ．6 7 2 0 〃 凹 凸 1 1 A I l a

‥1684－…l



（10）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平　 面 形
規　　　　 模

壁　 面 底 面 覆 土
ビ ッ

ト数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 匝 深 さ 緑

3 1 6 E 射 1 N － 8 6 0－ W 楕　 円　 形 1 ．8 7 × 1 ．6 5 8 7 垂　 直 平 坦 5 （56） B I I 2 　b

3 1 7
E 3 a o
E 3 b o N － 6 0 0－ E 〃 1 ．6 2 × 1 ．4 5 2 5 外　 傾 凹 凸 4 3 禦 ㌘ （2 ） A I I l a

3 1 8 E 4 j 9 N － 1 5 0－ E 〃 2 ．7 × 2 ．2 7 2 5 〃 平 坦 4 莞 禦 ぎ （4 ） A H l l b

3 1 9 E 4 j o N － 9 0 0－ E ノノ 1 ．6 7 × 1 ．2 0 2 0 ノ／ 〃 2 （2 ） A I I l b

3 2 0 E 4 j o N － 6 5 J－ E ノ／ 2 ．0 0 × 1 ．2 2 2 0 ／／ ノ／ 2 1 （9 ） A IIl l a

3 2 1 E 5 j l N － 0 0 〃 1 ．2 0 × 0 ．9 5 1 8 ノノ ノノ 2 （3 ） A II l b

3 2 2 E 5 j l N － 2 0 。－ W ノノ 2 ．1 9 × 1 ．3 2 2 5 ノ／ ノ／ 2 禦 撃 （2 ） A III l b

3 2 3 F 4 a o N － 5 0 － W ノ／ 1 ．6 8 × 1 ．1 0 2 4 ノノ ／／ 3 （22） A II l b

3 2 4 欠　 番

3 2 5 撹 乱 穴 F

3 2 6 F 4 b 5 円　　　 形 径 1 ．0 0 4 5 ノノ ノノ 3 A I I l b

3 2 7 F 4 b 4 〃 径 1 ．1 0 2 0 ノ／ 凹 凸 2 1 A I I l a

3 2 8 撹 乱 穴 F

3 2 9 E 4 e 4 ノ／ 径 0 ．9 9 2 1 〃 平 坦 2 A I l b

3 3 0 撹 乱 穴 F

3 3 1 〃 F

3 3 2
F 4 a 7
F 4 a 8

N － 9 0 0 … E 楕　 円　 形 1 ．4 7 × 1 ．3 4 2 1 〃 ノノ 2 A II l b

3 3 3 F 4 f 7 N － 5 9 0 － E ノ／ 1 ．8 0 × 1 ．3 5 3 1 ノ／ 〃 3 豊 怒 （15） A Il l b

3 3 4 E 4 C 4 N － 4 8 0－ E 〃 1 ．7 2 × 1 ．4 2 8 3 垂　 直 〃 2 第 6 0 9 図 －（1 ）
1 5

B I I 2 b

3 3 5 E 4 a 4
E 4 b 4

円　　　 形 径 1 ．6 7 5 9 ノ／ 〃 1
豊 票 （2 ） B I I 2 b

3 3 6 E 4 C 。 N － 2 5 0－ E 楕　 円　 形 0 ．9 9 × 0 ．8 6 3 1 外　 傾 〃 2 驚 豊 （3 ） A I l b

3 3 7 E 4 C 3 N － 6 3 。－ E ／／ 1 ．3 8 × 1 ．0 2 2 5 ノ／ 〃 2 A 王I l b

3 3 8 E 4 C 3 N － 3 0 0－ E 〃 1 ．3 9 × 0 ．9 2 3 2 〃 ノ／ 3 A I I l b

3 3 9 E 4 C 5 N － 0 0 ノ／ 0 ．9 0 × 0 ．7 4 3 3 〃 凹 凸 2 A I l b

3 4 0 F 4 b 4 N － 5 4 0－ W 〃 0 ．6 1 × 0 ．4 7 4 5 〃 平 坦 2 A I l b

3 4 1 F 4 b 5 円　　　 形 径 0 ．8 9 4 6 垂　 直 〃 2 B I l b

3 4 2 F 4 b 5 N … 9 0 0 － E 楕　 円　 形 1 ．4 5 × 1 ．3 1 4 1 外　 傾 ／ノ 1 （10） A II l b S K 3 4 5 が 隣 接

3 4 3 F 4 b 5 N － 4 4 0－ W 〃 1 ．2 0 × 1 ．0 8 4 0 垂　 直 ノ／ 1 怨 讐 （2 ） B II l b S K 3 4 5 が 重 複

3 4 4 F 4 b 5 N － 5 6 0－ E （楕 円 形 ） 1 ．4 8 × （1 ．2 8 ） 2 6 外　 傾 〃 2 A II l b 焼 土 あ り
S K 3 4 5 が 重 複

3 4 5 F 4 b 5 N － 0 。 （ ／／ ） （0 ．8 8 ） × 0 ．7 2 4 6 ノ／ ノノ 3 A I l b
S K 34 3 e 3 44 が 重 複

S K 3 4 2 が 隣 接

3 4 6 E 4 j2 N － 4 6 0－ W 楕　 円　 形 1 ．7 8 × 1 ．4 5 9 0 垂　 直 ノ／ 2
石 鉄 2 点

（封） B I I 2 b

3 4 7 F 3 c o N － 7 3 。－ W ノ／ 1 ．0 4 × 0 ．8 7 7 5 ノノ ノ／ 2 B I I 2 b

3 4 8 F 3 b o N － 4 2 e－ W ノ／ 0 ．7 1 × 0 ．6 7 3 9 外　 傾 ノ／ 1 警 票 （2 ） A I l b

3 4 9 F 4 f5 N － 0 0 ノ／ 1 ．3 0 × 1 ．0 6 2 7 ノ／ ノ／ 2 （1 ） A I I l b

3 5 0 F 4 g 6 N － 4 8 J－ W 〃 2 ．4 8 × 2 ．2 5 4 4 〃 〃 4 A IH l b 段 差 あ り
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（1カ

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　 、 模 巨 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト 数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 紳 深 さ 屈

3 5 1 撹 乱 穴 第 6 0 9 図
2 4

F

3 5 2 ノ／
第 6 0 9 図

2 5
F

3 5 3 E 3 f 9 円　　　 形 径 1 ．7 5 1 0 2
フ ラ ス

コ　 状
血 状 5 （93 ） C I I 3 b S I 2 4 内

3 5 4 E 3 f o N － 2 6 0－ E 楕　 円　 形 1 ．6 9 × 1 ．4 8 7 6 垂　 直 平 坦 1 （ZZ ） B I I 2 b S I 2 4 内

3 5 5 E 3 g o N － 2 8 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．3 8 × 1 ．2 1 3 3 な だ ら か 起 伏 2 （29） E II l b S I 2 4 内

3 5 6 E 3 g 。 N － 4 7 0－ E 楕　 円　 形 1 ．0 1 × 0 ．7 2 1 0 外　 傾 凹 凸 3 A II l b S I 2 4 内

3 5 7 E 3 f o N － 6 7 0－ E ひ ょ う た ん 形 1 ．1 1 × 0 ．6 1 6 7 垂　 直 平 坦 2 （21） E II 2 b
S I 2 4 内

段 差 あ り

3 5 8 E 3 i2 円　　　 形 径 1 ．5 0 9 0 ノ／ 〃 4 （2 9） B I I 2 b S K 4 4 6 と 重 複

3 5 9 E 4 C 8 N － 7 4 0－ W 楕　 円　 形 1 ．5 6 × 1 ．1 5 1 6 ノ／ 〃 2 B I I l b

3 6 0 撹 乱 穴 F

3 6 1 E 2 e o N － 1 8 0－ E ノ／ 1 ．9 5 × 0 ．9 8 2 5 外　 傾 〃 3
禦 （6 ）

A I I l b

3 6 2 E 2 g 9 N － 3 6 0－ E ノ／ 1 ．4 3 × 0 ．9 0 3 0 〃 ノ／ 3 A I I l b

3 6 3 E 2 d 7 N － 6 9 0－ W 不 整 楕 円 形 2 ．6 4 × 1 ．2 1 2 4 〃 〃 2 豊 働 A II I l b

3 6 4 E 2 d 5 N － 9 0 0－ W 楕　 円　 形 1 ．9 0 × 1 ．5 2 2 5 〃 〃 3 第 6 0 9 図 （1 ）
3 0

A I I l b

3 6 5 撹 乱 穴 第 6 0 9 図
3 1 ～ 3 2

F

3 6 6 E 2 f 5 N － 4 3 0－ E ノ／ 1 ．3 4 × 1 ．0 7 2 4 ／／ ノ／ 2 A I I l b

3 6 7 E 2 g 4 N － 2 8 0－ E ノ／ 1 ．0 2 × 0 ．8 4 2 2 〃 ノ／ 2 A I I l b

3 6 8
E 2 f 5

E 2 g 5
N － 4 3 0 － E ノ／ 1 ．2 7 × 0 ．8 4 2 2 〃 ノ／ 2 驚 豊 （6 ） A I I l b

3 6 9 E 2 h 2 N － 4 0 0 － E （ 長 方 形 ） （1 ．5 4 ） × 0 ．3 5 7 5 垂　 直 ノ／ 2 D I I 2 b

3 7 0 E 2 g 7 N － 3 7 や－ E 楕　 円　 形 0 ．7 1 × 0 ．6 2 2 3 外　 傾 〃 2 A I l b

3 7 1 E 2 g 7 N － 3 0 0－ E ノ／ 1 ．6 4 × 1 ．2 5 2 1 ノ／ ノ／ 2 第 等 図 （3 ） A II l b

3 7 2

！

E 2 h 7

i

N － 3 7 0－ E

l

ノノ 1 ．3 0 × 0 ．9 8

！

2 0 ノ／ 〃

l

2

敏 r ハn rこ刀　 I

A II l b

3 7 3 E 2 i 7 N － 5 5 0－ E ノ／ 1 ．3 6 × 1 ．1 7 3 0 〃 〃 3 － 竃 鎧 憲 （3 A I王 1 b

3 7 4 E 3 i 8 N － 3 5 0－ W ノ／ 1 ．6 0 × 1 ．0 7 1 2 な だ ら か 〃 2 A I I l b

3 7 5 E 2 g 8 N － 1 1 0－ E ノノ 1 ．9 6 × 1 ．2 6 1 3 ノ／ 〃 1 第 讐 図 （1 ） A I I l b

3 7 6 E 2 i 8 N － 9 0 0－ E ノ／ 1 ．2 2 × 0 ．9 3 1 4 外　 傾 〃 2 A I I l b

3 7 7 E 2 i 8 N － 6 8 0 － E ノ／ 1 ．2 8 × 1 ．1 4 5 4 垂　 直 ／／ 2 B I I 2 b

3 7 8 E 2 i 8 N － 6 0 やー E 〃 1 ．4 8 × 1 ．2 1 1 5 ノ／ 〃 2 1 B I I l a

3 7 9 E 2 i 8
E 2 i 9

円　　　 形 径 0 ．9 2 2 0 ／／ 凹 凸 2 1 B I l a

3 8 0 E 2 h 9 N － 5 8 0－ W 楕　 円　 形 1 ．5 × 1 ．1 6 4 0 外　 傾 平 坦 2
第 讐 図 （2 ）

A II l b

3 8 1 E 2 h g N － 2 7 0－ W 〃 L 3 8 × 1 ．0 1 1 3 〃 ノ／ 1 A II l b

3 8 2 撹 乱 穴 F

3 8 3 E 2 h 9 円　　　 形 径 1 ．2 0 5 へ －′
1 1

な だ ら か ノ／ 1 A 王I l b

3 8 4 E 2 i 9 〃 径 1 ．2 8 3 8 外　 傾 ノ／ 3 （1 8） A I I l b

3 8 5 E 3 j l N － 3 2 0－ W 楕　 円　 形 1 ．9 5 × 1 ．2 1 6 〃 ノ／ 2 1 第 等 図 （2 ） A I 王 1 b
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82）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模 巨 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 ×短 径 輌 深 さ緑

3 8 6 E 3 d 3 N － 5 3 3－ W 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 1 ．2 3 4 6 垂　 直 平 坦 5 （蛸 B I I l b

3 8 7 E 3 i4 N － 9 0 0－ E ノ／ 1 ．0 2 × 0 ．8 5 4 2 外　 傾 〃 1 （1 7） A I I l b S K 3 9 1 と重 複

3 8 8 E 3 i4 N － 9 0 0－ W ノ／ 1 ．2 5 × 1 ．0 3 8 0 垂　 直 〃 2 （1 5） B I I 2 b

3 8 9 撹 乱 穴 F

3 9 0 E 2 g o N － 2 3 0－ W 〃 7 ．9 5 × 0 ．8 4 6 2 ノ／ ／／ 1 B I 2 b S I 3 2 内

3 9 1 E 3 i4 N － 0 0 不　 定　 形 1 ．1 2 × 0 ．8 6 2 9 外　 傾 ノ／ 2 第 笠 図 （19） E I I l b S K 3 8 7 と重 複

3 9 2 F 3 c o N － 2 2 0－ E 楕　 円　 形 1 ．4 7 × 0 ．7 7 1 2 〃 凹 凸 1 怨 讐 （2） A II l b

3 9 3 E 3 h 4 N － 3 2 0－ E ノ／ 1 ．8 3 × 1 ．0 2 3 5 ／／ 平 坦 1 （10） A H l b

3 9 4 F 4 c l N － 4 0 0－ W 〃 1 ．0 0 × 0 ．9 8 0 垂　 直 ノノ 3 怨 讐 （4） B II 2 b S I 3 3 内

3 9 5 E 3 j 5 円　　　 形 径 1 ．2 7 3 6 外　 傾 〃 2 ㈹ A H l b

3 9 6 撹 乱 穴 第 6 0 9図
5 0

F

3 9 7 E 3 h 4 N － 7 4 0－ E 楕　 円　 形 2 ．0 2 × 0 ．7 4 1 7 ノ／ 〃 1 A II l b

3 9 8 E 3 a 8 N － 8 4 。－ W ／／ 0 ．9 9 × 0 ．7 4 2 0 〃 起 伏 3 A I l b

3 9 9 E 3 i7 N － 9 0 0－ E ノ／ 0 ．9 1 × 0 ．8 1 1 0 なだらか 平 坦 1 A I l b

4 0 0 E 3 j6 N － 5 1 0－ E 〃 1 ．1 9 × 1 ．0 1 2 4 外　 傾 起 伏 1 讐 聖 賢 （1カ A I I l b

4 0 1 E 3 j5 円　　　 形 径 1 ．1 3 3 5 ／ノ 平 坦 1 ㈲ A I I l b

4 0 2 F 3 a 3 N － 7 0 0－ E 楕　 円　 形 1 ．5 7 × 0 ．9 7 2 0 〃 ノ／ 4 A I I l b

4 0 3 F 3 b 6 N － 3 1 0－ E ノ／ 1 ．3 4 × 1 ．0 1 1 3 〃 〃 2 （17） A I I l b

4 0 4 E 3 C 3 円　　　 形 径 0 ．7 8 4 4 ノ／ ノ／ 2 A I l b 段 差 あ り

4 0 5
E 3 c l
E 3 C 2

N － 9 0 0－ W 楕　 円　 形 1 ．5 9 × 1 ．4 6 4 9 ノ／ 〃 3 1 A I I l a

4 0 6 E 3 C 4 N － 4 0 J－ E ノ／ 1 ．3 0 × 1 ．1 0 2 4 ／ノ ／／ 1 A I I l b

4 0 7 E 3 C 5 （ 円　 形 ） 径 （1 ．1 8 ） 7 6 ／／ 凹 凸 3 1 如） A I I 2 a S K 4 2 2 と重 複

4 0 8 E 3 g l N － 2 2二一W 楕　 円　 形 1 ．2 6 × 1 ．1 5 1 8 ノ／ 〃 3 1 A I I l a

4 0 9 E 2 e 6 円　　　 形 径 2 ．8 5 1 7 4 垂　 直 平 坦 7 4 （帥 ） B H I 3 a 焼 土 あ り

4 1 0 E 3 b 2 N － 0 0 楕　 円　 形 2 ．3 5 × 1 ．9 2 8 外　 傾 凹 凸 2 2 （7 ） A II I l a S K l l と 重 複

4 1 1 E 3 b 2 N － 9 0 0－ W ノ／ 1 ．5 0 × 1 ．3 3 2 5 ／／ 平 坦 3 禦 豊 （1 0） A H l b S K 4 1 0 と 重 複

4 1 2 撹 乱 穴 F

4 1 3 E 3 d 6 N － 0 0 不　 定　 形 1 ．8 7 × 1 ．5 9 4 3 〃 〃 3 （15） E II l b

4 1 4 E 3 C 6 円　　　 形 径 1 ．0 4 1 8 ノ／ 〃 2 A II l b

4 1 5 E 3 C 6 N － 1 4ロー E 楕　 円　 形 1 ．2 8 × 1 ．1 4 4 0 ノ／ 〃 1 （30） A II l b

4 1 6 E 3 C 5 N － 3 1で－ E （　 ノ／ ） 1 ．7 5 × （1 ．4 8 ） 2 8 ／／ 〃 2 A II l b S K 4 1 7 と 重 複

4 1 7 E 3 C 5 N － 4 2 0－ W （ ／／ ） （2 ．0 5 ）× 1 ．9 5 7 1 ノ／ ノ／ 3 A III 2 b S K 4 1 6 と 重 複

4 1 8 E 3 g 7 N － 8 3－ W ／／ 0 ．8 7 × 0 ．7 0 3 0 〃 ノ／ 1 A I l b S 「2 8 内

4 1 9 E 3 h 8 N － 5 9 e－ W 隅 丸 長 方 形 0 ．7 0 × 0 ．5 7 2 8 ノ／ ／／ 2
莞 聖 ㌘ 伽

D I l b S I 2 8 内

4 2 0 撹 乱 穴 F

一一1一一687－－－－1



（13）

番 号 」ふ ∠又 ＼′　　　　　　　／

規　　 模 I

底 面 覆 土
ビ ッ

ト数

巌 矧 形 態 分 類
備　　　 考

止　 置 倦　　 口 平 面 形 長 径 × 短 痙 匝 深 さ屈 壁　 面

4 2 1 F 4 b o 円　　　 形 径 0 ．6 8 6 0 外　 傾 平 坦 3 A I 2 　b

4 2 2 E 3 C 5 N － 1 5 0－ W 楕　 円　 形 0 ．9 5 × 0 ．7 5 2 8 ノノ 皿 状 3 1 （7） A I l a S K 4 0 7 と 重 複

4 2 3 E 2 io 円　　　 形 径 1 ．3 4 7 6 フ ラ ス

コ　 状
平 坦 3 第 6 10 図 （12）

7
C I I 2 b

4 2 4 E 3 a 2 ノノ 径 1 ．0 0 3 0 外　 傾 傾 斜 2 A I I l b

4 2 5 F 3 i3 N － 2 3 0 － E 楕　 円　 形 1 ．2 4 × 0 ．9 7 3 2 ノノ 平 坦 3 （2 ） A I l l b

4 2 6 F 3 h 3 N － 2 1 0－ E ノノ 1 ．3 2 × 0 ．8 5 5 2 ノノ 凹 凸 3 A I 1 2 b

4 2 7 F 3 h 3 N － 1 9 ご－ E ノノ 1 ．1 0 × 0 ．6 8 3 2 ノノ 傾 斜 4 A I l l b

4 2 8 F 3 h 3 N － 1 4 0－ W ノ／ 0 ．6 0 × 0 ．5 0 1 6 ノノ 平 坦 3 （1） A I l b

4 2 9

4 3 0

4 3 1 F 3 c l N － 3 9 0－ W 不 整 長 方 形 2 ．7 8 × 1 ．5 3 2 8 なだらか ノ／ 2 D III l b

4 3 2

4 3 3 F 3 e 4
F 3 e 5

N － 6 0 0－ W 長　 方　 形 4 ．1 0 × 2 ．7 8 5 2 外　 傾 ノノ 6 2
莞 望 習 （2 1）

E III 2 　a

4 3 4 撹 乱 穴 第 6 1 0 図
1 2 F

4 3 5 F 3 a 2 N － 3 3 こ－ E 〃 2 ．2 5 × 1 ．8 8 3 0 ノノ ノノ 1 2 禁 票 （8） D II I l a

4 3 6 F 3 f 6 N － 4 0 0－ E ノノ 2 ．9 × 2 ．2 2 2 0 なだ らか ノノ 2 2 D II I l a

4 3 7 F 3 f4 N － 5 4 0… W 〃 2 ．2 5 × 上 8 5 3 4 外　 傾 ノ／ 4
第 誓 図 （2 ） D H l l b

4 3 8 F 3 e 5 N － 0 0 楕　 円　 形 0 ．8 0 × 0 ．6 6 1 0 〃 凹 凸 2 1 A I l a

4 3 9 F 3 f5 N … 5 0 0－ W 長　 方　 形 3 ．1 5 × 2 ．3 5 2 6 ／／ 平 坦 2 驚 豊 （2 6） D III l b

4 4 0 F 3 f8 N － 2 8 0 － E 楕　 円　 形 1 ．1 1 × 0 ．9 1 2 1 ノノ ノ／ 2 A I l l b

4 4 1
F 3 h 7

h 8 N － 5 5 0 － W 不 整 楕 円 形 0 ．8 8 × 0 ．6 6 2 2 〃 皿 状 1 A I l b 炭 化 物 多

4 4 2

I ！ ！ ！ ！ ！ l I l
4 4 3 撹 乱 穴 F

4 4 4 ノノ 第 6 1 0 図
18

F

4 4 5 E 3 h 2 N － 3 8 0－ E 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．8 1 1 7 〃 凹 凸 3 1 （2） A II l a

4 4 6
E 3 i2

E 3 i3
N － 4 2 0－ E 〃 2 ．1 8 × 2 ．0 0 4 5 ノ／ ノノ 2 （2鉛 A III l b S K 3 5 8 と 重 複

4 4 7 撹 乱 穴 F

4 4 8 E 3 h o 円　　　 形 径 1 ．3 0 6 0 ノノ 平 坦 2
恐 翳 （12）

A I I 2 b

4 4 9 E 3 h 9 〃 径 0 ．6 5 3 0 垂　 直 ノ／ 2 第讐 図 （6） B I l b

4 5 0 E 3 j9 N － 3 8 0－ E 楕　 円　 形 0 ．6 5 × 0 ．5 5 4 0 ノ／ ノ／ 1 （3 ） B I l b

4 5 1 E 4 h l 円　　　 形 径 0 ．6 8 3 7 外　 傾 ノ／ 2 （4 ） A I l b

4 5 2 E 3 io 〃 径 0 ．7 0 3 0 ノノ 凹 凸 1 （5 ） A I l b

4 5 3 F 3 j 5 N － 3 3 0－ E 楕　 円　 形 1 ．6 4 × 1 ．1 0 4 4 ノ／ 平 坦 2 第 誓 図 （4） A Il l b

4 5 4 F 3 i7 N － 3 3 0－ E 不 整 方 形 2 ．4 7 × 2 ．3 7 7 0 垂　 直 ノ／ 4 2 第 欝 図 （1）
B III 2 　a

4 5 5 E 3 C 6 N － 5 3 0 － W 不　 定　 形 1 ．9 6 × 1 ．4 5 3 1 外　 傾 凹 凸 4 1 （4 ） E I I l a

688－－



（14）

番 号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模 ！壁 面

底 面 覆 土
ビ ッ

ト 数

出 土 遺 物
縄 文 土 器 片

（点 ）
形 態 分 類 備　　　 考

長 径 × 短 径 匝 深 さ 柚

4 5 6 撹 乱 穴 F

4 5 7 F 5 b l N － 4 0 。－ E 楕　 円　 形 1 ．5 2 × 1 ．2 2 5 0 外　 傾 平 坦 2 A I I 2 b S I 3 6 炉 と 重 複

4 5 8

4 5 9 G 4 a l N － 3 7 0－ E ノノ 1 ．6 3 × 1 ．1 0 2 7 ノノ 凹 凸 4 A I I l b

4 6 0 G 4 a 2 N － 5 5 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．2 5 × 0 ．6 8 3 0 ノ／ 起 伏 2 A I I l b

4 6 1 F 4 j3 N － 8 1 0－ E 楕　 円　 形 2 ．1 0 × 1 ．5 0 3 0 〃 凹 凸 5 2 （4 ） A II I l a

4 6 2 F 3 g 5 eg 6 N － 5 1 0－ E 長　 方　 形 2 ．5 5 × 2 ．1 5 2 8 ノ／ 平 坦 1 4 D III l a

4 6 3 F 3 g 。 N － 3 9 。－ E 〃 2 ．6 4 × 1 ．8 7 3 0 ノ／ ノノ 1 （8 ） D III l b

4 6 4 F 3 g 6 N － 4 8 0－ W ノ／ 2 ．5 0 × 2 ．1 8 5 0 ノ／ ノ／ 1 D III 2 b

4 6 5 F 3 h 7 N － 5 8 0－ W ノ／ 2 ．4 0 × 2 ．1 0 7 7 垂　 直 〃 1 D III 2 b

4 6 6 撹 乱 穴 F

4 6 7 F 3 h 4 N － 2 4 0－ E 不 整 長 方 形 2 ．1 6 × 1 ．5 0 9 0 ノノ ノ／ 4 2 第 誓 図 （1 2） D II I 2 a

4 6 8 F 3 i4 e i5 N － 5 8 0－ W 長　 方　 形 1 ．5 8 × 1 ．0 0 7 0 ノノ ノ／ 2 第 6 1 0 図 （1 ）
2 4 D II 2 b

4 6 9

4 7 0

l

F 3 io

l

N － 3 1 0－ E

l

ノ／

l

1 ．3 0 × 1 ．1 2 1 4

l

なだ らか

暮

ノ／

l

1

l l

A I I l b

4 7 1 F 3 a 9 N － 4 0 0－ E （ 長 方 形 ） 1 ．8 0 × （1 ．7 5 ） 3 6 外　 傾 ノノ 3 D I I l b S D － 4 と 重 複

4 7 2 F 3 fo 円　　　 形 径 0 ．8 2 3 5 ノノ ノ／ 2 1 D I l a

4 7 3 F 3 f 3 N － 3 6 0－ E 方　　　 形 2 ．2 0 × 2 ．0 5 4 0 ノ／ 〃 1 （1 ） A III l b

4 7 4 F 3 i8 N － 4 5 0－ E 楕　 円　 形 1 ．3 6 × 0 ．9 6 6 5 ′）
1 0 5 ノ／ ノノ 7 A I I 3 b

一一l一一6891…－lll



二二二≡　二三‥二手
A23．1m A’

、　レJ‾‾

SK－1

A23．1m A’

‾二‾‾
SK－38

第開園　藍磯実測図（瑠）

A　23．1m

ヽノ‾
SKl18

風炉
A　23．1m

A’

一一一一一一690－－1一一一一

0

SKl22

二

二l二　二

A23．1m A’

1J‾

SK－37

軋云
A23．2m　　　　　庫

1fb’

‾l‾「二二二二‾
5f

SK－44

2m
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一一二十三
A　23．3m A’

＼　r
SK－53

A　23．3m A’

SKl84

二

風◎風，
A　23．4m A’

蒜こち　て耳’0’．‾叫‾

SK198

第鏑国　立壌実測図（2）

A

二
A　23．3m

「正二「

SK－55

A’

‾‾1‾　－‾‾　‾

A’

≡二l

凰◎風，
A　23．4m A’

1f’e
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SK－72

二＿三一二
A　23．3m A’

‾‾Lノ了／l‾llt

SK189

二
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A　23．3m A’

叶lヽ＿ノ‾‾』

SK－104

ー691－一

0

風云
A23．3m A’

‾一‘＼－＿＿ノl‾‾

SK－59

－－＿十＿一三
A　23．3m A’

l“＼．＿－√‾

SK－62

風ふ，
A　23．3m A’

‾二了
SK190

風云
A23．4m A’

‾t」‾

SK1105

2m
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∴ニー
A　23．3m

二三

A23．2m A’

「）「
SK－127

風◎志
A　23．4m A’

「LJ「

SK1145

②

三　÷一三

－∵「
A　23．4m

A’

¢l

A’

SK－154

第560図　土壌実測図（3）
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凰云
A23．2m A’

㌦子‾
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SK1169
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S
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風だ轡
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第56瑠園　豊壌実測図（轟）
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第562図　土壌実測図（5）
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∴二∴三
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第563図　土壌実測図（6）
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第564図　土壌実測図（7）

、＼ぞ

∴
完．4品＼」　ノ

‾tJr

SKl377

『徴
A　23．4m A’

SK－383

一一　696

二　二∵二

二二　二

二∴∴il＿　　二＿二

．foJ

SKl357

＼や

SKl358

ゝ

パ『ヽ

軋『聖

SK1386

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

一　　一一一丁‥　　－…1



SK－405

「23．番

A　23．Om A’

‾＼＿二二
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第566図　土壌実測図（9）
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